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Ⅰ熊本大学発生医学研究所の現況及び特徴 

１現況 

（１） 学部等名：熊本大学発生医学研究所 

（２） 学生数及び教員数（平成 30 年５月１日現在） 

：学生数０人、専任教員数（現員数）：21 人、助手数０人 

２特徴 

 発生医学研究所は、体質医学研究所（昭和 14～58 年）、医学部附属遺伝医学研究施設（昭

和 59 年～平成３年）、医学部附属遺伝発生医学研究施設（平成４年～11 年）、発生医学研

究センター（平成 12 年～20 年）を経て、平成 21 年に附置研究所へと転換した。発生医学

研究を推進するため組織の整備・拡充を行い、現在「発生制御部門」、「幹細胞部門」、「器

官構築部門」の３部門、専任 13 分野、併任２分野、客員３分野から構成される。発生医学

及び関連する医学・生命科学領域における国際的先端研究を統合的に推進すると共に、先

進的な研究環境の中で次世代を担う若手研究者の育成に取り組んでいる。発生過程におけ

る胚形成と器官形成の機構の解析、その異常や破綻に起因する疾患の発症機序の理解、成

果の医学応用（再建医学）を推進するため、分子、細胞、組織、器官、個体へと連続する

観点から研究を進めている。発生制御の分子レベルでの理解、幹細胞システムの理解、幹

細胞分化から器官・臓器構築に展開する先端研究を実施し、我が国の発生医学研究を先導

する研究教育拠点として機能している。研究者コミュニティの支援と国内外の共同研究を

促進するため、平成 22 年より文部科学大臣認定の共同利用・共同研究拠点「発生医学の共

同研究拠点」に認定されている。さらに、平成 28 年より、九州大学生体防御医学研究所、

東京医科歯科大学難治疾患研究所、徳島大学先端酵素学研究所と共に「トランスオミクス

医学研究拠点ネットワーク形成事業」を開始し、ゲノムから代謝物に至る多階層の生体分

子情報を横断的に理解するトランスオミクス研究を推進している。また、「国立大学附置研

究所・センター会議」、「国立大学共同利用・共同研究拠点協議会」、「生命医科学研究所ネ

ットワーク」の構成員として、我が国の学術基盤の強化にも貢献している。 

 研究成果を広く社会に還元するため、研究成果は研究所ホームページやマスメディアを

通して広く社会に向けて発信している。研究成果を医学・医療に生かす目的で、平成 24 年

に「臓器再建研究センター」を附設した。また、本研究所の国際化と産学官の連携強化を

今まで以上に推進する目的で、平成 29 年に「グローカルサイエンス推進施設」を設置し、

海外研究者の招聘セミナー、国際共同研究、外国人学生のインターンシップの支援等を進

めている。さらに、定期的に国際シンポジウム「Key Forum」を企画・開催し、国内外の研

究者との研究交流・情報交換の推進を図っている。 

 一方、九州・熊本地域における行政・産業・教育機関と連携し、一般市民等への啓蒙活

動として、講演会、出前授業、見学会、一般公開等を実施している。さらに、パンフレッ

ト、ニュースレター、年報を発行し、本研究所の活動を社会に説明するよう心掛けている。 

 国際的学術研究の推進に加えて、21 世紀 COE 事業、グローバル COE 事業では中核組織と

して教育推進にも参画した。そして、平成 24 年より、博士課程教育リーディングプログラ

ム「グローカルな健康生命科学パイオニア育成プログラム（HIGO）」には、プログラムコー

ディネータをはじめとする多数の教員が参画している。これら教育研究拠点形成事業を継

続的に実施し発展させることにより、医学・薬学などを基盤とする「健康生命科学」の専

門知識を持ちつつ、九州・アジアの社会的ニーズを理解し、地域と世界とを結びつけてグ

ローカルに活躍することのできるリーダーの育成を行っている。 

 本研究所では、男女共同参画を推進するため、全学の取り組みに加え、独自の「男女共

同参画推進事業」を進めている。本事業では、全学の男女共同参画事業の各種支援制度で

は支援を受けられないケース（育児または介護をしている大学院生の研究支援など）につ

いても積極的に支援し、両性がともに、研究と育児・介護を両立させながら、その能力を

十分発揮できる研究環境の構築を図っている。 
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 本研究所が推進する先端研究では、研究機器の高度化に応じた技術支援が不可欠である。

そこで、平成 24 年に「リエゾンラボ研究推進施設（LILA）」を設置した。本施設では、博

士号取得者２名を含めた６人のスタッフが、研究解析における技術支援、最先端機器の管

理・運用、学術情報ネットワークの管理、バイオインフォマティクス支援、安全管理等を

行い、研究所における研究・運営を支えている。また、教員と LILA 技術支援員との会議

（研究支援会議）を毎月行うことで、研究推進・研究所運営における問題点の洗い出しや

改善策について情報共有を行っている。平成 29 年度には、生命系の５部局が連携した「国

際先端生命科学研究推進センター（ICALS）」に LILA も参画し、本学内における共有設備・

機器の有効利用を進めることにも貢献している。 

 
３組織の目的  
 

 研究と人材育成  
 本研究所では、体づくりの原理を明らかにする発生学の観点から、医学・生命科学領域

における国際水準の研究を推進する。研究成果を広く社会に還元し、先進的な研究環境の

中で次世代を担う若手人材を育成する。  
①  我が国の発生医学分野を先導する研究教育拠点として積極的な活動を推進する。  
②  発生医学の基礎的研究、その応用として臓器再建をめざす研究を通して、医学・医療

の発展に寄与する。  
③  先進的な研究環境を整備して、国際水準の先端研究を推進する中で、発生医学分野に

携わる教育研究者や高度専門職業人など、優れた若手人材を育成する。  
④  大学院医学教育部博士課程の「発生・再生医学研究者養成コース」において、発生・

再生医学分野を担う人材育成を恒常的に推進する。  
⑤  博士課程教育リーディングプログラムにおいて、アジア・日本でグローカル（グロー

バルかつローカル）に活躍できる健康生命科学のリーダーを育成する。  
 

 社会貢献  
 研究成果を社会に向けて広く発信し、関連する学術分野を活性化するとともに、産業界

に波及することをめざす。また、熊本大学が位置する九州・熊本の行政・産業・教育機関

等と連携し、一般市民への知の還元および産業・医療の進展に貢献する。  
①  文部科学大臣認定「発生医学の共同研究拠点」として、研究者コミュニティを支援

し、国内外の共同研究を推進する。  
②  研究の成果や学術情報を社会に発信する。グローカルサイエンス推進施設の活動を

通して、バイオ関連、医療・創薬等の産業界に対して、研究成果が波及することを

めざす。  
③  生命倫理を遵守して、各種疾患に関する検体・データの収集や解析を行い、診断・

治療・予防法の開発、医学・医療の進歩に貢献する。  
④  国内外および地域の教育研究機関・行政・産業等の各種委員を務めることで、意見

交換や提言等を行う。  
⑤  一般市民および研究者への知の還元や啓蒙活動として、講演会・セミナー・模擬授

業・見学会・一般公開等を実施する。作成した教育コンテンツは、広く配信する。  
 

 国際化 

 国際的に活躍するリーダーを育成する博士課程教育リーディングプログラム等を積極的

に実施することで、国際水準の先端研究とグローバル人材育成を推進する。 

①  グローカルサイエンス推進施設の活動を通して国際シンポジウムを定期的に開催

し、海外の学術機関と連携して、先端的な学術研究および国際共同研究を推進する。 

②  10 年間の文部科学省 COE 事業の実績を継続的に発展させ、「発生医学の共同研究拠
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点」の国際化を通して、国際的に卓越した教育研究拠点を形成する。  
③  本学が重点を置く国際化戦略を活かして、本研究所で研究する学生を海外に送り出

し、留学生・外国人研究者を積極的に受け入れ、教育・共同研究を行う。  
④  博士課程教育リーディングプログラムにおいて、国際・地域社会と生命科学を理解

し、アジア・日本の学術・産業・行政等で活躍する健康生命科学のリーダーを育成

する。  
⑤  本学の研究大学強化促進事業 (生命科学国際共同研究拠点 )と国際先端医学研究拠点

施設の活動に協力する。  
 

 男女共同参画  
 本学の男女共同参画の方針に基づいて、両性がともに、研究活動と育児・介護を両立さ

せながら、その能力を十分発揮できる研究環境を整備する。  
①  男女を問わず、研究活動と育児・介護を両立させて、その能力を十分発揮できるよう、

本研究所主体の男女共同参画支援事業を整備・推進する。  
②  育児・介護休業取得を促進する経費支援、育児・介護休業取得者の復帰後支援、育児・

介護期間中の支援など、被支援者の状況に合わせた事業を行う。  
③  本研究所主体の支援事業では、本学の支援制度の対象にならない、大学院生や研究支

援者を含めて支援対象とする。また、本事業の申請書は、常時受けつける。  
 

 管理運営  
 本学の方針に基づいて、所長・副所長のリーダーシップのもと、教員と事務・技術職員、

学生等が協働して、本研究所の活動全般について適切かつ機動的な管理運営を実現する。  
①  熊本大学および生命科学系部局と連携して、本学の管理運営に積極的に貢献する。  
②  国立大学附置研究所・センター会議、国立大学共同利用・共同研究拠点協議会の構成

員として、我が国の学術基盤の強化に貢献する。  
③  発生医学研究所運営委員会 (教授会に相当 )の内容に従い、本研究所全体に関する管理

運営を行う。また、教授懇談会、教員懇談会で適時意見交換を行う。  
④  本研究所の共同研究拠点運営協議会 (学外委員も含む )の協議に沿って、「発生医学の

共同研究拠点」に関する管理運営を行う。  
⑤  本研究所附属の臓器再建研究センター、リエゾンラボ研究推進施設およびグローカ

ルサイエンス推進施設を積極的に活用して、先端的な研究および研究体制を拡充す

る。研究支援会議を開催し、恒常的に研究活性化を行う。  
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Ⅱ 研究の領域に関する自己評価書  
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１．研究の目的と特徴  
発生医学研究所では、発生生物学的視点から、生命科学と医学とを統合的に理解して医

学医療への貢献を目指す研究を進めている。具体的には、分子・細胞・組織・器官・個体

へと連続する観点から生命現象を解明し、医学に貢献することを目指す『発生医学研究』

を統合的に推進することを目的としている。これら目的を遂行するために、発生制御・幹

細胞・器官構築の３部門、専任 13 分野、併任２分野、客員３分野、常勤職員 36 名（専任

教員 20 名）の体制で研究を進めている。また、研究所内に『リエゾンラボ研究推進施設

（LILA）』を設置し、博士２名を含む LILA 所属のスタッフが最先端機器の管理や技術支援、

安全管理等を行い、本研究所の研究・運営を支えている。 

発生制御部門では、動物発生を分子・細胞のレベルから研究・解析する。幹細胞部門で

は組織・器官の発生や再生医学研究に重要な役割を担う組織幹細胞や多能性幹細胞の特質

を理解する研究を行う。また、遺伝的疾患を持つドナーからヒト iPS 細胞を樹立して、疾

患発症機構の理解と治療法の確立を目指す。器官構築部門では、様々な器官の形成制御機

構の理解を目指す。さらに、ヒトの臓器を試験管内で作り出す研究も進めている。このよ

うな臓器の再建を目指した基礎研究の推進と、その成果について臨床研究機関との連携を

目指す、臓器再建研究センターを設置している。  
 

［想定する関係者とその期待］ 

想定する関係者 

本研究所における研究は、独創的な基礎研究の発信を行いつつ、その発見に基づいた疾

病の病因解明と治療法の開発を目指すところに特徴がある。アカデミア、医療関係者、医

薬系企業からの注目度は高く、国内外の生命科学研究者、関連学会・企業は重要な関係者

である。また、本学で唯一となる最先端機器を数多く管理・運用していることから、学内

の研究者も関係者となる。高度な研究環境を生かして、生命科学の新機軸創成に貢献する

若手研究者の教育が期待されており、医学・薬学・理学系の大学生・大学院生・博士研究

員も関係者となる。本研究所は、一般社会への生命科学リテラシー普及も重要な使命と位

置づけており、一般市民・中学生・高校生も関係者となる。 

 

関係者の期待 

 大学等研究機関の構成員には、発生医学に関する新たな知見を発信し、当該学術分

野を牽引することが期待されている。また、研究者コミュニティの情報交換を行う

ハブとしての役割も期待されている。 

 学会等の学術組織の構成員には、発生医学における新たな学術コンセプトの発信を

通して、科学の発展に尽くす役割が期待されている。 

 医療関係者・医薬系企業関係者には、医療・創薬への応用を可能とする新たなイノ

ベーションを生み出す学術的役割が期待されている。 

 大学生・大学院生には、将来の生命科学を担う研究者、教育者、高度専門職業人を育

成する役割が期待されている。 

 一般市民には、高度化された科学の知識と進展をわかりやすく説明するとともに、

その発展が豊かで健康的な社会生活の基盤として生かされることが期待されている。 
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２．優れた点及び改善を要する点 

【優れた点】 

○活発な研究活動 

本研究所所属職員の貢献度の高い論文は、平成 28-29 年度は 69 報であり、国際共著比率

は 44.1%である。国際学会・会議での発表は 57 件（招待講演 15 件含む）、シンポジウム

の主催４件、特許出願５件である。さらに、研究室の壁を越えた知識・技術の共有を促

進するため『情報交流会』を開始した。 

○外部資金の獲得 

科研費等の競争的資金の獲得状況は、平成 28-29 年度総額 797.97 百万円であり、教員１

名あたりの採択件数はのべ 6.93 件、研究費は 42.98 百万円となり、活発な研究を展開し

ている。 

○研究教育拠点の形成 

平成 22-27 年度に引き続き平成 28-32 年度の『共同利用・共同研究拠点』として認定さ

れた。平成 28 年度には、４大学の附置研が中核となる文部科学省『トランスオミクス医

学研究拠点ネットワーク形成事業』に採択された。共同研究における技術サポートを強

化するため、リエゾンラボ研究推進施設（LILA）を運営し、最新鋭の機器の管理・運用・

技術支援を行っている。 

○国際水準の先端研究 

国際共同研究活動の拡大を図るために平成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』

を新設し国際シンポジウムを開催した。学外研究者を招聘してリエゾンラボ研究会（HIGO

最先端セミナー）を英語で開催し、また頻繁に発生医学研究所セミナーも開催し若手研

究者の育成に努めている。 

○研究者の流動性 

本研究所では任期制を採用すると共に、研究所の体質が固定化されないように、研究者

の流動性の拡大を促進している。 

 

【改善を要する点】 

 平成 29 年度に行った自己点検に対して外部評価を受けた結果、他の共同研究拠点に比

べて共同研究の採択課題数が少ないとの指摘を受けた。また、採択数を抑えて１件あたり

の研究費を確保する方針に対して、実際の成果に結びついているのかを検証するよう求め

られた。 

 

３．観点ごとの分析及び判定 

分析項目Ⅰ研究活動の状況 

観点 研究活動の状況 

（観点に係る状況） 

1. 活発な研究 

 本研究所所属職員の貢献度の高い論文は、平成 28-29 年度で 69 報である。平成 26-27 年

度に比べると、国際共著比率と併せて低下した。研究成果発表数は、平成 26-27 年度に研

究室を主宰する教授２名が転出し、平成 28-29 年度が新たに採用した教授１名、独立准教

授１名の研究室立ち上げに費やされたこと、及び平成 28 年熊本地震による被害、復旧作業

の研究活動への影響による一過的な減少と考えられ、教員配置の拡充により平成 30 年度

以降は研究業績の上昇トレンドは回復する見込みである（資料 B-1-1-1-1）。国際会議・国

内会議での招待講演は、それぞれ 15、80 件であり、学会・シンポジウムの主催・世話人等

も 28 件務めている（資料 B-1-1-1-2）。また、本研究所が主催したシンポジウムは４件あ

り、特許は平成 28-29 年度で合計５件（平成 26-27 年度は４件）出願している（資料 B-1-

1-1-3）。 
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2. 充実したセミナーとシンポジウム開催 

 HIGO プログラムの中核組織の１つとして、大学院生・若手研究者の研究・教育に携わっ

てきた。中でも、HIGO 最先端セミナー（リエゾンラボ研究会）としてランチョンセミナー

を英語で開催している（平成 28-29 年度 69 件、平成 26-27 年 82 件）（資料 B-1-1-1-4）。

さらに、発生医学研究所セミナーを開催（平成 28-29 年度 63 件、平成 26-27 年度 41 件）

（資料 B-1-1-1-5）すると共に、国際シンポジウムとして、第３回 Key Forum や Canada-

IMEG Joint Mini-Symposium を主催した。このほか、各種学会におけるシンポジウム・ワ

ークショップや、国内の研究機関との合同シンポジウムを企画・開催している（資料 B-1-

1-1-6）。また、平成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』を新設し、国際シンポジ

ウムやワークショップ・セミナーにおける外国人研究者の円滑な招聘を促進する体制を整

えた（中期計画番号 25）。 

資料番号B-1-1-1-3 産業財産権の状況

出願数 取得数

26年度 10 1 2

27年度 15 3 5

28年度 15 1 11

29年度 14 4 1

出典：共通様式調査

産業財産権の
保有件数

特許

資料番号B-1-1-1-2国際会議等における招待講演の状況等

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
国際会議招待 9 11 10 5
国内会議招待 48 45 42 38
学会シンポジウムの世話人等 15 17 12 16
出典：教員の個人活動評価資料

資料番号B-1-1-1-1発表された論文数等

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
論文数 43 44 40 29

国際共著論文数 13 16 12 6
国際共著論文数率 30.2% 36.4% 30.0% 20.7%
出典：論文リスト（本研究所教員作成）
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資料番号B-1-1-1-4リエゾンラボ研究会の開催状況

2014年（26年度）リエゾンラボ研究会参加状況

日付 担当研究室 招聘者 招聘者所属 講演タイトル 日本人 外国人 合計

4月9日 生体機能分子合成学 佐竹　炎 サントリー生命科学財団

Molecular and functional characterization of 
neuropeptides and peptide hormones of a 
protochodate, Ciona intestinalis: the “from 
Ciona to Mammals” strategy

11 5 16

4月16日 大学院先導機構 仲矢　由紀子 理化学研究所
Molecular regulation of the basement 
membrane integrity during EMT in chick 
gastrulation

17 3 20

4月23日 損傷修復学分野 荻　朋男 長崎大学
Molecular cloning and characterisation of 

human DNA repair genes
26 4 30

5月7日 小児科学分野 小原　収 かずさDNA研究所
What is "Next-Generation DNA Sequencing" 
for?

22 7 29

5月14日 製剤設計学分野 石井　健
（（独）医薬基盤研究所　アジュバント

開発プロジェクト

Adjuvant Innovation for influenza and cancer 

vaccination
31 6 37

5月21日 知覚生理学  鍋倉　淳一 自然科学研究機構生理学研究所
Remodeling of Cortical Synapses in 
vivo:glia-neuron interaction

14 10 24

5月28日 分子細胞制御 竹居　孝二 岡山大学
Roles of Dynamin GTPase in membrane 

dynamics and actin dynamics
19 3 22

6月11日 大学院先導機構　持田研究室 鐘巻　将人 国立遺伝学研究所 A hidden DNA synthesis in vertebrate cells 18 6 24

6月20日 分子遺伝学 佐野　元昭 慶應義塾大学
What can we learn from cardiac 

metabolomics?
11 0 11

6月27日 病態生化学分野 南嶋　洋司 慶應義塾大学
Regulation of cellular metabolism in vivo by 
hypoxic response

23 2 25

7月2日 免疫識別学分野 河野　健司 大阪府立大学
Development of stimuli-sensitive liposomes 

for biomedical applications
9 3 12

7月9日 大学院先導機構　石原研究室 川﨑　諭　 大阪大学
Genomics, Pathogenesis and Future Therapy 
of Gelatinous Drop-Like Corneal Dystrophy

18 2 20

7月16日 腎臓発生分野 山下　潤 京都大学
Multiple Approaches for Cardiac 

Regeneration with Pluripotent Stem Cells, 
23 3 26

7月23日 細胞医学分野 高橋 智聡 金沢大学がん進展制御研究所
RB functions in rewiring metabolic pathways 
in cancer cells

20 6 26

7月25日 代謝内科学分野 稲垣　暢也 京都大学
non-invasive, in vivo imaging of pancreatic 

β-cells
14 1 15

7月30日 免疫識別学分野 佐々木　えりか 実験動物中央研究所
Non-human primate models in biomedical 
research

17 0 17

9月10日  公衆衛生・医療科学分野 青山 博昭 残留農薬研究所
Are low-dose effects of endocrine disrupters 

evaluated adequately?
14 2 16

9月24日  薬剤学分野 澤　智裕 熊本大学大学院 生命科学研究部
Cysteine persulfides and polysulfides: 
formation, metabolisms and unique 

21 1 22

10月1日 遺伝子機能応用学 西田　基宏 岡崎陶業バイオサイエンスセンター

Establishment of a novel strategy for the 

treatment of heart failure focusing on the 
regulation of muscular homeostasis

25 5 30

10月8日 分化制御 佐藤　伸 岡山大学
Defined molecules induce organ regeneration 
in urodele amphibians

25 0 25

10月15日 神経分化学 小林　武彦 国立遺伝学研究所遺伝学研究所 Reprogramming in yeast 23 5 28

10月17日 組織幹細胞 佐藤　靖史 東北大学
The role of vasohibin family in the regulation 
of angiogenesis

23 1 24

10月22日 機能分子構造解析学 清水 敏之 東京大学
Crystallographic studies of TLR8 sensing 
single stranded RNA in innate immune 
system

26 10 36

10月29日 薬剤情報分析学 肥後 成人 久光製薬株式会社
Development of Transdermal Drug Delivery 
System (TDDS)

38 2 40

11月5日  多能性幹細胞 神戸 大朋 京都大学
 ZnT and ZIP: Essential zinc transporters for 
zinc physiology and biochemistry

18 3 21

11月12日 疾患モデル 古田　泰秀 理研

A Matter of Commitment: a Possible Role of 
TGFß/BMP Signaling in the Regulation of 

Neural Stem/Progenitor Cells in the 
Postnatal Mouse Brain

17 3 20

11月19日 幹細胞誘導 服部　浩一 東京大学
Protease activation triggers the process of 

tissue regeneration
9 3 12

12月3日 分子遺伝学 小川　渉 神戸大学
Role of novel variants of PGC-1α in the 
regulation of energy metabolism

37 7 44

12月10日 分子生理学 小田　吉哉
エーザイ（株）バイオマーカー＆パーソ

ナライズド・メディスン

 Biomarker Researches for Translational 

Science in Pharmaceutical Industries
13 4 17

12月17日 小児科学 酒井 規夫　
大阪大学大学院　医学系研究科　小
児科学分野

Lysosomal diseases; Basic pathology and 
treatment strategy

14 5 19

1月7日 知覚生理学 窪田　芳之
自然科学研究機構　生理学研究所　
大脳神経回路論研究部門

Functional effects of distinct innervation 

styles of fast spiking cortical interneurons 
on pyramidal cells

11 3 14

1月14日 脳発生 花嶋　かりな 理化学研究所
Temporal and Spatial Control of Neuronal 
Identity in the Brain

17 4 21

1月21日 分子細胞制御 垣塚　彰 京都大学院
CHALLENGES FOR CURRENTLY 
INCURABLE DISORDERS

21 0 21

1月28日 遺伝子機能応用学 千原　崇裕 東京大学院　薬学系研究科
Molecular and cellular mechanism underlying 
neural map formation in Drosophila

18 1 19

2月4日 製剤設計学分野 片山　佳樹 九州大学
How we can access to cancers? 
 〜Development of cancer treatment 
strategies using cell signal engineering〜

10 2 12

2月18日 多能性幹細胞 清野　研一郎 北海道大学
New immunosuppressive therapy using 

pluripotent stem cells
26 2 28

2月25日 細胞医学分野 宮成　悠介
自然科学研究機構　岡崎統合バイオ
サイエンスセンター

Reprogramming and nuclear dynamics 25 1 26

3月3日 腎臓発生分野 市川　家國 信州大学
Research ethics and its education program 

on life science
123 11 134

3月11日 組織幹細胞 信久　幾夫 東京医科歯科大学

Sox17 contributes to the maintenance of 
stem cell phenotype of intra-aortic 
hematopoietic cell clusters in the aorta-

gonad-mesonephros region through Notch 
signaling

14 2 16

3月18日 生殖発生 松居　靖久 東北大学加齢医学研究所
Molecular mechanisms that separate germ 
cell from pluripotential stem cells

16 2 18

3月25日 組織幹細胞 大学院生5名
熊本大学　発生・再生医学演習 I 　発
表会

Usage of stem cells (iPSCs) in treatment of 
diseases of different tissues

13 1 14
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2015年（27年度）リエゾンラボ研究会参加状況

日付 担当研究室 招聘者 招聘者所属 講演タイトル 日本人 外国人 合計

4月6日 病態生化学分野 福田　真嗣 慶應義塾大学　先端生命科学研究所
Gut microbiota-derived metabolites shape
host physiological homeostasis

19 6 25

4月15日 面積識別学 垣見　和宏 東京大学医学部附属病院
 Operation of a cell processing center in
academia for the cancer immunotherapy

17 3 20

4月22日 公衆衛生 上野　晋 産業医科大学
 In vitro and in vivo studies on central
neurotoxicity of 1-bromopropane

8 2 10

5月13日 神経分化学 榎本　秀樹 神戸大学大学院医学研究科
Molecular and cellular mechanisms
underlying neurocristopathies

17 10 27

5月22日 免疫識別学 池田　裕明 三重大学大学院医学系研究科
New era of Cancer Immunotherapy ～Clinical
development of gene-engineered T cell

therapy for cancer patients～

21 3 24

5月27日 薬剤学 岩尾　康範 静岡県立大学薬学部
Design of novel sustained-release

clarithromycin formulations by means of
20 3 23

5月28日 代謝内科 前田　士郎 琉球大学大学院医学研究科 Genetic Study of type 2 diabetes in Japan 11 0 11

6月9日 生体機能分子合成学 原　雄二 京都大学大学院
Molecular pathomechanisms underlying
muscular dystrophy

27 2 29

6月10日 発生再生医学 竹林　慎一郎 三重大学大学院医学系研究科
Retinoblastoma protein promotes oxidative
phosphorylation through upregulation of

21 4 25

6月17日 疾患モデル 藤谷　与士夫 順天堂大学医学部　内科学

Beta-to-PP cell de-differentiation and
deficiency in zinc/insulin co-secretion as

novel mechanisms of beta-cell failure in

diabetes

15 6 21

7月1日 分子生理学 鈴木　淳史 九州大学生体防御医学研究所
 Artificial induction and disease-related

conversion of the hepatic fate
20 3 23

7月1日 遺伝子機能応用学 Kwang Chul Kim

Respiratory Mucus Research

Program, Department of
Otolaryngology, University of Arizona

College of Medicine

 Roles of mucins in respiratory tract
inflammation

23 5 28

7月2日 幹細胞誘導 六車　恵子　

理化学研究所 多細胞システム形成研

究センター 非対称細胞分裂研究チー

ム

Self-organization of polarized cerebellar

tissue in three-dimensional culture of human

pluripotent stem cells

19 3 22

7月8日 発生再生医学分野 前多　裕介 九州大学理学研究院　物理学部門
Trapping by an “entropic” force: from the

origin of life to boosted cell migration
10 4 14

7月13日 機能分子構造解析学分野 加藤　昌人

Department of Biochemistry

University of Texas Southwestern
Medical Center

Hidden Biological Function of Low-

complexity Sequences in RNA Granule
Formation

32 4 36

7月22日 損傷修復分野 中西　真
名古屋市立大学 大学院医学研究科

細胞生化学分野

Mechanisms of senescence induction and

their implications in tumorigenesis
27 4 31

9月2日 薬剤情報分析学分野 陣内　秀昭 医療法人社団陣内会　陣内病院
Cardiovascular event prevention in real

world of diabetes
21 2 23

9月9日 分子遺伝学分野 川根　公樹 京都産業大学　総合生命科学部 Cell Death in Cellular Society 11 4 15

9月15日 生殖発生分野 北島　智也

理化学研究所　多細胞システム形成

研究センター 染色体分配研究チーム
チームリーダー

Intrinsic and age-related sources of

aneuploidy in eggs
19 0 19

9月30日 知覚生理学分野 八木　哲也 大阪大学　大学院工学研究科
Designing implantable cortical prosthetics to

restore visual perception in blind patients
8 14 22

10月7日 遺伝子機能応用学 津田　誠
九州大学　大学院薬学研究院　ライフ

イノベーション分野

Dorsal horn astrocytes: new player in

chronic itch
37 3 40

10月14日 細胞医学分野 秋光　信佳 東京大学アイソトープ総合センター
Roles of noncoding RNAs in cancer and

immune response
31 2 33

10月21日 脳発生分野 竹林　浩秀
新潟大学大学院医歯学総合研究科

神経生物・解剖学分野

Genetic neuropathological analysis using

gene trap mutant mice with dystonia

phenotype

25 1 26

10月28日 腎臓発生分野 林　克彦

九州大学大学院医学研究院　応用幹

細胞医科学講座　ヒトゲノム幹細胞医
学分野

Recent advances in reconstitution of mouse

germ cell lineage in culture
22 2 24

11月4日 分子細胞制御分野 藤原　晴彦
東京大学大学院 新領域創成科学研
究科　先端生命科学専攻

Molecular mechanisms and evolutionary
processes of Batesian mimicry in Papilio

butterflies

23 4 27

11月5日 代謝内科学分野 駒津　光久
信州大学医学部　糖尿病・内分泌代

謝内科

Insight into Stimulus-Secretion Coupling of

Pancreatic Beta-Cell
17 0 17

11月11日 製剤設計学分野 松崎　典弥
大阪大学大学院 工学研究科応用化
学専攻 分子創成化学コース　有機工

業化学領域

In Vitro Construction of Vascularized 3D-
Human Tissue Models for Tissue

Engineering & Drug Delivery System

24 4 28

11月18日 組織幹細胞分野 久保田　義顕
慶應義塾大学医学部 坂口光洋記念

機能形態学講座

Neuro-vascular crosstalk in the developing

retina
33 2 35

12月10日 病態生化学分野 近藤　科江
東京工業大学大学院生命理工学研究

科　生体分子機能工学専攻

In vivo imaging of tumor microenvironment

and strategies for targeting tumor hypoxia
21 5 26

12月16日 小児科学分野 八ツ賀　秀一 久留米大学小児科
Development of biomarkers for mitochondrial

disorders
12 0 12

1月13日 生体機能分子合成学分野 秋山　泰身
東京大学医科学研究所癌細胞増殖部門

分子発癌分野

 Differentiation program of thymic epithelial

cells controlling self and

 non-self discrimination

17 3 20

1月20日 薬剤学分野 小柳　悟
九州大学大学院薬学研究院薬剤学分

野

Chrono-pharmacokinetics;circadian clock

regulation of drug disposition
22 2 24

1月27日 分子生理学分野 堀田　秋津 京都大学iPS細胞研究所（CiRA)

CRISPR system for genome editing gene

therapy in Duchenne muscular
 dystrophy iPS cells

28 11 39

2月3日 生殖発生分野 泊　幸秀 東京大学分子細胞生物学研究所 Dissection of RISC assembly and function 24 2 26

2月10日 組織幹細胞分野 伊川　友活 理化学研究所
Gene regulatory  networks that  orchestrate

T and B  lymphocyte Development
13 3 16

2月17日 多能性幹細胞分野 Knut　Woltjen 京都大学iPS細胞研究所（CiRA)

An epithelial program driven by KLF4

stoichiometry determines hallmarks of
somatic

9 2 11

2月19日 小児科学分野 長嶋比呂志
明治大学農学部生命科学科発生工学
研究所

Generation of disease model pigs by genome
editing

10 2 12

3月2日 細胞医学分野 近藤　豊
名古屋市立大学 大学院医学研究科

遺伝子制御学分野

Targeting TUG1 a Notch-regulated Non-

coding RNA,as Potential Therapeutics for

Human Gliomas.

22 2 24

3月16日 遺伝子機能分野 森　和俊
京都大学大学院理学研究科・生物学

専攻生物物理学教室

Protein Quality Control by the Unfolded

Protein Response
29 4 33

3月16日 製剤設計学 玉井　郁巳
金沢大学医薬保健学域薬学類・創薬

科学類

Pharmacological and Pathophysiological

Significance of
 OATP Transporters

37 3 40

3月23日 分子細胞制御分野 山野　晃史
東京都医学総合研究所ユビキチンプ
ロジェクト

Mitochondrial quality control and Parkinson’s disease19 4 23



熊本大学発生医学研究所 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

10 
 

 

2016年（28年度）リエゾンラボ研究会参加状況 地震で中止；６回

日付 担当研究室 招聘者 招聘者所属 講演タイトル 日本人 外国人 合計

4月6日 公衆衛生学分野 森　千里 千葉大学大学院
Environmental contaminants and children's

health
21 6 27

4月13日 損傷修復分野 中川　拓郎 大阪大学大学院
Gross chromosomal rearrangements in the

centromere
22 7 29

5月18日 大学院先導機構 古賀友紹 熊本大学大学院
Role of leukotriene B4 receptors in host

defense response
20 2 22

5月25日 薬学生化学分野 吉原　良浩 理化学研究所

A Sexy Scent of Prostaglandin:

– Olfactory Receptor for Prostaglandin F2α

Mediates Courtship Behavior in Male

Zebrafish –

39 14 53

6月8日 大学院先導機構 小出　剛 遺伝学研究所
How genetic polymorphism influences stress

vulnerability
23 8 31

6月15日 腎臓発生分野 森實隆司 Harvard Medical School

Generation of nephron progenitor cells and

kidney organoids from human pluripotent

stem cells

23 9 32

6月20日 生体機能分子合成学 井上尊生 Johns Hopkins University
Toward Total Synthesis of cell function and

its biomedical application
32 5 37

6月27日 病態生化学 河原行郎 大阪大学大学院
RNA editing in coding regions of mRNAs

generates functional diversity
29 15 44

7月6日 法医学分野 松本博志 大阪大学大学院
Japanese Dream: a new challenge from the

world after death
11 2 13

7月13日 薬剤学 駒場大峰 東海大
A new rationale for treatment of secondary

hyperparathyroidism: from clinical to basic
27 5 32

7月20日 疾患モデル 阿部訓也 理化学研究所
Studies on mouse peri-implantation

development using developmental mutant
29 4 33

7月27日 国際先端医学研究機構 長澤丘司 大阪大学大学院
The microenvironmental niches for

hematopoietic stem and progenitor cells in
16 7 23

9月7日 微生物薬学分野 岩田  修永 長崎大大学院
A disease mechanism-based therapy for

Alzheimer's disease
8 5 13

9月14日 大学院先導機構 船山　典子 京都大大学院
Skeleton construction of sponges: the simple

and accordingly robust mechanisms
25 4 29

9月21日 製剤設計学 秋田 英万 千葉大学大学院
Development of intracellular environment-

responsive material as a nanoDDS platform:
35 5 40

9月28日 脳発生分野 後藤由季子　 東京大学大学院
Regulation of neural stem cell fate during

development and in the adult
29 5 34

10月5日 薬学送達学分野 山下　伸二 摂南大学薬学部
Ambition or just a dream? History and future

perspective of oral delivery of biologics
16 7 23

10月19日 分子細胞制御分野 広津 崇亮 九州大学大学院
Screening of early cancer with one drop of

urine using C. elegans
23 5 28

10月25日 薬剤情報分析学分野 武田　三樹子 New Mexico University
Co-prescription of Naloxone as a Universal

Precautions Model for Patients on Chronic
5 4 9

10月26日 生殖発生分野 相賀　裕美子
情報・システム研究機構、国立遺伝学

研究所

The mechanism of sex determination of

mouse germ cells
27 6 33

11月2日 機能分子構造解析学 野田　展生 微生物科学研究所
Structural insights into autophagy

machineries
44 3 47

11月9日 細胞医学分野 平野　達也 理化学研究所 Condensin-based chromosome organization 31 0 31

11月16日 遺伝子機能応用学分野 深田　俊幸 徳島文理大
Zinc signaling in pathophysiology: Ten years

later
16 5 21

12月7日 分子遺伝学分野 森田　斉弘 Mcgill Univ
Post-transcriptional control of metabolism

and cancer by the mTORC1 signaling
22 4 26

12月14日 国際先端医学研究機構 大野　茂男 横浜市立大
Cell Polarity: A fundamental Mechanism

Shaping Cells and Tissues.
26 8 34

1月11日 知覚生理学 古江　秀昌 生理研 Descending modulatory control of pain 4 6 10

1月18日 生命資源研究支援センター 植村　昭嘉 名古屋市立大
Blood-retina barrier breakdown in pericyte-

free vessels
26 4 30

2月1日 分子生理学 熊谷　嘉人 筑波大 Chemical Biology of Methylmercury 27 11 38

2月8日 組織幹細胞 國貞　隆弘 岐阜大 Stemness of neural crest cells 13 7 20

2月15日 多能性幹細胞 眞貝 洋一 理化学研究所
Epigenetic regulation of transposable

element
30 2 32

2月20日 生体機能分子合成学 相沢 康則 東工大
Translational activity and its functional

significance within the mammalian 5’UTRs
17 4 21

3月1日 眼科学分野 岩田  岳 東京医療センター
Discovery and characterization of novel

genes responsible for hereditary retinal
11 5 16

3月3日 国際先端医学研究機構 Angela Nieto
 “Instituto de Neurociencias de

Alicante”
Epithelial plasticity in health and disease 20 4 24

3月15日 HIGO古賀先生と学生　 嶋本　顕 広島大学大学院
Cellular senescence in aging, disease, and

cancer
14 13 27
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2017年（29年度）リエゾンラボ研究会参加状況 地震で中止；６回

日付 担当研究室 招聘者 招聘者所属 講演タイトル 日本人 外国人 合計

4月12日 （大槻先生）薬 濱瀬　健司 九州大学大学院薬学研究院
Chiral amino acid metabolomics using
multi-dimensional HPLC for drug
discovery and diagnosis

29 4 33

 4月19日  （入江先生）薬  神戸　悠輝  鹿児島大学大学院
Potential involvement of mitochondrial
dysfunction in major depressive disorder

0 0 0

4月26日 （石黒先生）発生 仲野　徹 大阪大学医学研究科
DNA methylation of retrotransposons by
small non-coding RNAs

39 8 47

5月17日 （滝澤先生）IRCMS David Bryder Lund University, Sweden
Hematopoietic Stem Cells in Native and
Mailgnant Hematopoiesis

23 14 37

5月24日 （宋先生）医 礒村　宣和 玉川大学　脳科学研究所
What happens in the brain during a
reward-seeking behavior?

9 9 18

5月31日 （有馬先生）薬 木村　晋也 佐賀大学　医学部
Molecular Targeting Agents; Make, Use
and Stop

25 4 29

6月7日 （南先生）生命資源 中岡　良和 国立循環器病研究センター研究所
Cytokine-mediated Cardiovascular
Development and Pathophysiology

18 11 29

6月14日 （富澤先生）医 赤池　孝章 東北大学大学院

Cysteinyl-tRNA synthetase (CARS)
moonlighting mitochondrial biogenesis
and energy metabolism via cysteine
persulfide production

28 13 41

6月21日 （中尾先生）発生 横溝　岳彦 順天堂大学医学部
Biology of 12-hydroxyheptadecatrienoic
acid, a novel COX-derived lipid mediator

25 3 28

6月28日 （中村先生）発生 今井　猛 理化学研究所　九州大学
Formation of discrete neuronal
connectivity in the olfactory bulb

26 5 31

7月5日 （甲斐先生）薬 山崎　大樹
国立医薬品食品衛生研究所　薬理
部

Functional role of TRIC channel
subtypes on endo/sarcoplasmic
reticulum

3 5 8

7月12日 （小椋先生）発生 遠藤 斗志也 京都産業大学
New views on biogenesis and quality
control of mitochondria

26 14 40

7月19日 （小川先生）発生 関　由行 関西学院
Evolutionary and functional analysis of
PRDM14 in pluripotent cells and
primordial germ cells

13 2 15

7月26日 （馬場先生）IRCMS 上久保　靖彦 京都大学
A challenge to almighty anticancer
agent; Anti-tumor potency of RUNX
cluster regulation with “gene switch”

14 4 18

9月6日 （大塚先生）薬 野村　渉 東京医科歯科大
Development of genome editing and gene
regulation systems utilizing specific DNA
binding domains

19 7 26

9月13日 丹羽先生 相澤　慎一 前・理化学研究所
Anterior-posterior axis formation in
amniotes

21 2 23

9月20日 （荒木栄一先生）医 小川 佳宏 九州大学
Therapeutic targeting of metabolic organ
network in non-alcoholic steatohepatitis
(NASH)

20 1 21

9月26日 （山縣和也先生）医 中川　崇 富山大学大学院
Role of NAD metabolism in aging and
diseases

16 13 29

10月4日 （加藤先生）医 遠山　千春 筑波大学

Integrative approach to developmental
neurotoxicity induced by low-dose
perinatal exposure to industrial
chemicals

7 9 16

10月11日 （尾池先生）医 Junko　Warren University of Utah

Novel Role of The Histone
Methyltransferase Smyd1 in Cardiac
Function and Myocardial Energetics:
Advantages of a Multisystems Approach

25 11 36

10月18日 （西中村先生）発生 髙里　実　 理化学研究所
Regulating mesoderm regionalization
generates kidney organoids from human
pluripotent stem cells

26 9 35

10月25日 （太田先生）医 高橋　淑子 京都大学
Cellular dynamism during secondary
neurulation in the forming tail

18 5 23

11月1日 （Guojun Sheng先生）IRCMS Kathryn Cheah Honkong University

Molecular control of the trans-
differentiation of hypertrophic
chondrocyte to osteoblast in skeletal
development and growth

13 8 21

11月8日 （丸山先生）薬 高倉　喜信 京都大学
Exosome-based nucleic acid drug
delivery system

35 11 46

11月15日 （今井輝子先生）薬 西田 基宏
自然科学研究機構 岡崎統合バイオサ
ンエンスセンター（生理学研究所

TRPC channels in cardiovascular muscle
plasticity

33 6 39

11月22日 （嶋村先生）発生 新明　洋平 金沢大学
Development of the mammalian cerebral
cortex

26 3 29

11月29日 （谷原先生）医 原田　高幸　 東京都医学総合研究所
Neuroprotection and optic nerve
regeneration for glaucoma therapy

8 2 10

12月13日 （江良先生）発生 杉山　大介 九州大学

Bioactive SL-13R peptide expands
human umbilical cord blood
hematopoietic stem cells and maintains
long-term reconstitution ability

11 1 12

1月17日 （西谷陽子先生）医 近藤　稔和 和歌山県立医科大
The roles of cytokines/chemokines in
tissue repair

14 0 14

1月24日  （持田先生）先導 中止 0

1月31日  （千住先生）医 中止 0

2月7日 （山縣ゆり子先生）薬 濡木　理 東京大学
Molecular mechanism of CRISPR and
structure-based development of genome
editing tool towards medical applications

29 3 32

2月21日 （立石先生）発生 西谷　秀男 兵庫県立大
Regulation of genome integrity by CRL4-
Cdt2 ubiquitin ligase that ensures DNA
replication once per cell cycle.

9 9 18

3月7日 （杉本先生）薬 石谷　太 群馬大学
New cell-cell communication systems
supporting tissue morphogenesis and
homeostasis.

21 7 28

3月14日 （荒木喜美先生）生命資源 田村　勝 理化学研究所
Morphometrics of the mouse embryo
using the X-Ray Computed Tomography
(CT)

25 3 28
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資料番号B-1-1-1-5発生研セミナーの開催状況
平成26年度

参加人数（外国人） 開催番号 年月日 演者 所属・職名等 演題 世話人 　所属分野　注）名称は当時のま

ま
備考

22名 第234回 平成２６年　６月１６日 吉野　剛史
京都大学大学院理学研究科 生
物科学専攻動物学教室

腎−生殖腺体腔上皮の解析に
よって明らかとなった生殖腺の
形成機構と上皮間相互作用

中村　輝 生殖発生分野

40名（3名） 第235回 平成２６年　７月　３日 白木  伸明
（発生研）多能性幹細胞分野
助教

ヒト多能性幹細胞におけるメチ
オニン代謝の役割

粂　昭苑 多能性幹細胞分野

40名（2名） 第236回 平成２６年　７月　３日 持田　悟
大学院先導機構 発生・再生医学
分野 特任助教

リン酸化の可逆性が生み出す細
胞分裂周期の制御

小椋　光 分子細胞制御分野

20名 第237回 平成２６年　７月１７日 高橋　俊雄
サントリー生命科学財団 生物有
機科学研究所

腸幹細胞システムを制御する非神
経性アセチルコリンの役割

粂　昭苑 多能性幹細胞分野

50名（5名） 第238回 平成２６年　９月　３日 木村  宏
東京工業大学  生命理工学研究
科　教授

特異的モノクローナル抗体を用い
たヒストン修飾動態解析：発生・分
化・細胞増殖過程におけるクロマ
チン動態と創薬への展望

森岡　弘志
斉藤　典子

生命分析化学分野　細胞医学分
野

熊本大学拠点形成研究A
「トランスレーショナルサイク
ルを加速する循環型育薬リ
サーチ拠点」との共催

40名（3名） 第239回 平成２６年１１月１７日 大澤　毅
東京大学　先端科学技術研究セ
ンターシステム生物医学　特任
助教

腫瘍微小環境におけるがん代謝
の解明

日野　信次朗 細胞医学分野

40名（3名） 第240回 平成２６年１１月　６日 大槻　純男
熊本大学大学院生命科学研究部
（薬学系）微生物薬学分野　教授

抗体を超える新しいタンパク質定
量技術：定量的標的プロテオミク
ス

谷　直紀 発生研 ５０２ ＊第３回質量分析セミナー

13名 第241回 平成２６年１１月２０日 山路剛史
Research Associate, The
Rockefeller University, NY

Major role of DND1 is post-
transcriptional gene silencing
by recruiting the CCR4-NOT
deadenylase complex to the
target mRNAs in the germline

中村　輝 生殖発生分野

40名 第242回 平成２６年１２月　１日 工樂　樹洋
理化学研究所 ライフサイエンス技
術基盤研究センター
分子配列比較解析ユニット

生命情報学を実験生物学にどう活
用するか
～分子進化から次世代シーケンス
まで～

日野　信次朗 細胞医学分野

40名 第243回 平成２６年１１月１９日 Yasuhiro Takashima

Wellcome Trust-Medical Research
Council
Stem Cell Institute University of
Cambridge
Wellcome Trust-Medical Research
Council
Stem Cell Institute University of
Cambridge

Capturing in vitro counterpart of
human naïve epiblasts

江良　択実 幹細胞誘導分野

50名 第244回 平成２７年１月２９日 小迫 英尊
徳島大学 藤井節郎記念医科学セ
ンター　細胞情報学分野　教授

リン酸化プロテオミクスによる核ー
細胞質間分子輸送および
PINK1/Parkin 経路の解析

斉藤　典子 細胞医学分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

19名 第245回 平成２７年１月２６日 関　由行
関西学院大学理工学部 生命科
学科 生殖後成遺伝学分野 准教
授

生殖系列の成立に必要な因子
PRDM14の分子進化及び複合体解
析

中村　輝 生殖発生分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

30名 第246回 平成２７年２月１２日 Tatsuya Takemoto

Assistant Professor
Fujii Memorial Institute of Medical
Sciences
The University of Tokushima

Regulation of neuro-mesodermal
precursors, axial stem cells.

西中村　隆一 腎臓発生分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

11名 第247回 平成２７年２月１９日 佐野　浩子
久留米大学　分子生命科学研究
所　講師

ショウジョウバエ新規栄養応答性
ホルモン　CCHa2による
insulin/IGFの制御

中村　輝 生殖発生分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

7名 第248回 平成２７年２月２０日 達家　雅明
県立広島大学　生命環境学部生
命科学科　ゲノム制御システム生
物学研究室　教授

tRNA メチル化酵素SAKI(NSUN2)
が制御する抗がん剤耐性制御機
構

小川　峰太郎 組織幹細胞分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

8名（2名） 第249回 平成２７年２月９日 奥村 正樹
東北大学多元物質科学研究所
博士

高速AFMが明らかにするProtein
Disulfide Isomeraseの新しい作用
機序
Real-time monitoring of PDI-
catalyzed oxidative protein folding
by high-speed atomic force
microscopy

小椋　光 分子細胞制御分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

佐々木　洋 （発生研）分化制御分野 教授
胚形成を細胞から理解する―熊
大での４年間をふり返って

粂　昭苑
東京工業大学　大学院生命理工
学研究科　教授

消化器官の発生再生研究―熊大
での13年間の道のり

白木　伸明
（発生研）多能性幹細胞分野　准
教授

足場と培養液に着目した内胚葉分
化誘導法の開発

坂野　大介
（発生研）多能性幹細胞分野　助
教

膵β細胞誘導と増殖を目指した化
合物スクリーニング研究

180名 特別セミナー 平成２７年３月３日 市川　家國 信州大学　特任教授
生命科学における研究倫理及び
その教育プログラム

西中村　隆一 腎臓発生分野
＊発生研・HIGOプログラ
ム・医学教育部共催

20名（3名） 第251回 平成２７年３月１９日 鈴木　堅太郎
和歌山県立医科大学先端医学研
究所遺伝子制御学研究部 　講師

外生殖器形成過程における性差
形成メカニズムの解明
〜遺伝子発現の性差は如何に制
御されているのか？〜

日野　信次朗 細胞医学分野
＊平成26年度発生医学研
究所共同研究

20名 第252回 平成２７年３月２６日 Alan J. Davidson

Associate Professor
Department of Molecular Medicine
& Pathology,
University of Auckland, New
Zealand

Development of the zebrafish
kidney

西中村　隆一 腎臓発生分野
＊日本/ニュージーランド 二
国間交流事業

注）（兼）転出者による記念
セミナー

100名 平成２７年２月２５日 小椋　光 発生医学研究所広報WG第250回
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22名 第253回 平成２７年５月２１日 村上　和弘
北海道大学　大学院先端生命科
学研究院　助教

転写因子Nanogは始原生殖細胞
様細胞を誘導する
〜多能性と単能性をつなぐ転写因
子の使い分け〜

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

18名 第254回 平成２７年６月３０日 落合　博
広島大学 クロマチン動態数理
研究拠点　特任講師

ライブイメージングを利用した
多能性幹細胞の性質的多様性の
理解

斉藤　典子 細胞医学分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

16名 第255回 平成２７年６月１５日 岡本 直樹
理化学研究所　多細胞システム形
成研究センター（CDB）

インスリン様ペプチドの機能を
調節するメカニズム

中村　輝 生殖発生分野

43名 第256回 平成２７年７月 ６日 岡野 正樹
熊本大学発生医学研究所多能性
幹細胞分野　特別研究員

DNAメチル化修飾によるエピジェ
ネティクス制御と機能

丹羽仁史 多能性幹細胞分野

23名 第257回 平成２７年 ９月 ７日 小布施　力史
北海道大学　大学院先端生命科
学研究院　分子細胞生物学研究
室　教授

ヒトHP1の解析から見えてきた
ヘテロクロマチンの構造と機能

斉藤　典子 細胞医学分野

20名（2名） 第258回 平成２７年９月３日 Shuji Takada

Head
Department of Systems
BioMedicine,
National Research Institute for
Child Health and Development,
Japan

Towards understanding the
molecular mechanisms of sexual
 differentiation

西中村　隆一
田中 聡

腎臓発生分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

46名
（演者含む8名）

特別セミナー 平成２７年８月２７日
斉藤　典子
佐藤　賢文

発生研（細胞医学分野）
IRCMS（エイズ研）

12名（3名） 第259回 平成２７年１０月８日 養王田 正文
東京農工大学大学院工学府生命
工学専攻　教授

グループII型シャペロニンのタンパ
ク質フォールディング機構

小椋　光 分子細胞制御分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

28名 第260回 平成２７年１０月９日
発生研ミニシンポジウ
ム

江良　択実 幹細胞誘導分野

＊共催：熊本大学神経・感
覚運動科学領域拠点、熊本
大学医学部附属病院

30名（2名） 第261回 平成２７年１２月７日 Takashi Miura

Professor
Department of Anatomy and Cell
Biology
Kyushu University Graduate
School of Medical Sciences

Perfusable self-organized capillary
network in a microdevice:
modeling and applications

西中村　隆一 腎臓発生分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

34名（2名） 第262回 平成２７年１１月１９日 中山 潤一
名古屋市立大学大学院システム
自然科学研究科　教授

高次クロマチン構造の形成と維持
の分子機構

斉藤　典子 細胞医学分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

22名（1名） 第263回 平成２７年１２月９日 Rintaro Hashizume

Assistant Professor
Department of Neurological
Surgery, Biochemistry, and
Molecular Genetics
Feinberg School of Medicine,
Northwestern University

Epigenetic Targeting Therapy for
Diffuse Intrinsic Pontine Glioma

江良　択実 幹細胞誘導分野
＊脳神経外科・発生研ジョ
イントセミナー

17名 第264回 平成２８年２月９日 丹羽 隆介
筑波大学 生命環境系　准教授（Ｊ
ＳＴ さきがけ研究者）

Noppera-boのケミカルバイオロ
ジー
〜大規模化合物ライブラリーを活
用した昆虫ステロイドホルモン生
合成研究の試み〜

中村　輝 生殖発生分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

35名(3名） 第265回 平成２８年２月１６日 Masanori Nakayama

Group Leader
       Max-Planck-Institute for
Heart and Lung Research
       Laboratory for Cell Polarity
and Organogenesis

Role of the polarity proteins in
endothelial cells

西中村　隆一 腎臓発生分野

77名(1名） 第266回 平成２８年２月２６日 仲木　竜
東京大学先端科学技術研究セン
ター　日本学術振興会特別研究員
PD

ゼロから始めるNGSエピゲノム
データ解析

斉藤　典子
南　敬

発生研（細胞医学分野）
生命資源研究支援センター（表現
型解析）

＊共催：発生医学研究所・
生命資源研究支援センター

35名 第267回 平成２８年２月２２日 谷川　俊祐

熊本大学大学院先導機構　リー
ディングプログラム(HIGO)　特任助
教
熊本大学発生医学研究所　腎臓
発生分野

3次元組織形成能を持つ腎臓ネフ
ロン前駆細胞の増幅培養法の確
立

西中村　隆一 腎臓発生分野

村嶋 亜紀
和歌山県立医科大学 先端医学研
究所 遺伝子制御学研究部

ウォルフ管形態形成におけるアン
ドロゲンと細胞増殖因子のはたら
き

鈴木 堅太郎
和歌山県立医科大学先端医学研
究所 遺伝子制御学研究部

器官形成過程におけるアンドロゲ
ン応答性獲得機構の解明

10名 第269回 平成２８年３月３日 佐野 浩子
久留米大学
分子生命科学研究所　講師

栄養応答性ホルモンCCHa2による
栄養状態と体内システムの協調的
制御

中村　輝 生殖発生分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

田中　聡
熊本保健科学大学 保健科学部
准教授

次世代を生み出すメカニズム

日野　浩嗣 大学院先導機構 持田研究室
ホスファターゼPP2Aの調節に関す
る研究
～熊本での4年間を振り返って～

有田(森岡)　健一 （発生研）分子細胞制御分野
分子シャペロンDnaKを標的にした
新しいバイオフィルム阻害法の開
発

15名(1名） 第271回 平成２８年３月２日 池ノ内　順一
九州大学　理学研究院　准教授
（JST さきがけ研究者）

上皮細胞の細胞膜構造形成にお
けるスフィンゴミエリンの役割につ
いて

嶋村　健児 脳発生分野
＊平成27年度発生医学研
究所共同研究

48名(7名） 第27２回 平成２８年３月３日 Austin Smith

Professor
Wellcome Trust-Medical Research
Council Stem Cell Institute,
University of Cambridge, United
Kingdom

Naive and Formative Pluripotency 丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

22名 第268回 平成２８年２月２４日 日野  信次朗

International Symposium on
Nuclear Structure and Epigenetics

アカデミア創薬、開発とその支援

34名

細胞医学分野

第270回 平成２８年３月４日 小椋　光 発生医学研究所広報WG
注）（兼）転出者による記念
セミナー

＊平成27年度発生医学研
究所共同研究
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参加人数（外国人） 開催番号 年月日 演者 所属・職名等 演題 世話人 　所属分野　注）名称は当時のま

ま
備考

震災の影響で中止 第273回 平成２８年４月２６日 濱田　博司
理化学研究所 多細胞システム形
成研究センター (RIKEN CDB) セ
ンター長

CDBと私の研究（体の左右非対称
性における繊毛の役割）

西中村　隆一 腎臓発生分野

82名(10名) 第274回 平成２８年６月２１日 平田　直

東京大学地震研究所教授、地震研
究所地震予知研究センター長、
政府地震調査研究推進本部地震調
査委員会委員長

最新科学からみた熊本地震
Science of Kumamoto
Earthquakes

西中村　隆一 腎臓発生分野

＊共催：国立大学附置研究
所・センター長会議　熊本大
学博士課程リーディングプ

ログラムHIGO

40名 第275回 平成２８年７月１４日 大川 恭行
九州大学生体防御医学研究所・
トランスクリプトミクス分野　教授

クロマチン構造からトランスクリプ
トミクスへの挑戦

斉藤　典子 細胞医学分野

＊共催：トランスオミクス医
学研究拠点　　　　　　ネット
ワーク形成事業
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

30名 第276回 平成２８年７月１１日 波平 昌一

国立研究開発法人産業技術総合
研究所バイオメディカル研究部門
脳機能調節因子研究グループグ
ループ長

哺乳類の神経発生を調節する
エピジェネティクス制御機構の分
子基盤

日野　信次朗 細胞医学分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

20名 第277回 平成２８年８月２３日 丹羽 隆介
筑波大学 生命環境系　准教授

生殖幹細胞の増殖を制御する
ショウジョウバエの神経—内分泌
基盤

中村　輝 生殖発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

石黒　啓一郎
(発生研）染色体制御分野　准教
授

減数分裂における染色体制御

丹羽　仁史
(発生研）多能性幹細胞分野　教
授

「多能性とは？」という問いにどう
答えられるのか？

28名 第279回 平成２８年９月１３日 三嶋 雄一郎
東京大学　分子細胞生物学研究
所 助教

遺伝暗号によるmRNAの安定性制
御機構

中村　輝 生殖発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

25名 第280回 平成２８年９月６日 喜多村 悦至

Centre for Gene Regulation &
Expression, School of Life
Sciences, University of Dundee
Senior Research Associate

スピンドル微小管による動原体捕
捉の分子機構

石黒 啓一郎 染色体制御分野

注）助教選考セミナー（生命
科学先端研究事務課セン
ター事務チーム：清永 哲
治）

10名(4名) 第281回 平成２８年９月８日 養王田 正文
東京農工大学大学院工学府
生命工学専攻　教授

Structure, dynamics and
functional mechanism of small
heat shock proteins

小椋　光 分子細胞制御分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

84名(11名) 第282回 平成２８年１１月７日 丹羽　仁史 多能性幹細胞分野
＊発生研・理研ジョイントセ
ミナー

39名 第283回 平成２８年１０月３１日 曽我 美南
(発生研）幹細胞誘導分野　特定
事業研究員

疾患由来iPS細胞を用いた疾患
モデル確立と創薬研究

江良　択実 幹細胞誘導分野

20名(5名) 第284回 平成２８年１０月２７日 Fabrice Lavial

Principal investigator
Apoptosis, Cancer and
Development Laboratory,
Université de Lyon

Deciphering naive ground state
pluripotency instruction in mouse
embryonic stem cells

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

50名 第285回 平成２８年１１月１０日 十川　久美子
東京工業大学生命理工学院　准
教授

DNA１分子操作から生細胞蛍光
１分子イメージングへ

斉藤　典子 細胞医学分野

＊共催：熊本大学 男女共
同参画推進室・発生医学
研究所　男女共同参画
WG・熊本大学博士課程教
育リーディングプログラ
ム（HIGOプログラム）

35名 第286回 平成２８年１１月２５日 小迫 英尊
徳島大学 先端酵素学研究所 藤
井節郎記念医科学センター 細胞
情報学分野　教授

リン酸化プロテオミクスによる疾患
原因キナーゼの機能解析

斉藤　典子 細胞医学分野

＊共催：トランスオミクス医
学研究拠点　　　　　　ネット
ワーク形成事業
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

40名 第287回 平成２８年１２月14日 中山 潤一
基礎生物学研究所 クロマチン制
御研究部門

ヘテロクロマチンの形成と維持の
分子機構

斉藤　典子 細胞医学分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

23名 第288回 平成２８年１２月２６日 古賀 沙緒里

九州大学大学院 医学研究院・助
教
九州大学大学院 医学研究院附属
総合コホートセンター

核内受容体AhRの内因性リガンド
FICZ は創傷治癒を促進する

小川　峰太郎 組織幹細胞分野

20名 第289回 平成２９年２月１４日 千原　崇裕
広島大学大学院　理学研究科
教授

ショウジョウバエ脳内単一細胞解
析から見えてきた脳神経地図のつ
くり方

中村　輝 生殖発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

9名 第290回 平成２９年１月１７日 奥村 正樹 東北大学多元物質科学研究所
高速AFMが明らかにしたPDI酵素
による基質の酸化的フォールディ
ング触媒機構の解明

小椋　光 分子細胞制御分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

38名(3名) 第291回 平成２９年２月２４日 西中村　隆一 腎臓発生分野

＊発生研・東京医科歯科大
ジョイントセミナー　　　＊共
催：発生医学研究所 附属
臓器再建研究センター
・トランスオミクス医学研
究拠点ネットワーク形成
事業
・幹細胞を用いた臓器再
建と次世代医療；創薬を
目指す国際的研究教育拠
点

20名(3名) 第292回 平成２９年１月１３日
Fuminori Tanihara (谷
原 史倫）

Specially Appointed Assistant
Professor
Tokushima University
Faculty of Bioscience and
Bioindustry
Laboratory of Animal
Reproduction (徳島大学)

“Generation of genetically
modified pig by GEEP method:
  a simple way to edit genome of
embryos via electroporation”

西中村　隆一 腎臓発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

20名(5名) 第293回 平成２９年２月２８日 Derrick E. Rancourt
Professor, Oncology, Biochemistry
and Molecular Biology, Medical
Genetics, University of Calgary

Derivation and Expansion of Naï
ve Pluripotent Stem Cells in
Suspension Bioreactors

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

35名 第294回 平成２９年２月２３日 大野　睦人
京都大学　ウイルス・再生医科学
研究所　RNAシステム分野教授

RNAの核外輸送 vs 核内保持ｰ
RNAの核･細胞質間の分配制御

中村　輝 生殖発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

10名 第295回 平成２９年３月１６日 佐野　浩子
久留米大学 分子生命科学研究所
遺伝情報研究部門　講師

内分泌ホルモンによる栄養状態と
体内システムの協調的制御

中村　輝 生殖発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

35名 第296回 平成２９年２月７日 大澤　毅
東京大学　先端科学技術研究セ
ンター システム生物医学　特任助
教

腫瘍微小環境に適応するがん代
謝機構の解明

日野 信次朗 細胞医学分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

10名 第297回 平成２９年１月２５日 奥野 貴士 山形大学理学部　准教授
高速AFMによるプロテアソームお
よび生体膜で機能するAAAタンパ
ク質の作用機構解明

小椋　光 分子細胞制御分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

45名 第298回 平成２９年２月１３日 胡桃坂　仁志 早稲田大学理工学術院　教授
エピジェネティクスを担うクロマチ
ンの高次構造

斉藤　典子 細胞医学分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

33名 第299回 平成２９年２月６日 古賀  友紹
熊本大学大学院先導機構 リー
ディングプログラムＨＩＧＯ 特任助
教

ロイコトリエンB4受容体BLT1の発
現で規定される樹状細胞の同定

中尾　光善 細胞医学分野

斉藤  典子
発生医学研究所細胞医学分野
准教授

生命現象をつかさどる核・クロマチ
ン・機能性 RNA  ～発生研に感謝
をこめて～

野井  健太郎
発生医学研究所分子細胞制御分
野　特定事業研究員

高速 AFMを用いたタンパク質の
構造変化観察

10名 第301回 平成２９年２月１６日 石田 誠子
広島大学病院 血液・腫瘍内科・医
科診療医

銅摂取量はがんの増殖速度を決
定する

小川　峰太郎 組織幹細胞分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

35名 第302回 平成２９年２月２１日 日野　信次朗
熊本大学発生医学研究所　細胞
医学分野　助教

FAD依存性ヒストン脱メチル化酵
素によるエネルギー代謝制御機構

中尾　光善 細胞医学分野

20名 第303回 平成２９年３月２日 林　良樹
筑波大学　生命領域学際研究セ
ンター　助教

メタボロミクスからみえてきた
始原生殖細胞の代謝的性質とそ
の役割

日野 信次朗 細胞医学分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

15名 第304回 平成２９年３月２３日 鈴木　郁夫
Interdisciplinary Research
Institute (IRIBHM), University of
Brussels (ULB)　研究員

ヒト進化系統特異的に重複した遺
伝子の大脳皮質形成における役
割

畠山　淳 脳発生分野

43名(6名) 第305回 平成２９年３月２９日 Rudolf Jaenisch
Professor of Biology Whitehead
Institute and Dept. of Biology, MIT

Stem cells, epigenetic regulation
and disease modeling

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

* 共催：全国共同利用・共
同研究拠点「発生医学の共
同研究拠点」、熊本大学
国際先端研究拠点

20名 第306回 平成２９年３月３１日 西村 隆史
理化学研究所 多細胞システム形
成研究センター 成長シグナル研
究チーム チームリーダー

ショウジョウバエ個体発生におけ
る貯蔵糖の生理的役割

中村　輝 生殖発生分野

10名(3名) 第307回 平成２９年３月２７日
Daisuke Morito（森戸 大
介）

Institute for Protein Dynamics,
Kyoto Sangyo University　(京都産
業大学タンパク質動態研究所)

Mysterin, a unique enzyme
associated with moyamoya
disease

小椋　光 分子細胞制御分野

20名(2名) 第308回 平成２９年３月２４日 Satomi S. Tanaka

Associate Professor
Department of Rehabilitation,
Faculty of Health Science,
Kumamoto Health Science
University

Molecular networks underlying
gonadal formation, germ cell
formation and sex determination
in mice

西中村　隆一 腎臓発生分野
＊平成28年度発生医学研
究所共同研究

腎臓発生分野

発生医学研究所広報WG60名(3名) 第300回 平成２９年３月６日 小椋　光

第278回58名(3名) 平成２８年９月２６日 西中村　隆一

Tokyo Medical and Dental University- IMEG　Joint Seminar

RIKEN CDB – IMEG Joint Seminar

注）石黒先生・丹羽先生　着
任セミナー

注）（兼）転出者による記念
セミナー
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平成29年度（2017年4月〜2018年3月）

参加人数（外国人） 開催番号 年月日 演者 所属・職名等 演題 世話人 　所属分野　注）名称は当時のま

ま
備考

30名(8名) 第309回 平成２９年５月８日
Hideya Sakaguchi, MD,
PhD.（坂口　秀哉）

Laboratory of Neuronal
Regeneration, Department of
Clinical Application, Center for
iPS Cell Research and Application
(CiRA), Kyoto University（京都大
学iPS細胞研究所）

Generation of 3D-hippocampal
organoid from human embryonic
stem cell（ヒトES細胞からの三次
元海馬オルガノイド作製）

嶋村　健児 脳発生分野

16名 第310回 平成２９年７月５日 浅野 桂
Division of Biology, Kansas State
University　教授

非AUG開始コドンの翻訳制御 中村　輝 生殖発生分野

＊共催：発生医学研究所
共同利用・共同研究拠点、
熊本大学　国際先端研究拠
点

44名(10名) 第311回 平成２９年７月４日
多能性幹細胞と栄養外肺葉幹細
胞の運命を分ける転写因子とエピ
ジェネティクスの階層性

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

＊共催：熊本大学国際先端
研究拠点、共同利用・共同
研究拠点「発生医学の共同
研究拠点」、
トランスオミクス医学研究拠
点ネットワーク形成事業

10名 第312回 平成２９年７月１２日
Kotaro Fujii, PhD.
（藤井　耕太郎）

Barna lab., Dept. of Developmental
Biology & Genetics,
Stanford University

Pervasive translational regulation
of the cell signaling circuitry
underlies mammalian development

中村　輝 生殖発生分野

＊共催：発生医学研究所
共同利用・共同研究拠点、
熊本大学　国際先端研究拠
点

36名 第313回 平成２９年８月３１日 岡田　由紀
東京大学 分子細胞生物学研究所
病態発生制御研究分野 准教授

精子クロマチン構造解析；
その問題点と再評価、そして次世
代への影響について

石黒 啓一郎 染色体制御分野

10名 第314回 平成２９年９月２８日 遠藤　墾

大阪大学免疫学フロンティア研究
センター
感染動物実験施設　特任助教

周期的な精子生産を制御するレチ
ノイン酸：未分化細胞から配偶子
へ

石黒 啓一郎 染色体制御分野

70名(3名) 第315回 平成２９年８月２１日
Atsuhiro Taguchi, M.D.,
Ph.D.（太口　敦博）

Assistant Professor Department
of Kidney Development
IMEG, Kumamoto University

多能性幹細胞から腎臓は「今」ど
こまで創れるか？　～腎臓発生に
学ぶ誘導戦略と誘導実験が示す
腎臓の発生機構～

西中村　隆一 腎臓発生分野

82名(1名) 第316回 平成２９年９月８日 山村　研一
熊本大学 生命資源研究・支援セ
ンター　山村プロジェクト研究室
シニア教授（熊本大学名誉教授）

最終懇話会 丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

オブザーバーコメント
相澤　慎一（元 遺伝発生医
学研究施設 形態発生部門
教授）　　　　　　　　　須田
年生（元 遺伝発生医学研
究施設 分化制御部門 教
授）
西川　伸一（元 遺伝発生医
学研究施設 形態発生部門
教授）

40名 第317回 平成２９年１０月１０日 神吉 康晴
東京大学アイソトー プ総合セン
ター　助教

血管新生をコントロールするヒスト
ン修飾複合体 'エピゲノム制御に
よるアクセルとブレーキ'

南　敬／
中尾　光善

血管制御分野　(表現型解析分野)／
細胞医学分野

＊生命資源研究支援セン
ター講演会 との共催

26名 第318回 平成２９年１０月３日 高田 幸
九州大学大学院医学研究院 応用
幹細胞医科学講座

マウス精子形成過程におけるエピ
ジェネティック制御機構の解明

石黒 啓一郎 染色体制御分野 ＊助教選考

20名(3名) 第319回 平成２９年１０月１９日 齋藤　都暁

情報・システム研究機構国立遺伝

学研究所　教授
小さなRNAによるゲノム防衛シス

テム
石黒 啓一郎 染色体制御分野

＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

7名 第320回 平成２９年１２月１１日 加藤 譲
国立遺伝学研究所系統生物研究
センター　助教

マウス生殖細胞の発生・分化にお

けるRNA制御機構
石黒 啓一郎 染色体制御分野

25名(5名) 第321回 平成２９年１２月１９日 Kenjiro Adachi

Department of Cell and

Developmental Biology

Max Planck Institute for Molecular

Biomedicine

Unlocking silenced enhancers for

reprogramming to naïve

pluripotency

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

＊共催：熊本大学国際先端

研究拠点共同利用・共同研

究拠点「発生医学の共同研

究拠点」、トランスオミクス医

学研究拠点ネットワーク形成

事業

12名 第322回 平成２９年１２月１８日 秋山 智彦
慶應義塾大学医学部　坂口記念

システム医学講座 　特任助教

転写因子導入によるヒト多能性幹

細胞の分化誘導の自在化を目指

して
石黒 啓一郎 染色体制御分野

＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

22名 第323回 平成３０年１月２６日 中山 潤一
基礎生物学研究所 クロマチン制
御研究部門　教授

HP1によるヘテロクロマチン構造
形成の分子機構

岡野　正樹 多能性幹細胞分野
＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

43名(2名) 第324回 平成３０年２月１３日 舛田　昭一
元ライカマイクロシステムズ株式会
社　（顕微鏡シニア）

顕微鏡の基礎知 中村　輝 生殖発生分野

21名 第325回 平成３０年２月１５日 藤森 俊彦
基礎生物学研究所 初期発生研究
部門　教授

卵管における細胞極性 中村　輝 生殖発生分野

14名 第326回 平成３０年３月２８日
上山 拓己1　＆　丹羽
隆介2

1 筑波大学 大学院生命環境科学
研究科 博士前期課程１年生
2 筑波大学 生命環境系 准教授

One gene, one transcription
factor?:
ショウジョウバエのジンクフィン
ガー型転写因子群
による遺伝子発現調節と発生制
御

中村　輝 生殖発生分野
＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

7名(3名) 第327回 平成３０年１月３１日
Daisuke Morito（森戸 大
介）

Institute for Protein Dynamics,
Kyoto Sangyo University　(京都産
業大学タンパク質動態研究所)　博
士

Physiological and pathological
functions of moyamoya disease-
associated gene mysterin

小椋　光 分子細胞制御分野
＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

16名 第328回 平成３０年２月２６日 佐野　浩子
久留米大学分子生命科学研究所
講師

個体が糖を感知するメカニズム:
新たに見出されたポリオール経路
の役割について

中村　輝 生殖発生分野
＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

10名 第329回 平成３０年２月９日 三輪　裕幸 東京薬科大学薬学部　助教
遺伝子改変マウスを用いた間葉
系幹細胞の運命及び発現遺伝子
の機能の解析

江良　択実 幹細胞誘導分野
＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

9名 第330回 平成３０年２月２０日 大串　雅俊
京都大学　ウイルス・再生医科学
研究所　　発生システム制御分野
准教授

ヒトES細胞からの栄養外胚葉様細
胞分化の解析

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野
＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

32名 第331回 平成３０年３月１日 立花　誠
徳島大学先端酵素学研究所　教
授

H3K9のメチル化修飾によるほ乳
類の発生・分化の制御

石黒 啓一郎 染色体制御分野

＊共催：平成29年度発生医
学研究所共同研究、トラン
スオミクス医学研究拠点
ネットワーク形成事業

18名(1名) 第332回 平成３０年３月２３日 Keisuke Kaji

Group Leader, Professor of
Biology of Reprogramming and
MRC Senior Non-Clinical Fellow
MRC Centre for Regenerative
Medicine, University of Edinburgh

Mechanisms of iPS cell generation
and beyond

丹羽　仁史 多能性幹細胞分野

＊共催：熊本大学国際先端
研究拠点、トランスオミクス医
学研究拠点ネットワーク形成
事業

Takashi Okuno （奥野
貴士）

Faculty of Science, Yamagata
University
(山形大学理学部) 准教授

A single-molecule analysis of
recognition of ubiquitinated
proteins
by the 26S proteasome

＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

Masaki Okumura （奥村
正樹）

Frontier Research Institute for
Interdisciplinary Sciences,
Tohoku University
(東北大学学際科学フロンティア研
究所) 助教

Dynamic assembly and
disassembly of protein disulfide
isomerase
in catalysis of oxidative protein
folding

＊平成29年度発生医学研
究所共同研究

分子細胞制御分野10名(4名)

発生医学研究所 公開シンポジウム　Mini-symposium

第333回 平成３０年３月１９日 小椋　光
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資料番号B-1-1-1-6 シンポジウム、セミナー等の開催状況

括弧内は外国人を表す(内数)
主催したシンポジウム等

括弧内は外国人を表す(内数)

開催期間

平均

2,054

(0) (14) (0) (245) (0) (0) (0)

2 122 67 1,932 0

(259)

(0.5) (17) (0) (203.25) (0) (0) (0.5) (220.25)

1.3

185 60 1,641 0 0 1,826

(1)

124.0 62.0 1,617.0 0.0 0.0

(1) (30) (0) (226) (0) (0)

(24) (0) (182) (0) (0)

28

2 189 58 1,244

1,651

(0) (0) (0) (160)

29

年度

26

0 0 63 1,651 0

61

27
0 63

シンポジウム・講演会 セミナー・研究会・ワークショップ その他 合計

件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数

1

(1) (206)

0

185

0

(160) (0) (0) (0)

145

44

(3)

38

(11)

1,433

0 69

Canada – IMEG joint mini
symposium

Hitoshi Niwa ,Brian Cox (Univ of Toronto),Satoshi

Tanaka (Univ of Tokyo),William Stanford (Univ of

Ottawa),Minoru Ko (Keio Univ),Janet Rossant
(Univ of Toronto)；カナダと日本の幹細胞研究者

各３名によるジョイントシンポジウム

Tokyo Medical and Dental
University- IMEG
Joint Seminar

本研究所と東京医科歯科大学とのジョイントミ
ニシンポジウム
（東京医歯大４名、発生研２名）

(10)

84本研究所と理化学研究所のジョイントミニシン
ポジウム
(理研３名、熊大国際先端医１人、発生研２名）

1,741.0

RIKEN CDB – IMEG Joint
Seminar

(24)

国内

60

参加人数

出典：共同利用・共同研究拠点中間評価用調書、国立大学法人研究所等の研究活動等状況調査

H29.2.24

H29.7.4

H30.1.11-
12

対象

H26.9.4-5 国際

KEY Forum : From Stem Cells
to Organs
熊本医学・生物科学国際シンポ
ジウム　幹細胞制御と臓器再建

国内外から幹細胞制御と臓器再建に関する24
演題、63題のポスター発表を集めた、最先端
の研究シンポジウム

H28.11.7 国内

シンポジウム等名称 概要

KEY Forum:Stem Cell Traits
and Developmental Systems

３年毎に本共同利用・共同研究拠点が主催す
る国際シンポジウム
（海外の研究機関(ドイツ、アメリカ、中国、シン
ガポール)の研究者５名、国内研究機関の研究
者26名による口頭発表、ポスター発表33件）

国内

国際

(20)

(1) (256)

63.3
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3. 科研費取得 

 科研費等競争的資金の獲得状況については、直接経費（民間財団等の研究費、民間との

共同研究も含める）は平成 28-29 年度の期間中総額 797.97 百万円、平成 26-27 年度 859.83

百万円であった。科研費等の競争的資金の獲得状況は、平成 28-29 年度総額 797.97 百万円

であり、教員１名あたりの採択件数はのべ 6.93 件、研究費は 42.98 百万円となる（資料

B-1-1-1-7）。 

 
 

4. 研究者の高い流動性と相互交流 

 創造的で活発な研究環境を維持していくためには、教員・研究者の流動性を高めること

が必須である。本研究所では、研究者の流動性確保に努め、研究所の体質が固定化されな

いよう配慮している。平成 26-27 年度に教授２名・准教授１名・助教３名が転出し、教授

１名・准教授１名・助教１名を新規採用した。平成 28−29 年度に准教授１名・助教１名が

転出、助教２名が退職し、独立准教授１名・助教５名を新規採用した。また、１名が助教

から准教授へ内部昇進した。さらに、30 歳代の独立准教授２名の新規採用が内定している。

また、研究室の壁を越えた相互交流の促進を図るため、月に１回情報交流会を開催してい

る。その結果、所内での共同研究が多数開始されている（資料 B-1-1-1-8）。 

資料番号B-1-1-1-7 外部資金の獲得状況

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 総計

応募件数 59 49 47 54 209

獲得件数 34 27 30 30 121

獲得金額 165,246,992 113,590,000 114,960,859 134,819,201 528,617,052

件数 10 11 15 10 46

金額 193,881,200 282,988,637 270,443,397 189,472,649 936,785,883

件数 10 15 17 10 52

金額 39,070,000 17,650,000 20,720,000 18,490,000 95,930,000

件数 15 6 19 11 51

金額 39,650,000 7,750,000 32,485,000 16,580,000 96,465,000

【科研費】

H26-27 H28-29

【外部資金全体】

H26-27 H28-29

獲得件数／教員1名 6.24 6.93

獲得金額／教員1名 41,942,772 42,983,993

出典：研究推進課提供資料

科研費

受託研究

共同研究

寄附金・
助成金

獲得件数／教員1名

獲得金額／教員1名

2.98 2.93

13,601,804 12,184,393
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5．発生医学分野を先導する研究教育拠点形成 

 平成 22-27 年度に引き続き平成 28-32 年度の文部科学大臣認定『共同利用・共同研究拠

点（発生医学の共同利用拠点）』として認定された。平成 28 年度には、本研究所、九州大

学生体防御医学研究所、東京医科歯科大学難治疾患研究所、徳島大学先端酵素学研究所が

中核となる文部科学省『トランスオミクス医学研究拠点ネットワーク形成事業』に採択さ

れた（資料 B-1-1-1-9）。さらに、平成 29 年度に生命・医学系附置研究所の連合体である

『生命医科学研究所ネットワーク国際シンポジウム』（以下『生命医科学研究所ネットワー

ク』）に参加し、平成 30 年度より正式メンバーとして活動する予定である。 

 

資料番号B-1-1-1-8 発生研情報交換会
平成28年度
開催
番号

年月日 演者 所属・職名等　注）当時のまま 演題

1 平成２８年　９月１２日 丹羽　仁史 発生医学研究所　多能性幹細胞分野　教授
Trial of single cell RNA seq: modified drop-sea
without drop

2 平成２８年１０月　６日 中村　輝 発生医学研究所　生殖発生分野　教授
Rapid and efficient generation of
knockout/knock-in flies using
genome editing technology

3 平成２８年１１月１０日 西中村　隆一 発生医学研究所　腎臓発生分野　教授
Manipulation of iPS and ES cells for
developmental medicine Ryuichi
Nishinakamura and Atsuhiro Taguchi

4 平成２８年１２月　８日 小川　峰太郎 発生医学研究所　組織幹細胞分野　教授
On the nature of endothelial cells derived from
ES cells

5 平成２９年　１月１２日 石黒　啓一郎 発生医学研究所　染色体制御分野　准教授
Information exchange about generation of
antibody

6 平成２９年　２月　９日 日野　信次朗 発生医学研究所　細胞医学分野　助教

Approaches toward understanding
transcriptional and epigenetic
control of cellular metabolism.
（転写・エピゲノム制御による細胞内代謝調節と
その研究手法）

7 平成２９年　３月３０日 曽我　美南 発生医学研究所　幹細胞誘導分野　助教 iPSC technology as a tool for disease modeling

平成29年度
開催
番号

年月日 演者 所属・職名等　注）当時のまま 演題

8 平成２９年　４月１３日 嶋村　健児 発生医学研究所　脳発生分野　教授 Experimental expertise of our laboratory

9 平成２９年　５月１９日 立石　智 発生医学研究所　損傷修復分野　講師

Mechanism of maintenance of genomic DNA
stability in mouse ES cells
「マウスES細胞のゲノムDNAを安定に維持する
機構　-　解析手法等の紹介」

10 平成２９年　６月　１日 岡野　正樹 発生医学研究所　多能性幹細胞分野　准教授

11 平成２９年　７月　７日 持田　悟 大学院先導機構　准教授
Understanding / Making Cellular Switches By
Quantitative Approaches

12 平成２９年　９月　１日 江崎　雅俊 発生医学研究所　分子細胞制御分野　助教
Live imaging of macromolecules by high speed
atomic force microscopy

13 平成２９年１０月　５日 田中　翼 発生医学研究所　生殖発生分野　助教
Endocytic regulation for the cytoskeleton and
germ plasm

14 平成２９年１１月　９日 滝澤　仁 国際先端医学研究機構　特別招聘教授 Bone marrow humanized mice

15 平成２９年１２月１４日 南　敬
生命資源研究支援センター　表現型解析分野
教授

The Endothelium in Vascular Biology
~Vascular-bed heterogeneity & epigenetic
regulation for EC activation~

16 平成３０年　２月１５日 田中　宏 発生医学研究所　細胞医学分野　研究員
Discussion about CRISPR/Cas9-mediated
epigenetic modulation

17 平成３０年　３月１５日 沼川　忠広 発生医学研究所　幹細胞誘導分野　研究員

Dysfunction in neurons established from GM1
gangliosidosis
patient-derived iPS cells is improved by small
compounds
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（水準）期待される水準を上回る。 

 

（判断理由）発生医学研究の推進と成果発表、外部研究者を招聘したセミナー・国際シン

ポジウム開催、全国的な研究教育拠点の形成など、活発な研究教育活動を行っている。人

員の高い流動性も確保しており、研究全体のアクティビティーは高いレベルで維持されて

いる。また、各教員も比較的高額の外部資金を恒常的に得ている。大学院プログラムにお

ける中核的組織としての研究教育活動など、人材育成にも積極的に貢献している。さらに、

グローカルサイエンス推進施設など積極的に新たなシステム構築にも取り組んでいる。こ

のような活動を通して、アカデミアにおける注目度・評価は極めて高い。（発生医学に関連

する研究機関・学術組織等の研究者や学生等の期待を十分に上回る研究活動を実施してい

る。） 
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観点 大学の共同利用・共同研究拠点に認定された附置研究所及び研究施設においては、

共同利用・共同研究の実施状況 

（観点に係る状況） 

1．  共同研究拠点等 

 平成 22-27 年度に引き続き

平成 28-32 年度の共同利用・

共同研 究拠点 とし て 認定さ

れた（資料 B-1-2-1-1）。具体

的な支援活動として、『研究

費・旅費支援』と『旅費支援』

の２種 類に分 けて 公 募を行

っている（資料 B-1-2-1-2）。

共同研究課題の採択数は、平

成 26 年度 26 件、平成 27 年

度 27 件、平成 28 年度 27 件、

平成 29 年度 33 件と増加して

おり、来所者数も増加してい

る（資料 B-1-2-1-3、資料 B-

1-2-1-4）。また、国際共同研

究活動 の拡大 を図 る ための

様々な工夫を行っている（国

際化の項目を参照）。さらに、

平成 28 年度には、４大学の附置研が連携するトランスオミクス医学研究拠点ネットワー

ク形成事業に採択された（資料 B-1-2-1-5）。この事業による研究助成として、平成 28 年

度 14 件、平成 29 年度 11 件の支援を行った。一方、研究者コミュニティのニーズを把握す

るために、平成 29 年度に WEB アンケートによる全国調査を実施した。アンケートから見

える研究者からの評価は極めて高く、現状の共同研究拠点活動・支援体制を維持すること

への期待が高かった（資料 B-1-2-1-6）（中期計画番号 29）。 

 

 

 

 

資料番号B-1-2-1-3 共同研究応募・採択件数の推移

年
度

応募件数 採択件数

26年度 36 26 72 0 18 7 25 0 8 4 12 0 26 11 37 0

27年度 33 27 82 0 20 6 26 0 7 2 9 0 27 8 35 0

28年度 30 27 90 0 11 3 14 0 16 6 22 0 27 9 36 0

29年度 33 33 100 2 14 0 14 2 19 5 24 0 33 5 38 2

平均 33.0 28.3 86 0.5 15.8 4.0 19.8 0.5 12.5 4.3 16.8 0.0 28.3 8.3 36.5 0.5

出典：共同利用・共同研究拠点中間評価用調書、国立大学法人研究所等の研究活動等状況調査

公募

型以

外
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件数

合計
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国際

共同

研究
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(%)
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国際
共同

研究
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国際

共同

研究

公
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実
施

件
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公

募

型

以

外

実

施

件

数
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うち

国際

共同

研究

公募型

実施件

数

採択状況 実施状況

公募型
新規分 継続分 合計

公

募

型

実
施

件

数

公

募

型

以

外

実

施

件

数

合計

0

50

26年度 27年度 28年度 29年度

公募型共同研究の応募・採択件数の
推移

応募件数 採択件数
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資料番号B-1-2-1-4 共同利用・共同研究の参加状況

◆機関数

学内

(法人

内)

 国立大学 公立大学 私立大学

大学共同

利用機関

法人

独立行政

法人等公

的研究機

関

民間機関 外国機関 その他 計

0 18 1 6 0 2 1 0 4 32
0 14 3 3 0 1 0 0 0 21
0 18 3 7 0 1 0 0 0 29
1 12 1 5 1 2 0 1 0 23

◆参加状況(受入人数)

26年度 27年度 28年度 29年度 26年度 27年度 28年度 29年度 26年度 27年度 28年度 29年度 26年度 27年度 28年度 29年度

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
23 26 30 20 0 0 0 0 0 3 4 7 3 6 6 4
(2) (4) (6) (2) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (1) (1) (2) (3) (1)
1 4 4 2 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 1

(0) (1) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (0) (1) (0)
7 4 13 13 0 0 0 0 0 1 2 4 1 0 3 3

(2) (1) (4) (3) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (1) (0) (2) (1)
0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
3 2 3 5 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

(1) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0

(0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (0)
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
41 36 50 44 0 0 0 2 0 6 7 13 4 6 10 8
(5) (7) (11) (6) (0) (0) (0) (1) (0) (2) (2) (3) (2) (2) (6) (2)

◆参加状況(延べ人数)

26年度 27年度 28年度 29年度 26年度 27年度 28年度 29年度 26年度 27年度 28年度 29年度 26年度 27年度 28年度 29年度

0 0 0 200 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

122 164 108 84 0 0 0 0 0 6 5 20 6 82 25 12
(4) (58) (16) (10) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (5) (2) (51) (6) (5)
35 41 28 46 0 0 0 14 0 9 0 14 0 0 1 14
(0) (9) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (9) (0) (0) (0) (0) (1) (0)
34 24 290 56 0 0 0 0 0 2 7 10 2 0 8 6

(19) (15) (143) (20) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (0) (2) (2) (0) (5) (2)
0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
4 6 12 33 0 0 0 0 0 3 6 0 0 0 0 0

(2) (3) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (3) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0 80 0 0 0 0

(0) (0) (0) (2) (0) (0) (0) (2) (0) (0) (0) (80) (0) (0) (0) (0)
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
202 235 438 425 0 0 0 16 0 20 18 124 8 82 34 32
(25) (85) (160) (32) (0) (0) (0) (2) (0) (14) (2) (87) (4) (51) (12) (7)

出典：共同利用・共同研究拠点中間評価用調書、国立大学法人研究所等の研究活動等状況調査

大学共同利用機関法人

私立大学

公立大学

国立大学

独立行政法人等公的研究機関

民間機関

外国機関

その他

計

延べ人数

学内（法人内）

国立大学

公立大学

受入人数
若手研究者
（35歳以下）

大学院生外国人

外国人 若手研究者 大学院生
（35歳以下）

私立大学

大学共同利用機関法人

独立行政法人等公的研究機関

28年度
29年度

26年度
27年度

学内（法人内）

計

その他

外国機関

民間機関
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2．  研究支援体制の確立 

 共同研究における技術サポートを強力に推し進めるために、拠点事業予算のみならず、

運営予算や間接経費配分金からも予算措置して LILA を運営し、専門の技術職員による共

通機器の管理・運用・技術支援を行っている（資料 B-1-2-1-7）。このような本研究所独自

に構築したシステムは、文部科学省のヒアリングを受けるなど高く評価され、平成 28 年度

から始まった JST 先端研究基盤共用促進事業の先導モデルとなった。本事業は本学でも平

成 29 年度に採択され、本研究所も参画して国際先端生命科学研究推進センター（ICALS）

として活動している（資料 B-1-2-1-8）。 
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（水準）期待される水準を上回る。 

 

（判断理由）２期連続して共同利用・共同研究拠点に採択され、研究者コミュニティの養

成に応えつつ共同研究を推進している。WEB アンケートによる客観的な調査でも高く評価

されており、関連する研究機関・学術組織等の研究者や学生等の期待を十分に上回る共同

利用・共同研究を実施していると判断できる。また、４大学附置研が連携する拠点ネット

ワーク形成事業にも採択され、若手研究者の育成にも貢献している。さらに、LILA 等の独

自に構築した体制が、JST 先端研究基盤共用促進事業の先導モデルとなるなど、全国の大

学における共通機器の管理方法策定へも大きな貢献をしている。 

 

分析項目Ⅱ研究成果の状況 

観点 研究の成果（大学の共同利用・共同研究拠点に認定された附置研究所及び研究施

設においては、共同利用・共同研究の成果の状況を含めること。） 

（観点に係る状況） 

1．  本研究所を代表する優れた研究業績 

 本研究所を代表する研究業績については、平成 30 年５月１日に在籍している助教以上

の専任教員数（21 名）の 30％程度（７件）を選定数の目安とし、＜＜『人の命（生命系）

の科学に関する研究業績の判断基準』＞＞（資料 B-2-1-1-1）に基づき、研究業績説明書

に列挙した。業績番号１は、IF23.29 の学術誌 Cell Stem Cell 誌に掲載され、腎臓の複雑

な高次構造を試験管内で再現可能性を示したことで再生医療を大きく前進させた研究業績

として SS と判断した。また、同じく SS と判断した業績番号２は、細胞老化が促進される

メカニズムを明らかにし、老化のしくみの解明及び制御法の開発につながることが期待さ

れている。S と判断した５件の研究業績も学術性が高く、権威ある学術誌に掲載された内

容である（資料 B-2-1-1-2）。  
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業
績
番
号

細目
番号

細目名
代表的な研究成果

【最大３つまで】

学
術
的
意
義

文
化
的
意
義

社
会

、
経
済

、

重複して
選定した
研究業績

番号

共
同
利
用
等

出典：研究業績説明書

マウスES細胞及びヒトiPS細胞から、腎臓の前駆
細胞の一つである尿管芽の誘導に成功し、マウス
ES細胞からは分岐する尿管芽の周囲に機能ユ
ニットが配置された腎臓本来の高次構造を試験管
内で再現できた。また、もう一つの腎臓前駆細胞
であるネフロン前駆細胞を増幅させる培養法も開
発した。腎臓という複雑な臓器の形を試験管内で
作れる可能性を示したもので、再生医療に向けた
大きな前進である。

SS

研究業績を掲載した学術誌Cell Stem CellがSSの基準を満たしてい
る　(IF 23.29)。Cell Reports はSの基準 (IF 8.032) であるが、科学
研究費 (基盤研究S) の採択に寄与した。ともに全国のテレビ、新聞
で報道された。（中期計画番号22・25）

本研究では、カルシニューリン/NFATシグナルが
リプログラミングにおいて二相性の役割をもつこと
を明らかとした。リプログラミングの初期では、この
シグナルは促進効果を示した。しかし後期では
NFATc2が主体となりリプログラミングの阻害効果
を示した。加えて、上流の受容体とSOX2に代わる
化合物も同定した。リプログラミング機構の1端を
明らかにし、新しいリプログラミングのやり方を提
案した意義ある研究である。

5 6706
発生生
物学

間葉系幹細胞の起源と分化経路
の研究

3 6705
細胞生
物学

間葉系幹細胞は脂肪、軟骨、骨に分化する能力
をもつ幹細胞である。主に成体骨髄や脂肪組織に
存在する。本研究では、成体間葉系幹細胞が、発
生初期の中胚葉細胞にすべてその起源があるこ
とを明らかとした。加えて、骨髄内の間葉系幹細
胞は胎仔期の四肢由来である一方、脂肪組織内
の間葉系幹細胞はそれ以外の由来が存在するこ
とも明らかとした。成体間葉系幹細胞の起源と分
化経路がすべて判明した画期的な研究である。

Miwa H and Era T. Tracing the destiny of
mesenchymal stem cells from embryo to adult bone
marrow and white adipose tissue via Pdgfrα
expression. Development, Jan 29;145(2)., 2018.

S

間葉系幹細胞を使った臨床研究がすでに行われているが、その起
源や分化経路は不明な点が多い。著者らは、以前、間葉系幹細胞
の1部が神経上皮細胞に由来すること、この神経上皮由来の間葉系
幹細胞は胎仔期存在するものの成体の骨髄では消失していることを
明らかとした。今回、成体骨髄と脂肪組織に存在する間葉系幹細胞
の起源と分化経路を明らかにした。この研究成果は単純な学術的な
成果にとどまらず、間葉系幹細胞の臨床での治療効果を深いレベル
で理解することに役立つ。国際学術誌Development誌 (IF 5.413)に
掲載され、文科省科学研究費補助金 基盤研究C　「起源が異なる２
つの間葉系幹細胞の細胞生物学的特徴の解析と疾患モデル治療」
（代表、平成30年度－平成32年度）の研究費獲得、さらに第24回日
本遺伝子細胞治療学会学術集会でのシンポジウムでの招待演題に
も選ばれた。（中期計画番号22）

4 7905
医化学
一般

リプログラミングの分子メカニズム
の研究

Khodeer S and Era T. Identifying the Biphasic Role of
Calcineurin/NFAT Signaling Enables Replacement of
Sox2 in Somatic Cell Reprogramming. Stem Cells 35:
1162-1175, 2017.

S

本研究はリプログラミングの中で脱リン酸化酵素であるCalcineurinと
そのシグナルを受けるNFATのリプログラミングにおける分子機構を
明らかにしただけでなく、山中4因子の１つSOX2を代用できる化合
物を発見した研究である。遺伝子の代わりに化合物にてリプログラミ
ングを可能にしたことはリプログラミングのやり方を容易にする技術
進歩である。国際学術誌Stem Cells誌(IF 5.587)に掲載され、第16
回日本再生医療学会総会でのシンポジウム演題にも選ばれた。（中
期計画番号22）

マウスES細胞は、培養条件下においては無限に
近い増殖能を示す。この増殖能を維持するために
は、テロメアの伸長が不可欠である。ES細胞にお
けるテロメア伸長は、Zscan4遺伝子の一過性発
現が指令しているが、この一過性発現の引き金が
何かは不明であった。本研究では、Zscan4の一
過性発現が、テロメア短縮ならびにそれに伴う細
胞周期延長と優位に相関することを初めて明らか
にした。

Nakai-Futatugi, Yoko; Niwa, Hitoshi: Zscan4 is
activated after telomere shortning in mouse embryonic
stem cells. Stem Cell Reports, 6, 483-495, 2016.

S

本研究成果が発表されたStem Cell Reports誌は、査読を有する幹
細胞学の代表的国際学術誌であり、2017年のIFは6.537である。ま
た、本研究成果は、2015年のCold Spring Harbor Laboratory
Meeting: Stem Cell BiologyとCSHA/ISSCR Joint Meetingにおい
て、招待講演として発表されている。（中期計画番号22）

マウスin vivoにおけるZscan4の発現について検
討した。減数第一分裂期の卵子および着床前初
期胚を単離して、Zscan4タンパク質に対する抗体
を用いた免疫染色により検討を行った。その結
果、Zscan4タンパク質は先行研究で示唆されてい
た2-cell stageのみならず、GV oocyteにおいて発
現が見られることが判明した。

マウスES細胞の多能性維持機構
の解析

6 6701
分子生
物学

生殖細胞および着床前胚における染色体制御 ①Ishiguro K., Nakatake Y., Chikazawa-Nohtomi
N., Kimura H., Akiyama T., Oda M., Ko SBH., Ko
MSH. : Expression analysis of the endogenous
Zscan4 locus and its coding proteins in mouse ES
cells and preimplantation embryos: In Vitro
Cell.Dev.Biol.-Anim. 53, 179-190 (2017)

②Ishiguro K., Monti M., Akiyama T., Kimura H.,
Chikazawa-Nohtomi N., Sakota M., Sato S., Redi
CA., Ko SBH., Ko MSH. : Zscan4 is expressed
specifically during late meiotic prophase in both
spermatogenesis and oogenesis : In Vitro
Cell.Dev.Biol.-Anim. 53, 167-178 (2017)

③Ishiguro K., Watanabe Y. : The cohesin REC8
prevents illegitimate inter-sister synaptonemal
complex: EMBO reports 17, 783-784 (2016)

S

本研究は、減数分裂におけるコヒーシンREC8が姉妹染色分体間に
異常な対合が起きるのを防ぐ役割があることを見出しEMBO reports
誌に掲載された(IF:8.568)。また2cell markerであるZscan4のESおよ
びマウスにおける発現制御について、In Vitro Cell.Dev.Biol.-Anim誌
(IF1.447)に2本連報で発表し、stem cell biologyの分野に大きく寄与
した。（中期計画番号22･25）

癌精巣抗原MAGE-A4は、ユビキチンライゲースで
あるRad18の分解を抑制することにより、安定化に
導く。この機能により、MAGE-A4は、損傷乗越え
複製を促進する。癌細胞では癌精巣抗原MAGE-
A4は、これらの機能により損傷トレランスに貢献
し、ゲノム配列にも影響を及ぼす。

①Gao, Y., Mutter-Rottmayer,E., Greenwalt, M. A.,
Goldfarb, D., Yan, F., Yang, Y.,  Martinez-Chacin, C.
R., Pearce, H. K., Tateishi, S., Major, B. M., Vaziri,
C. A neomorphic cancer cell-specific role of MAGE-
A4 in trans-lesion synthesis.  Nat. Commun. 7, 12105
(2016),
②Gao, Y., Tateishi, S., Vaziri, C. A. Pathological
Trans-Lesion Synthesis in Cancer. Cell Cycle 15,
3005-3006 (2016)

S

癌精巣抗原は、発癌の過程における役割について不明な点が多
い。今回、癌精巣抗原MAGE-A4が、ユビキチンライゲースである
Rad18の分解を抑制することにより、安定化に導くことを発見した。癌
細胞での癌精巣抗原MAGE-A4の役割が明らかになった。癌精巣抗
原MAGE-A4は、ユビキチンライゲースであるRad18に働きかけること
で発癌の過程を促進している可能性を文献2で提唱した。このため、
Rad18は新規の抗癌治療のターゲットとして有望である。（中期計画
番号22・25）

7 6701
分子生
物学

癌細胞に特異的な、癌精巣抗原MAGE-A4の役割
の解明

細胞のリプログラミングには、遺伝子発現とエピゲ
ノムの大きな変換がおこる。その制御機構が不明
であることに着目し、SETD8メチル化酵素が皮膚
線維芽細胞の老化を防御すること、CTCFクロマチ
ンタンパク質が幹細胞の神経分化、HTLV-1ウイ
ルス感染細胞のがん化において重要な役割を果
たすこと、を証明したものである。

細胞のリプログラミングにおけるエピゲノム因子の役割について、共
同利用研究の①はCell Reports (IF 8.282)に掲載されて、細胞老化
を防ぐ酵素発見として各種の新聞・テレビ等で報道された。国内外の
招待講演、企業等との共同研究（製品化）に寄与し、第一著者は博
士号の取得、シンポジウムでの若手受賞、米国老化研究の第一線
の研究室に留学した。CTCFクロマチンタンパク質に関する研究②③
は、Human Molecular Genetics (IF 5.34)、PNAS (IF 9.661)に掲載さ
れて、国際共同研究の③は白血病病態との関わりについて各種の
新聞等で報道され、第一著者の国内外の招待講演および教授昇任
につながった。いずれの掲載誌も当該分野のトップ10％に位置し、
卓越した水準にあると評価され、複数種目の科研費およびAMED-
CREST等の研究実施を行った。（中期計画番号22・25・29）

2

資料番号B-2-1-1-2　選定した研究業績

〇7905
医化学
一般

細胞の分化・老化・がん化における
エピゲノム制御に関する研究

①H. Tanaka, S. Takebayashi, A. Sakamoto, T. Igata,
Y. Nakatsu, N. Saitoh, S. Hino, and M. Nakao. The
SETD8/PR-Set7 methyltransferase functions as a
barrier to prevent senescence-associated metabolic
remodeling. Cell Rep. 18: 2148-2161, 2017.
②K. Ishihara, M. Nakamoto, and M. Nakao. DNA
methylation-independent removable insulator controls
chromatin remodeling at the HOXA gene locus via
retinoic acid signaling. Hum. Mol. Genet. 25: 5383-
5394, 2016.
③Y. Satou, P. Miyazato, K. Ishihara, A. Fukuda, K.
Nosaka, T. Watanabe, A. Rowan, M. Nakao, and C.
R.M. Bangham. The human retrovirus HTLV-1
inserts an ectopic CTCF-binding site into the human
genome. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 113: 3054-3059,
2016.

SS

研究テーマ
及び

要旨【200字以内】

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
【400字以内。ただし、「学術的意義」「社会、経済、

文化的意義」の双方の意義を有する場合は、800字以内】

1 8205
腎臓内
科学

腎臓の複雑な高次構造を試験管内
で再現

①Taguchi A and Nishinakamura R. Higher-order
kidney organogenesis from pluripotent stem cells. Cell
Stem Cell 21(6): 730-746, 2017.

②Tanigawa S, Taguchi A, Sharma N, Perantoni AO,
and Nishinakamura R. Selective in vitro propagation of
nephron progenitors from embryos and pluripotent
stem cells. Cell Rep 15(4): 801-813, 2016.
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2．  外部大型研究費獲得と拠点事業への採択 

 AMED の外部資金は４件、JST の CREST に１件採択されている。また、平成 29 年度には日

本学術振興会・基盤研究 S に１件新規採択されると共に、基盤研究 B、C には多数の研究者

が採択されている。その他、財団法人の研究助成金の獲得や民間との共同研究も活発であ

る（資料 B-1-1-1-7、B-2-1-1-3）。 

 拠点事業等への採択としては、平成 22-27 年度に引き続き平成 28-32 年度の共同利用・

共同研究拠点として認定された。さらに、４大学の附置研が連携する拠点ネットワーク形

成事業に採択された。また、本研究所が運営する LILA 活動は、JST 先端研究基盤共用促進

事業の先導モデルとなった。平成 29 年度に採択された本事業は、ICALS として活動してお

り、本研究所の貢献は大きい。 

 

資料番号B-2-1-1-3 科研費課題等リスト
年度 研究種目 研究課題 年度 研究種目 研究課題

新学術(領域提案) 発生期腎臓におけるS字体形成の３Dロジック解明 新学術(領域提案) 発生期腎臓上皮の細胞競合とその破綻による異常

新学術(領域提案) 減数分裂型cell cycleによる生殖細胞エピゲノム制御機構 新学術(領域提案) クロマチン変換による代謝リプログラミングの分子基盤

新学術(領域提案) 体細胞型から減数分裂型の細胞周期調節への切替え機構 新学術(領域提案) 核内構造体とのインタープレイによるクロマチン動構造の制御

新学術(領域提案) 単層上皮のシートから成る神経管に多様な形態を形成する機構の解明 新学術(領域提案) マウス及びヒト発生期腎臓における管腔上皮形成機構と破綻

新学術(領域提案) 種特異的な「神経幹細胞の増殖期」の時計制御のしくみ 新学術(領域提案) ショウジョウバエ生殖細胞の形成・分化を制御する新規因子の探索と分子機能解析

基盤研究(S) 試験管内ネフロン誘導法に基づくヒト腎臓の病態解明と再構築 基盤研究(A) 幹細胞からの腎臓３次元構造の再構築

基盤研究(B) 体細胞分裂と減数分裂の違いを生み出す分子機構の解明 基盤研究(B) エピゲノムとミトコンドリアを機能的に連結する分子機序と病態関連性

基盤研究(B) エピゲノムとミトコンドリアを機能的に連結する分子機序と病態関連性 基盤研究(B) 神経栄養因子とストレスホルモンの相互作用に着目した精神疾患病態の生物学的研究

基盤研究(B) 生殖細胞形成を制御する新規母性因子の機能解析 基盤研究(C) 血管伸長の統合的な制御機構の解明

基盤研究(B) マウスES細胞において開いたクロマチンの状態を規定する分子機構の解明 基盤研究(C) ミトコンドリア形態制御におけるＡＡＡ型分子シャペロンＣｄｃ４８の役割

基盤研究(B) リング状AAA型シャペロンの基質への作用機構のin vitro系による解明 基盤研究(C) 胚発生de novoメチル化におけるDNMT3作用機序と標的調節

基盤研究(C) 骨格筋のエネルギー代謝を調節する栄養応答型エピゲノムに関する研究 基盤研究(C) マウス卵巣で機能的な卵胞形成に寄与する顆粒膜細胞の形成機構の解明

基盤研究(C) 胚発生de novoメチル化におけるDNMT3作用機序と標的調節 基盤研究(C) 造血性内皮細胞の分化制御：ES細胞から造血幹細胞の試験管内分化誘導を目指して

基盤研究(C) ヒト大脳皮質様オルガノイドを用いた脳疾患の病態解明 基盤研究(C) エピジェネティクス因子による代謝プログラミングとエネルギー恒常性の研究

基盤研究(C) 細胞内小胞による生殖細胞決定因子の局在化制御の分子機構の解明 基盤研究(C) 核小体の形成メカニズムと栄養飢餓応答における役割

基盤研究(C) AAA型シャペロンCDC-48の新規制御機構「クリップモデル」の検証 基盤研究(C) 多能性幹細胞由来間葉系幹細胞を使った再生医療研究

基盤研究(C) 免疫細胞におけるLTA4水解酵素の生化学的機能解析 若手研究(B) 外的因子に着目した哺乳類の脳の大きさの違いを生み出す機構の解明

基盤研究(C) 脳組織構築にはたす神経分化のペース調節の役割 若手研究(B) 尿管芽の発生モデル構築と分化誘導への応用

基盤研究(C) ミトコンドリア形態制御におけるＡＡＡ型分子シャペロンＣｄｃ４８の役割 若手研究(B) 生殖細胞の形成に必須のmRNAの局在を制御する細胞内小胞の解析

基盤研究(C) 造血性内皮細胞の分化制御：ES細胞から造血幹細胞の試験管内分化誘導を目指して 挑戦的萌芽 新規手法を用いたショウジョウバエ母性胚性遷移におけるマイクロRNA経路の機能解析

基盤研究(C)(基) AhR内因性リガンドの皮膚における役割の解明 挑戦的萌芽 細胞老化を抑制するエピジェネティック因子の機能と作動機序

若手研究(B) ヒト腎臓ネフロン前駆細胞の多能性維持機構解明による増幅培養法の確立 挑戦的萌芽 腎臓血管の起源と発生の理解に基づく再構築法の開発

若手研究(B) ニーマンピック病C型新規薬候補物質の作用機序解明と新たな候補物質の探索 特別研究員奨励費 分裂期細胞死による、発がん防御機構・生殖細胞の維持機構の解明

研究活動スタート 細胞老化における核小体機能と細胞内エネルギー変化の分子機構の解明 特別研究員奨励費 ショウジョウバエをモデルとした生殖細胞形成機構の解析

研究活動スタート 細胞老化を制御するエピジェネティック因子の機能解析 特別研究員奨励費 ヒトｉＰＳ細胞由来小腸上皮細胞を用いた創薬、医学研究の基盤構築

奨励研究 様々な条件下における空気中へのＲＩ飛散率の変化の定量及び体内被ばくの低減化 特別研究員奨励費 核小体のストレス応答：構造と機能を制御する分子機構の解明

特別研究員奨励費 分裂期細胞死による、発がん防御機構・生殖細胞の維持機構の解明 特別研究員奨励費 大脳皮質の細胞構築獲得における入力線維を中心とした外的要因の役割の解明

特別研究員奨励費 大脳皮質の細胞構築獲得における入力線維を中心とした外的要因の役割の解明 新学術(領域提案) クロマチン変換による代謝リプログラミングの分子基盤

特別研究員奨励費 細胞老化における核小体の形態・機能変換の分子機構の解明 新学術(領域提案) 脂質メディエーターとHippoシグナル経路が織りなす細胞集団の秩序化機構の解明

新学術(領域提案) 発生期腎臓上皮の細胞競合とその破綻による異常 新学術(領域提案) 腎臓形成におけるネフロン前駆細胞の動態制御

新学術(領域提案) 発生期腎臓におけるS字体形成の３Dロジック解明 新学術(領域提案) 核内構造体とのインタープレイによるクロマチン動構造の制御

新学術(領域提案) 単層上皮のシートから成る神経管に多様な形態を形成する機構の解明 新学術(領域提案) 運動マシナリーとしてのＡＡＡ型分子シャペロン

新学術(領域提案) 核内構造体とのインタープレイによるクロマチン動構造の制御 新学術(領域提案) Ｒａｄ１８によるヒストンＨ２Ａのユビキチン化修飾を介した細胞周期制御機構

新学術(領域提案) 減数分裂型cell cycleによる生殖細胞エピゲノム制御機構 新学術(領域提案) マウス胎仔生殖巣の性差構築に関する分子基盤の解明

新学術(領域提案) 体細胞型から減数分裂型の細胞周期調節への切替え機構 新学術(領域提案) 上皮組織の細胞動態制御機構の解析

基盤研究(A) 幹細胞からの腎臓３次元構造の再構築 新学術(領域提案) マウス及びヒト発生期腎臓における管腔上皮形成機構と破綻

基盤研究(B) エピゲノムとミトコンドリアを機能的に連結する分子機序と病態関連性 新学術(領域提案) ショウジョウバエ生殖細胞の形成・分化を制御する新規因子の探索と分子機能解析

基盤研究(B) 再発乳がんにおいて非コードRNAが形成する活性染色体ドメインの解明 基盤研究(A) Ｈｉｐｐｏシグナル経路による細胞間コミュニケーションの分子基盤

基盤研究(B) リング状AAA型シャペロンの基質への作用機構のin vitro系による解明 基盤研究(A) 幹細胞からの腎臓３次元構造の再構築

基盤研究(C) 生殖細胞における染色体構築様式とその制御に関する研究 基盤研究(A) ヒトiPS細胞から膵β細胞の分化誘導とその再生医療への応用に向けた基盤技術開発

基盤研究(C) 骨格筋のエネルギー代謝を調節する栄養応答型エピゲノムに関する研究 基盤研究(B) 神経栄養因子とストレスホルモンの相互作用に着目した精神疾患病態の生物学的研究

基盤研究(C) ミトコンドリア形態制御におけるＡＡＡ型分子シャペロンＣｄｃ４８の役割 基盤研究(B) 生化学的解析と高速原子間力顕微鏡観察によるＡＡＡタンパク質の分子機構の解明

基盤研究(C) c-Myb reporterマウスを用いた造血幹細胞のシングルセル解析 基盤研究(C) ｃ－Ｍｙｂレポーターマウスを用いた血液幹細胞維持および分化機構の分子論的解析

基盤研究(C) 造血性内皮細胞の分化制御：ES細胞から造血幹細胞の試験管内分化誘導を目指して 基盤研究(C) エピジェネティクス因子による代謝プログラミングとエネルギー恒常性の研究

基盤研究(C) 胚発生de novoメチル化におけるDNMT3作用機序と標的調節 基盤研究(C) 核小体の形成メカニズムと栄養飢餓応答における役割

基盤研究(C) 脳組織構築にはたす神経分化のペース調節の役割 基盤研究(C) 多能性幹細胞由来間葉系幹細胞を使った再生医療研究

基盤研究(C) ヒト大脳皮質様オルガノイドを用いた脳疾患の病態解明 基盤研究(C) モノアミンによる膵β細胞分化と成熟化制御機構の解明

基盤研究(C) 細胞内小胞による生殖細胞決定因子の局在化制御の分子機構の解明 基盤研究(C) ヒトiPS細胞膵臓分化系を用いた生活習慣病胎児期起源説の検証

基盤研究(C) AAA型シャペロンCDC-48の新規制御機構「クリップモデル」の検証 若手研究(B) 視床軸索投射により制御される大脳皮質領野の層構造特異化メカニズム

挑戦的萌芽 新規手法を用いたショウジョウバエ母性胚性遷移におけるマイクロRNA経路の機能解析 若手研究(B) 生殖細胞の形成に必須のmRNAの局在を制御する細胞内小胞の解析

挑戦的萌芽 腎臓血管の起源と発生の理解に基づく再構築法の開発 挑戦的萌芽 TALENを用いたショウジョウバエにおける遺伝子ノックイン手法の開発

挑戦的萌芽 細胞老化を抑制するエピジェネティック因子の機能と作動機序 挑戦的萌芽 ネフロン誘導能をもつ機能的尿管芽を創る

若手研究(B) 尿管芽の発生モデル構築と分化誘導への応用 挑戦的萌芽 ヒトiPS細胞を用いた消化管前駆細胞の純化・増幅およびそれを用いた再生医療基盤

若手研究(B) ヒト腎臓ネフロン前駆細胞の多能性維持機構解明による増幅培養法の確立 研究活動スタート 低分子化合物スクリーニングによるヒトiPS細胞由来肝細胞の成熟化機構の解明

若手研究(B) ニーマンピック病C型新規薬候補物質の作用機序解明と新たな候補物質の探索 奨励研究 様々な条件下における空気中へのRI飛散率の変化の定量及び体内被ばくの低減化

若手研究(B) 外的因子に着目した哺乳類の脳の大きさの違いを生み出す機構の解明 特別研究員奨励費 ショウジョウバエをモデルとした生殖細胞形成機構の解析

研究活動スタート 細胞老化における核小体機能と細胞内エネルギー変化の分子機構の解明 特別研究員奨励費 Ｈｉｐｐｏシグナル経路による細胞間コミュニケーションの解析

特別研究員奨励費 大脳皮質の細胞構築獲得における入力線維を中心とした外的要因の役割の解明 特別研究員奨励費 患者ｉＰＳ細胞を用いた低フォスファターゼ症の治療技術開発

特別研究員奨励費 分裂期細胞死による、発がん防御機構・生殖細胞の維持機構の解明 特別研究員奨励費 ヒトｉＰＳ細胞由来小腸上皮細胞を用いた創薬、医学研究の基盤構築

特別研究員奨励費 核小体のストレス応答：構造と機能を制御する分子機構の解明

特別研究員奨励費 大脳皮質の細胞構築獲得における入力線維を中心とした外的要因の役割の解明

2015

20142016

2017

出典：研究推進課提供資料
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3．  共同研究拠点活動による成果 

 共同研究支援の採択数は増加しており、来所者数も増加している。第２期公募を随時応

募に変更するなど、迅速で柔軟な支援体制への改善を図っている（資料 B-2-1-1-4）。この

ような不断の改善努力により、筋萎縮性硬化症患者由来 iPS 細胞を用いた創薬研究など実

のある共同研究成果が得られており、成果の一部は既にトップクラスの学術誌に論文発表

（資料 B-2-1-1-5）すると共に、特許出願が行われている（中期計画番号 29）。 
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（水準）期待される水準を上回る。 

 

（判断理由）SS、S 基準を含む多くの質の高い論文発表、大型研究費の獲得・継続、共同

研究拠点活動の継続的な活動、産業財産権の取得状況等に見られるように、発生医学の基

礎研究・トランスレーショナルリサーチによる独創的な研究成果を挙げており、アカデミ

ア、医療関係者、医薬系企業、さらに 先進医学の発展を願う一般市民の期待を十分に上回

るレベルであると判断できる。 

資料番号B-2-1-1-5共同研究課題採択者が参画した成果例

出典：共同利用・共同研究拠点中間評価用調書

5

成果の概要（１５０字程度）

　神経変性疾患の１つで難病でもある筋委縮性硬化症（ALS)患者からiPS細胞を作成した（発生医学研究所、幹細胞誘導分野）。この細胞を用いて共同
研究者と主要な症状の１つである運動神経の障害について、運動神経を誘導し解析し、薬剤開発を行った。その結果、チロシンキナーゼの１つであるc-
ABLの阻害剤がin vitro とin vivoで効果があることを明らかにした（Sci Transl Med 2017. IF16.796）。

当該成果をまとめた代表的な論文あるいは研究書等

発表年月 論文名または研究書名 研究代表者又は著作者名

平成29年5月 iPS-based drug repositioning identifies Src/c-abl as a therapeutic target
for ALS moter neurons, Sci Transl Med　9: eaaf3962, 2017.

Imamura K, Izumi Y, Watanabe A, Tsukita K, Woltjen
K, Yamamoto T, Hotta A, Kondo T, Kitaoka S, Ohta
A ,Tanaka A, Watanabe D, Morita M, Kaji R, Takuma
H, Takamoka A, Kunath T, Wray S, Furuya H, Era T,
Fijisawa T, Nishitoh H, Ichijo H, Julien JP, Obata N,
Hosokawa M, Akiyama H, Ayaki T, Ito H, Takahashi R,
Yamanaka S and Inoue H

4

成果の概要（１５０字程度）

　糖代謝異常症である糖原病の１つ、ポンペ病の患者からiPS細胞を作成した（発生医学研究所、幹細胞誘導分野）。そのiPS細胞を使って共同研究者
が主要な症状の１つである筋肉の障害について、骨格筋を誘導して病態を解明した（Sci. Rep,2017. IF4.259）。

当該成果をまとめた代表的な論文あるいは研究書等

発表年月 論文名または研究書名 研究代表者又は著作者名

平成29年10月 A Skeletal Muscle Model of Infantile-onset Pompe Disease with Patient-
specific iPS Cells. Sci Rep 7:13473, 2017

Yoshida T, Awaya T, Jonouchi T, Kimura R, Kimura
S, Era T, Heike T and Sakurai H

3

成果の概要（１５０字程度）

　構造異常タンパク質を速やかに分解するためのジスルフィド結合の還元機構に関する共同研究において、ジスルフィド結合開裂酵素の分子内構造の
自由度が効率的な還元作用に必要であることを、本研究所が有する高速原子間力顕微鏡を用いた１分子レベルでの観察により明らかにした
(Structure 2017. IF 4.945）。

当該成果をまとめた代表的な論文あるいは研究書等

発表年月 論文名または研究書名 研究代表者又は著作者名

平成29年6月 The highly dynamic nature of ERdj5 is key to efficient ERAD of aberrant
protein oligomers through ER-Associated Degradation.Structure 25: 846-
857, 2016.

Maegawa K, Watanabe S, Noi K, Okumura M, Amagai
Y, Inoue M, Ushioda R, Nagata K, Ogura T, Inaba K.

2

成果の概要（１５０字程度）

　パーキンソン病の原因遺伝子の制御に関する共同研究において、本研究所が質量分析を支援することによって、ミトコンドリア内膜に局在するタンパク
のリン酸化に応じたミトコンドリアの新たな選択的分解機構を発見し、論文発表した（Mol Cell, 2016, IF 14.714）。

当該成果をまとめた代表的な論文あるいは研究書等

発表年月 論文名または研究書名 研究代表者又は著作者名

平成28年5月 PKA regulates PINK1 stability and Parkin recruitment to damaged
mitochondria through phosphorylation of MIC60. Mol Cell 62:371–384,
2016.

Akabane, S., Uno, M., Tani, N., Shimazaki, S., Ebara,
N., Kato, H., Kosako, H. and Oka, T.

1

成果の概要（１５０字程度）

　細胞老化の新たな機序を解明するために、約800の細胞核・クロマチン因子に対するsiRNAライブラリーを用いてスクリーニングし、そのうち、ヒストンメチ
ル化酵素（SETD8/PR-Set7）が老化細胞における代謝リモデリング（核小体およびミトコンドリアの活性化）を担うことを見出して論文発表した（Cell Rep,
2017, IF 8.282）。

当該成果をまとめた代表的な論文あるいは研究書等

発表年月 論文名または研究書名 研究代表者又は著作者名

平成29年2月 The loss of SETD8/PR-Set7 methyltransferase induces cellular
senescence via nucleolar-mitochondrial coactivation. Cell Rep 18: 2148-
2161, 2017.

H. Tanaka, S. Takebayashi, A. Sakamoto, T. Igata, Y.
Nakatsu, N. Saitoh, S. Hino, and M. Nakao.
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４．質の向上度の分析及び判定  
（１）分析項目Ⅰ 研究活動の状況  
 

『高い質を維持している。』 

 

（判断理由） 

1. 論文・学会発表  
 中期目標期間の移行期に複数の研究室主宰者の転出入があったにも関わらず、研究所所

員の貢献度の高い論文は平成 28-29 年度に 68 報と高いレベルを維持しており、SS、S 基準

に該当する研究業績が７件あり質も高い。これに加えて数多くの学会発表を継続している。

また、国際学会における招待講演は 15 件であり、高いレベルを維持している。 

 
2. 活発なセミナー等研究交流  
 前中期目標期間と同様に、学外研究者を招聘したセミナーが頻繁に行なわれており、本

研究所をハブとした研究交流が盛んである。定期的な国際シンポジウムも継続して主催し

ている。さらに、平成 29 年度にグローカルサイエンス推進施設を新設し、海外研究者招聘

を促進する体制を構築した。また、新たに発生医学研究所情報交流会を定期開催し、知識・

技術の共有を進め、共同研究の促進を図っている。  
 
3. 獲得研究費  
 継続的に質の高い研究成果を発信することにより、大型研究費を獲得し維持できている。

また、日本学術振興会の基盤研究についても、より大型の科研費の獲得に成功しており、

研究者あたりの平均研究資金は学内トップレベルを維持している。 

 
4. 研究者の流動性  
 所員の流動性を維持することで、研究所の体質が固定化されない環境を維持している。

平成 28-29 年度に新規採用した独立准教授は研究室立ち上げを完了し、独創的な研究成果

の発信段階に入っている。さらに、情報交流会等を通して、研究室の壁を越えた情報交換、

人的交流が促進された。その結果、所内の共同研究が増進した。 

 

5. 共同利用・共同研究の活動 

 連続して共同利用・共同研究拠点として採択されると共に、平成 28 年度には拠点ネット

ワーク形成事業にも採択され、研究所独自の研究支援体制を基盤として活発な共同研究活

動を維持している。生命医科学研究所ネットワークへの参加も要請され、外部研究機関か

らの注目度も高い。  
 
（２） 分析項目Ⅱ 研究成果の状況  
 

『高い質を維持している。』 

 

（判断理由） 

1. 優れた研究業績 

SS、S 基準に該当する研究業績をはじめとする質の高い論文発表、大型研究費の獲得・

継続があり、本研究所の研究活動の成果として結実したものと評価できる。    

 

2. 共同利用・共同研究の成果 

 本研究所独自の研究支援体制やリソースを積極的に活用した共同研究により、パーキン

ソン病の原因遺伝子に関する研究や筋萎縮性硬化症患者由来 iPS 細胞を用いた創薬研究な

ど、国際的に高く評価される成果を継続的に発表している。  
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Ⅲ 社会貢献の領域に関する自己評価書  
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１．社会貢献の目的と特徴  
発生医学研究所における社会貢献の目的は、大学附置研としての研究活動の成果を社会

に広く発信し、関連する学術分野の活性化と研究成果の産業界への波及を図るとともに、

本学が位置する九州・熊本の行政・産業・教育機関等と連携し、一般市民への知の還元及

び産業・医療の進展に貢献することである。 

これらの目的の達成に向けた本研究所の取組の特徴は、将来の医療システムの発展に伴

う臨床との橋渡し研究を念頭に置きつつ、基礎生命科学研究の推進と国内外との共同研究

の促進を行なう体制を構築していることである。特に、文部科学省認定の『発生医学の共

同研究拠点』ならびに『トランスオミクス医学研究拠点ネットワーク形成事業』活動にお

いて、発生医学研究をハブとして国内外の研究者との共同研究を積極的に推進している。

さらに、本研究所所属教員は、文部科学省・日本学術振興会の各種委員を併任するととも

に、学術論文のピアレビューも積極的に行っている。このような活動を通じて、科学技術

の振興へ多大な貢献をしている。さらに、平成 29 年度にグローカルサイエンス推進施設を

設置したことにより、本研究所の国際的な共同研究と熊本・九州を中心とする産学官連携、

人材育成等の円滑かつ効率的な運営が実現している。 

 大学院教育に関しても、平成 24 年度より博士課程教育リーディングプログラム『グロー

カルな健康生命科学パイオニア養成プログラム（HIGO）（以下『HIGO プログラム』にプロ

グラムコーディネーターを含めた複数の教員が参画し、プログラムの推進を主導している。

大学院医学教育部、薬学教育部及び社会文化科学研究科並びに政策創造研究教育センター

との共同で推進する HIGO プログラムは、九州地区、特に熊本の自治体や国内の複数の企業

とも連携して、地域及びアジアで活躍するリーダーを輩出することで社会に貢献すること

をめざしている。 

 本研究所における研究成果については、マスメディアやホームページ、自治体等学外の

団体主催の講演会への参加等によって積極的に社会に発信している。さらに、地域の中高

生に対する模擬授業及び研究室見学の継続的な開催により、一般市民の科学リテラシーの

向上と、次世代の人材育成についても貢献している。加えて、地域のスーパーサイエンス

ハイスクールへの出前授業、九州産業技術センター等地域の団体の委員会委員等の兼務、

地場産業との共同研究による再発乳がん細胞の抑制試薬の開発等、地域に密着した社会貢

献も行っている。 

 
［想定する関係者とその期待］  

本研究所の社会貢献活動において想定される関係者としては、大学等教育研究機関の教

員・研究員・大学院生、医療関係者、医薬系企業関係者など、研究に従事あるいは研究機

関に所属する人はもちろんのこと、小中高生、大学生、大学院生や科学啓蒙活動を行って

いるマスメディア関係者、ライフサイエンスに興味を有する一般市民をはじめとする九州・

熊本県の地域住民が想定される。これらの関係者からは、人材育成、科学リテラシーの向

上、研究成果に基づく臨床応用への橋渡し、地域の医療への貢献等が期待されている。  
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  
○拠点活動等による研究者コミュニティへの貢献  

本研究所は、大学附置研としての研究活動の成果を社会に向けて広く発信し、関連する

学術分野の活性化と研究成果の産業界への波及を図っている。特に、文部科学大臣認定

の『発生医学の共同研究拠点』ならびに『拠点ネットワーク形成事業』活動は、研究者

コミュニティの支援と国内外の共同研究の推進に多大な貢献を果たしている。『発生医

学の共同研究拠点』活動においては、採択課題数を精選することで１課題あたりの共同

研究支援額を確保している。特に、本研究所の共通機器を用いた解析費用も支援対象と

することで、質量分析や次世代シークエンサー解析など最新の機器分析を比較的安価に

行うことを可能とし、実質的な共同研究の推進を担保している。支援額の充実は、研究

代表者以外の大学院生を含めた若手研究所の来所と情報交換につながっており、人材育

成による社会貢献として評価できる。また、採択者には実際に来所しての共同研究活動

を必須とすることで、実際に顔をつきあわせた議論と実のある共同研究の実施を促進す

るようにしている。来所した研究者には原則的に公開セミナーをお願いしており、熊本

の研究者・大学院生との情報交流を促進し、若手研究者の人材育成に貢献している。  
○人材育成への貢献  

大学院教育にも積極的に携わることで先端的研究を推進できる人材育成に貢献し、さら

に HIGO プログラムの中核組織として、アカデミアにとらわれず地域及びアジアで活躍

するリーダーの養成に貢献している。  
○研究成果の還元  

本研究所所属教員の多くは、文部科学省、日本学術振興会など各省庁、地域の各種団体

の委員を兼務し、研究・教育に関する意見交換、提言の発信、講演活動により社会及び

地域に貢献している。また、地元の中学生を対象とした模擬授業と研究室見学会は、参

加者からも高い評価を受けており、継続的に実施している。地場産業との共同研究によ

る研究用試薬の開発に成功する等地域に貢献している。  
○社会貢献活動の改善  

社会貢献活動の改善に関しては、個々の教員レベルにおいては教員の個人活動評価、組

織レベルにおいては、毎年度作成する共同利用・共同研究拠点実施状況報告書の作成を

活用して、自己点検と評価を継続的に行い問題点の抽出と改善に努めている。  
 
【改善を要する点】  
本学に対しては、地方中核都市に位置する大学として、地域との連携、研究中枢的機能、

指導的人材の養成、地域の産業振興が期待されている。この期待に応えるためには、社会

や地域のニーズの把握、本学の知的貢献に対する満足度調査等が不可欠である。しかし、

人的資源が限られている部局の活動には限界がある。このため、シーズ集システム等を活

用した、社会貢献・地域貢献の向上についての全学的な検討が必要である。  
 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  
観点 社会貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的

方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されているか。 
（観点に係る状況） 

本研究所の社会貢献活動に関する目的は、本研究所ホームページ上に公表している（資

料 C-1-1-1-1）。この目標のもと、本研究所の構成員による研究成果は、パンフレット、各

研究室のページ、ホームページのトピックス欄に掲載し、広く周知を行っている（資料 C-

1-1-1-2）。 
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）社会貢献活動の目標が具体的に策定され、本研究所のホームページにおいて

公表されている。本研究所の成果は、すべて本研究所ホームページ、パンフレット、ニュ

ースレター等により公表していることから、期待される水準にあると判断する。  
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観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  
（観点に係る状況）  
 大学附置研である本研究所の最も重要な社会貢献は、高いレベルの研究を遂行し、本研

究所の研究成果を発信し、これにより関連する学術分野の活性化と研究成果の産業界への

波及を図ることである。本研究所は、インパクトの高い論文を数多く発表しており、これ

らの研究成果をホームページにおいて速やかに発信するとともに、必要に応じてプレスリ

リースを配信し、マスコミからの取材を積極的に誘引している（資料 C-1-2-1-1）。 

さらに、文部科学大臣認定の『発生医学の共同研究拠点』および『拠点ネットワーク形

成事業』拠点として、学外の研究者との共同研究を積極的に支援している。採択された共

同研究課題に対しては、共同研究者の来所に要する旅費と研究実施に要する消耗品費を支

援する『共同研究・旅費支援』と共に、来所に要する旅費と解析費用を支援する『旅費支

援』の 2 本立てで行っている。これらの支援により、大学院生を含めた若手研究者の共同

研究への参画、本研究所への来所が実現しており、リエゾンラボ研究推進施設（LILA）に

よる最先端機器を用いた研究のサポートも相俟って実のある共同研究が実現している（資

料 B-1-2-1-4）。人材育成に関しては、ホームページの入学案内ページで入試情報を発信す

るとともに、継続的に大学院入試説明会・見学会を開催している（資料 C-1-2-1-2、C-1-

2-1-3）。加えて、本研究所を紹介するパンフレットや若手研究者・大学院生の活動を紹介

するニュースレターを作成し、学内外の関係者への配布を行っている。 

また、本研究所の教員の多くは、文部科学省・日本学術振興会等の各種委員会委員を兼

務しており、研究教育に関する意見交換、審査、提言の発信等に貢献している（資料 C-1-

2-1-4）。 

 



熊本大学発生医学研究所 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

35 
 

 

 



熊本大学発生医学研究所 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

36 
 

 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）本研究所の研究成果を、様々な媒体を用いて発信している。また、充実した

共同研究拠点活動による共同研究の推進と若手研究者の誘引による人材育成を実現してい

る。さらに、学外の各種委員の兼務などにより、研究教育に関する行政に貢献すると共に、

本研究所における研究成果を広く社会に還元している。以上のことから期待される水準に

あると判断する。  
 
観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して活動の成果が上がって

いるか。  
（観点に係る状況）  
 平成 29 年度に行った『発生医学の共同研究拠点』活動に関するアンケートにおいて、回

答者の 94.7%が本共同研究拠点活動の必要性を認めている。また、本研究所の共同研究課

題公募では、研究室主宰者ではない准教授、助教等が代表者として申請を行うことを可能

としている。学生やポスドクなど若手研究者が来所して参加することのできる本研究所の

共同研究に、回答者のほぼ９割が参加したいとの回答している。さらに、回答者の８割か

ら本拠点における共同研究が若手研究者（ポスドク、学生含む）の育成に有用であったと

回答している（資料 C-1-3-1-1）。 

 また、難治性疾患からの疾患由来の人工多能性幹細胞（iPS 細胞）の作製とそれを利用

した難病研究を平成 21 年度から継続している。外来因子フリーの難治性疾患由来 iPS 細

胞の委託作製とそのバンク化の研究を行い、作製した iPS 細胞を用いた難病の原因解明や

新しい治療法・治療薬の開発による難治性疾患の克服を目指す研究者への供与を行ってい

る（資料 C-1-3-1-2）。平成 29 年度は、筋萎縮性硬化症の治療薬の発見などの成果を挙げ

ている（資料 B-2-1-1-5）。 

 平成 28 年４月の熊本地震において、本研究所では共通機器を含めた高額機器に多大な

被害を受けた。特に、６階から９階にかけての高層階においては、中央実験台や棚が大規

模に損壊するなど、昼間の研究活動時間中の地震であったなら、人的被害も多大であった

と予想される。このような被害状況を鑑みて、本研究所教員、LILA スタッフが中心となり、

地震対策のための機器固定マニュアルを策定し、ホームページで公開している（資料 C-1-

3-1-3）。また、本研究所所長が、国立大学附置研究所・センター会議で地震対策の具体例に

ついて詳細な説明を行った。同会議での反応は大きく、本研究所の機器固定マニュアルに

ついての問合せもあり、社会的に大きな貢献をしていると考えられる。 

資料番号C-1-2-1-4 参画した学外委員等の兼務状況

26年度 27年度 28年度 29年度
文部科学省委員等 0 1 2 2
日本学術振興会委員等 4 5 8 10
他機関・大学等の委員 13 13 17 20
学術誌審査員等 58 79 67 94
学会シンポジウムの世話人等 12 8 13 17
出典：教員の個人活動評価書
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）『発生医学の共同研究拠点』活動に関するアンケートにおいて、回答者の 94.7%

が本共同研究拠点活動の必要性を認め、かつ若手研究者の育成において大きな役割を果た

していると回答を得ている。従って、研究者コミュニティにおいても本研究所の『発生医

学の共同研究拠点』『拠点ネットワーク形成事業』の活動は高く評価されていると考えられ

る。難治性疾患からの疾患由来の人工多能性幹細胞（iPS 細胞）の作製とそれを利用した

難病研究により難治性疾患の医療水準の向上に取り組み、治療薬の発見などの成果を挙げ

た。また、熊本地震での対応をもとにした機器固定マニュアル等は、他研究機関における

地震対策の一助となっている。以上のことから期待される水準を上回ると判断する。 

 
観点 改善のための取組が行われているか。  

（観点に係る状況）  
 本研究所で毎年実施している教員の個人活動評価において、社会貢献に関する項目を設

定しており、各教員による個人活動目標の設定と毎年度の進捗状況に係る個人活動評価、

これに対する所長の所見がフィードバックされることで、個々の教員レベルにおける社会

貢献活動の改善が行われている。  
また、拠点活動に関して毎年度作成する『共同利用・共同研究拠点実施状況報告書』、『発

生医学の共同研究拠点』中間評価、外部評価、『発生医学の共同研究拠点』活動に関するア

ンケート等を通じて、外部研究者の意見も取り入れながら、研究所における自己点検と評

価を行い、問題点の抽出と改善に取り組んでいる。  
 

（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）個々の教員レベルから組織レベルまでの自己点検・評価を行い、問題点の抽

出と改善を継続的に行っている。さらに、『発生医学の共同研究拠点』『拠点ネットワーク

形成事業』活動に関するアンケートや外部評価の実施により、外部研究者の意見を取り込

んだ改善に取り組んでいる。以上のことから期待される水準にあると判断する。  
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分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げているこ

と。  
観点 大学の地域貢献活動の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や

具体的方針が定められているか。また、これらの目的と計画が適切に公表・周知されて

いるか。  
（観点に係る状況）  
 地域貢献活動に関する目標については、本研究所の基本目標と基本方針における社会貢

献活動に関する目標において、地域の教育研究機関・行政・産業等の各種委員を務めるこ

とで、意見交換や提言等を行い、一般市民及び研究者への知の還元や啓蒙活動として、講

演会・セミナー・模擬授業・見学会・一般公開等を実施することを定めている。この目標

は、本研究所のホームページにおいて公表している（資料 C-1-1-1-2）。 

 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）地域貢献活動に関する目標が策定され、本研究所ホームページにおいて公表

していることから、期待される水準にあると判断する。  
 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  
本研究所の地域貢献活動に関する目標に基づき、地域の教育研究機関・行政・産業等の

各種委員を務めているほか、熊本市などの地方自治体主催の医療講演会において講演活動

等を積極的に行っている。 

また、九州・アジアの社会的ニーズを理解し地域と世界を結びつけて、諸問題の解決に

挑戦できるグローカル（グローバル+ローカル）なリーダーの育成を目的とする『HIGO プ

ログラム』の中核組織として主導的役割を果たしており、大学院教育における人材育成の

観点からも地域に貢献している。地元の中高生に対する模擬授業・研究室見学会も継続的

に実施しており、次世代の育成にも積極的に取り組んでいる（資料 C-2-2-1-1、C-2-2-1-

2）。 

平成 28 年 7 月には、地元農業ベンチャーとの共同研究により、再発乳がん細胞の抑制

効果が期待される大豆由来の天然化合物『グリセオリンⅠ』の量産技術を確立し、研究用

試薬を開発した（資料 C-2-2-1-3）。産学連携をさらに推進するため、共同研究受入の one 

stop 窓口として『グローカルサイエンス推進施設』を平成 29 年度に新設した（資料 C-2-

2-1-4）。 
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資料番号C-2-2-1-1研究者以外を対象としたシンポジウムの実施状況

件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数 件数 参加人数

26 1 50 2 120 3 33 6 203

27 2 400 1 80 2 220 5 700

28 0 0 1 150 0 0 1 150

29 0 0 1 60 5 267 6 327

○主なシンポジウム、公開講演会、施設の一般公開等の開催状況

対象 参加人数開催期間 区分 名称 概要

日本成人病予防
協会 第42回健康
学習セミナーin熊
本

大学院入試説明
会・見学会

八代中学生の発
生医学研究所見
学会

共同利用・共同研究拠点が持
ち回りで主催する一般向け公開
セミナー。本研究所長が、試験
管内での腎臓再生をはじめ、研
究所で行われている研究をわ
かりやすく解説した。内容は読
売新聞でも紹介された。

中高一貫教育高である八代中
学２年生（80名）を受け入れ、講
義二時間と研究現場の見学・研
究体験を実施した。

あなたと私はどうして違う？ 体
質と遺伝子のサイエンスについ
て概説した。

都立日比谷高校
英語による分子生
物学講座

国立大学共同利
用・共同研究拠点
「知の拠点セミ
ナー」

H29.9.15

H29.10.13

セミナー　（セミ
ナー・公開講座）
 

出前授業　（その
他）

学生

一般

出前講座（その
他）

学生

学生

60

JST スーパーサイエンスハイス
クール指定校の科学教育の一
環で、日本分子生物学会から
の講師派遣の形式で、「ショウ
ジョウバエを用いた発生遺伝学
研究」および「iPS細胞から試験
管内で腎臓を作り出す研究」と
タイトルで授業を行い、生徒35
名、教員１名が参加した。

36
熊本県立宇土高
校ロジックプログラ
ム

出典：共同利用・共同研究拠点中間評価用調書、国立大学法人研究所等の研究活動等状況調査

150

熊本大学発生医学研究所　大
学院入試説明会・見学会

41

H29.2.12

H29.4.22

セミナー　（セミ
ナー・公開講座）

説明会（その他） 学生

一般

80

JST スーパーサイエンスハイス
クール指定校の科学教育の一
環で、日本分子生物学会から
の講師派遣の形式で多能性幹
細胞・iPS細胞の再生医療への
応用と生殖細胞に関する医療と
の接点について英語で概説し
た。

50

H29.6.16

H29.7.21

見学・体験（その
他）

年
度

シンポジウム・講演会 セミナー・公開講座 その他 合計
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）地域貢献に関する目標のもと、各種委員への兼務、講演活動の実施により、

本研究所の研究成果を積極的に地域に還元している。また、HIGO プログラムの中核組織と

してグローカルリーダーの輩出に大きく貢献している。さらに、次世代を担う中学生への

模擬授業・研究室見学会の継続的な実施等により、地域の人材育成に貢献している。地場

産業との共同研究による研究用試薬の開発等、本研究所の研究成果を地域に活かす取組も

行っている。産学連携を推進するため『グローカルサイエンス推進施設』を新たに設置し

た。以上のことから期待される水準を上回っていると判断する。 

 

観点 活動の実績及び活動への参加者等の満足度等から判断して、活動の成果が上がっ

ているか。  
（観点に係る状況）  
 HIGO プログラムの活動は、マスコミにおいても極めて肯定的に取り上げられている。ま

た、地域の中高生を対象とした模擬授業及び研究室見学会は、参加者から高い評価が得ら

れている（資料 C-2-3-1-2）。 
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）『グローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム（HIGO）』がマスコミ

に肯定的に取り上げられ、本研究所における地域貢献活動が継続的に行われていることか

ら、期待される水準にあると判断する。 
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観点 改善のための取組が行われているか。  
（観点に係る状況） 

 各教員は、教員の個人活動評価の一環として、社会貢献に関する項目において地域貢献

活動に関する個人活動目標を設定し、毎年度の活動に取り組んでいる。毎年度の活動結果

に係る個人活動評価を行い、これに対する所長の所見がフィードバックされることで、個々

の教員レベルにおける地域貢献活動の改善が行われている（資料 C-2-4-1-1）。 

また、拠点活動に関して毎年度作成する『共同利用・共同研究拠点実施状況報告書』、『発

生医学の共同研究拠点』中間評価、外部評価（平成 29 年度実施）等を通じて、個人から研

究所組織までの自己点検と評価を継続的に行い、問題点の抽出と改善に取り組んでいる（資

料 C-2-4-1-2）。 
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）個人から組織レベルまでの自己点検・評価を継続的に行い、問題点の抽出と

改善を行っている。さらに、外部評価を実施し、外部研究者の意見を取り込んだ改善に取

り組んでいる。以上のことから期待される水準にあると判断する。  

資料番号C-2-4-1-2 外部評価を踏まえた改善策

出典：中間評価調書

　非常勤研究員（特定事業研究員）の公募を行い、例年４名を採
用し、研究分野に応じて、教授・独立准教授が主宰する９の専任
分野（細胞医学分野、分子細胞制御分野、染色体制御分野、多
能性幹細胞分野、組織幹細胞分野、幹細胞誘導分野、脳発生分
野、腎臓発生分野、生殖発生分野）に配置している。また、部局
留保ポストを活用して、助教の採用も段階的に進め、専任分野の
強化を図る。

　共同研究による成果として、国際一流誌
へ多数発表が見られ、発生医学のみなら
ず、科学全般にわたるコミュニティに貢献し
ていると判断される。採択研究数を絞り、１
件あたりの研究費を確保して、実質的な共
同研究を進めて行くという拠点の方針は理
解できるが、（厳選された）採択課題が実際
に成果に結びついているのか、検証してい
ただきたい。

　共同研究拠点としての活動を開始した平成22年度以降の、共
同研究による論文・成果を再度整理し、検証を行う。また、共同研
究による論文・成果をホームページに掲載することで、研究の推
進や社会貢献に資するとともに、応募件数の増加も目指す。

外部
評価

H29

自己点検評価を
基にして、東京
医科歯科大学難
治疾患研究所長
と群馬大学生体
調節研究所長か
ら外部評価を受
けた。評価結果
に基づいて、共
同利用・共同研
究拠点活動の改
善点について検
討を行った。

【東京医科歯科大学難治疾患研究所長】

　共同研究支援については「リエゾンラボ研
究推進施設」の設置、運営が新しい試みと
して注目される。利用者の声を反映させる
仕組みとしてはよく考えられた組織であり、
今後、どのように共同研究支援に有効に活
かされるのか注目したい。

　 「リエゾンラボ研究推進施設」は、学内外の研究者や大学院生
の研究を支える最先端の研究技術や解析機器に対応した統括的
支援事業を行っている。
　 また、発生医学研究所は、平成29年度に国立開発法人科学技
術支援機構（ＪＳＴ）の先端研究基盤共用促進事業（新たな共用
システム導入支援プログラム）に採択された国際先端生命科学研
究推進センター（ICALS）に参画している。同プログラムを推進する
会議体に「リエゾンラボ研究推進施設」のメンバーを参加させ、生
命科学系の部局が保有する独自の共用設備・機器の共有化に取
り組み、共同研究支援のさらなる拡充を目指す。

【群馬大学生体調節研究所長】

　各分野に所属するPI以外の教員は1～２
名と少ないにも拘わらず、発表論文は、全
体的に質・量とも充実している。科学全般に
関わる一流国際誌、幹細胞や発生分化分
野におけるトップジャーナルに、コンスタント
に発表されている。赴任期間が浅い教員も
いるので一概には言えないが、分野により
研究発表業績の量・質に多少差があり、研
究人員など研究環境の差に一因がある場
合は、ポスドクなどの配置により強化する必
要がある。

区分
実施
年度

評価実施方法 主な指摘内容等 指摘を踏まえた改善のための取組
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４．質の向上度の分析及び判定  
（１） 分析項目Ⅰ 大学の目的に照らして、社会貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  
 
『重要な質の変化あり』  

 
『改善、向上している。』  

 
 大学附置研において最も重要な社会貢献は、国際水準の先端研究活動の推進と外部研究

者との共同研究等による科学研究の振興である。本研究所は、高い研究レベルを維持し、

インパクトの高い研究成果を発表している。また、文部科学大臣認定の『発生医学の共同

研究拠点』に継続的に採択されたのに加え、新たに『拠点ネットワーク形成事業』も開始

し、採択数を精選した充実した研究支援による共同研究を積極的に推進し、若手研究者の

人材育成にも貢献している。さらに、難治性疾患からの疾患由来の人工多能性幹細胞（iPS

細胞）の作製とそれを利用した難病研究により難治性疾患の医療水準の向上に取り組んで

おり、平成 29 年には糖代謝異常症や神経変性疾患の病態解明と治療薬開発の成果を挙げ

ている。これらの取組は、改善を行いながら継続的に実施され、着実に成果を上げている

ことから、改善、向上していると判定する。 

 
 
（２） 分析項目Ⅱ 大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  
 

『重要な質の変化あり』  
 
『改善、向上している。』  

 
 本研究所では、地域の各種委員会活動に委員として参画するとともに、講演活動を行い、

研究成果の地域への還元を行っている。また、地場産業との共同研究による研究試薬の開

発等、研究成果による地域貢献につなげている。地域との産学連携をさらに推進するため

に『グローカルサイエンス推進施設』を新設した。また、HIGO プログラムの中核組織とし

て、地域及びアジアで活躍するリーダーの養成に貢献するとともに、地域の中高生に対す

る模擬授業等の継続的な実施等による次世代育成にも積極的に取り組んでいる。以上のこ

とから、本研究所の地域貢献活動は、改善、向上していると判定する。 
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Ⅳ 国際化の領域に関する自己評価書  
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１．国際化の目的と特徴  
 発生医学研究所は、国際化の目的として、『国際的に活躍するリーダーを育成する博士課

程教育リーディングプログラム等を積極的に実施することで、国際水準の先端研究とグロ

ーバル人材育成を推進する』ことを掲げ、国際化を達成するために以下の５つの計画を挙

げている。 

①  グローカルサイエンス推進施設の活動を通して国際シンポジウムを定期的に開催

し、海外の学術機関と連携して、先端的な学術研究および国際共同研究を推進する。 

②  10 年間の文部科学省 COE 事業の実績を継続的に発展させ、および『発生医学の共

同研究拠点』の国際化を通して、国際的に卓越した教育研究拠点を形成する。 

③  本学が重点を置く国際化戦略を活かして、本研究所で研究する学生を海外に送り

出し、留学生・外国人研究者を積極的に受け入れ、教育・共同研究を行う。 

④  博士課程教育リーディングプログラムにおいて、国際・地域社会と生命科学を理解

し、アジア・日本の学術・産業・行政等で活躍する健康生命科学のリーダーを育成

する。 

⑤  本学の研究大学強化促進事業(生命科学国際共同研究拠点)と国際先端医学研究拠

点施設の活動に協力する。 

 博士課程教育リーディングプログラム『グローカルな健康生命科学パイオニア養成プロ

グラム（HIGO）』は、九州・アジアの社会的ニーズを理解し、地域と世界を結びつけて、

グローカル（グローバル＋ローカル）に様々な課題を解決できる人材を育成するプログラ

ムであり、本研究所はその中核組織の１つとして健康生命科学の国際的リーダーの育成に

携わり、アジア諸国から多くの留学生も受け入れている。 

 さらに、研究活動の国際化を強力に推進するための取り組みも行っている。例えば、平

成 28 年度には、海外大学に所属する学生を一時受け入れできるように『インターンシッ

プ学生受け入れプログラム実施要項』を制定した。また、海外研究者の招聘等を円滑に行

うため、平成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』を新設した。さらに、国際共

同研究活動の拡大を図ることを目的に、共同研究支援への海外からの応募を可能とするよ

う改め、応募要項・応募書式の英語版を作成した。 

 定例のリエゾンラボ研究会（HIGO 最先端セミナー）や、リトリートは英語で開催し、

複数の国際シンポジウムを主催している。さらに、所内の情報については、原則すべて英

語で共有できるようにしている。特に、熊本地震の経験を踏まえて、災害等緊急時の行動

指針等もいち早く英語化を進めた。このような活動を通して、留学生も含めた英語コミュ

ニケーションの促進を図っている。 

 一方、本研究所の国際的な認知度を向上させる取り組みも進めている。本研究所のホー

ムページは英語化を進めており、基本的な情報は全て英語でアクセス可能になっている。

また、本研究所の研究を紹介するパンフレットについても英語版を作成している。 

 

［想定する関係者とその期待］  
 本研究所が国際化を推進するにあたって想定している関係者とその期待は以下の通りで

ある。  
 医薬生命科学分野の研究教育機関の関係者からは、国際的な研究環境での世界水準

の研究成果と、国際的視野と競争力を持った研究者の輩出を期待されている。  
 アジア地域に進出する企業の関係者からは、高度の専門的知識とアジア社会に対す

る理解を持った人材の輩出が期待されている。  
 保健・医療行政の関係者からは、国際的感覚と高度の専門知識を持った人材の輩出

を期待されている。  
 医薬生命科学を志す国内外の大学生・大学院生・高校生からは、国際化された環境

での高度な生命科学の研究教育を受け、世界水準の研究に携わる機会が得られるこ

とが期待されている。また、国際的視点から専門知識を社会に還元できる能力を身
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につける機会が得られることも期待されている。  
 一般市民からは、国際的な研究環境で達成された世界水準の研究成果が広く社会に

還元されることが期待されている。  
 
２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  
○国際水準の研究教育の推進 

従来より、海外研究者との共同研究、海外研究者の研究所への招聘、海外学生のインタ

ーンシップ受入などを積極的に行っているが、この活動をさらに円滑に進めるために平

成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』を設置した。海外研究者の来所セミナー

や国際シンポジウム等も定期的に開催している。 

○大学院教育の国際化 

大学院教育の国際化に関して、平成 19-22 年度のグローバル COE に引き続き、平成 24 年

度より博士課程リーディングプログラム『グローカルな健康生命科学パイオニア養成プ

ログラム（HIGO）』を主導している。プログラムコーディネーター以下４名の本研究所所

属の教授が中核となり、医学教育部・薬学教育部・社会文化科学研究科・政策創造研究

教育センターの協力の下に、アジアを中心にローカルかつグローバルに活躍するリーダ

ーの育成を推進している。 

○研究教育の国際化 

研究教育の国際化を推進するため、研究所の主要な活動を英語対応にしてきた。特に、

研究所主催のリエゾンラボ研究会（HIGO 最先端セミナー）は発表・質疑応答を英語化し

ている。また、平成 29 年度に行った発生医学研究所リトリート（於、南阿蘇）も英語化

して開催した。研究所内の各種活動、機器予約、災害等緊急時の行動指針等の情報共有

は全て英語に対応している。また、外部に対しても本研究所の主要な情報、研究成果発

信（New Press）は、英語 WEB ページも含めて恒常的に更新している。熊本市での生活情

報等も英語版を掲載し、留学生支援の一助となっている。 

 

【改善を要する点】  
 国際化に関する取り組みは、恒常的に改善が図られている。現在の取り組みを強力に推

進していくことが重要である。   
 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ  目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げていること。 
観点 国際化の目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が

定められているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  
（観点に係る状況）  
 本研究所の国際化の目的として、国際的に卓越した教育研究拠点形成を実現する 21 世

紀 COE とグローバル COE を継承し、発展させ、『国際的に活躍するリーダーを育成する博

士課程教育リーディングプログラム等を積極的に実施することで、国際水準の先端研究と

グローバル人材育成を推進する』こととし、国際化を推進するための計画・指針として５

項目を定め、ホームページ上で公開している（資料 D-1-1-1-1）。 

 また、平成 24 年度から本研究所所属のプログラム担当者が主導している HIGO プログラ

ムでは、『健康生命科学』の分野で、九州・アジアの地域の社会と産業界のニーズを理解し、

グローカル（グローバル＋ローカル）に諸課題を解決できる理系ジェネラリストともいう

べき博士人材の育成を目指している。そしてアジアへの玄関口でもある熊本・九州から、

① 企業のアジア進出を推進するリーダー 

②  国内外の医療行政に携わるリーダー  
③  国際的に活躍する研究教育リーダー  
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の育成を進めている。これら目的と方針は、HIGO プログラムのホームページにおいて広く

公開されている（http://www.imeg.kumamoto-u.ac.jp/concept/、 

http://higoprogram.jp/message/、http://higoprogram.jp/about/）（資料 D-1-1-1-2）。 

 

 
（水準）期待される水準にある。  

 
（判断理由）国際化に対する目的、計画、方針は策定されており、ホームページ上で公開

されていることから、期待される水準にあると判断できる。  
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観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  
（観点に係る状況）  
 国際共同研究を推進するために、『発生医学の共同研究拠点』の旅費支援において、平成

29 年度公募分から海外の研究者も申請できるように規則を改正した（資料 D-1-2-1-1）。さ

らに平成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』を設置し、国際共同研究と人材交流

を組織的に促進する体制を整えた（資料

C-2-1-1-4）。 

 本研究所は、国際化に対応可能な組織

体制の整備を進め、外国人に対する各種

支援と受け入れ促進のための取り組みを

行ってきた。例えば、毎週の定例研究集会

である『リエゾンラボ研究会』（資料 D-1-

2-1-2）は、英語による講演と質疑応答を

行うと共に、新たに平成 28 年度より開始

した『情報交換会』も英語で開催している

（資料 D-1-2-1-3）。平成 29 年度に開催し

た発生医学研究所リトリートも完全英語

化して開催した（資料 D-1-2-1-4）。リエ

ゾンラボ研究推進施設（LILA）では（博士

号を持ち）英語が堪能な技術スタッフを

配置し、共通機器予約システムや研究成

果を広報する New Press を英語化するばかりでなく、災害等緊急時の対応マニュアルも英

語化して公開している（資料 D-1-2-1-5）。 

 平成 26 年度に引き続き、平成 29 年度には国際シンポジウム（KEY Forum 2018 Stem Cell 

Traits and Developmental Systems、熊本国際交流会館）を主催した（資料 D-1-2-1-6）。

また、平成 29 年度にカナダ・トロント大学（資料 D-1-2-1-7）、平成 28 年度に理研 CDB（資

料 D-1-2-1-8）、平成 29 年度に東京医科歯科大学との合同ミニシンポジウム（資料 D-1-2-

1-9）等を開催した。その他にも、学会等で来日した著名な外国人研究者を熊本に招聘して

セミナーを開催した（資料 D-1-2-1-10）。これらは全て英語で開催し、留学生も含めた活

発な情報交換と議論を可能とする場を提供した。 

 本研究所は博士課程リーディングプログラム『グローカルな健康生命科学パイオニア養

成プログラム HIGO』の中核組織の１つとして、大学院生・若手研究者の研究・教育に携わ

ってきた。HIGO プログラムでは、国際的な教育研究環境を構築するため、留学生の積極的

なリクルートを行っており、インターネットを介した大学院受験を可能としている。また、

全ての授業を英語化している。科学英語のプレゼンテーション・論文作成に関する語学研

修に加えて、留学生に対しては日本語研修、日本人を対象とした中国語研修を行うことで、

留学生の生活支援とアジア圏を意識した国際化に取り組んでいる。さらに、海外の行政機

関・企業・大学等も含めた各種インターンシップを実施し、グローカル社会における課題

設定、解決能力の向上を目指す教育を進めている（資料 D-1-2-1-11）。 

 このような国際化への取り組みにより、平成 28-29 年度に、延べ 16 名の外国人留学生が

研究所に在籍し、２名が博士号を取得した（資料 D-1-2-1-12）。また、新たにインターン

シップ学生受け入れプログラム制度を策定し、２名の外国人学生が短期滞在して研究指導

を受けた（資料 D-1-2-1-13）（中期計画番号 40）。 
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資料番号D-1-2-1-12 留学生の修了状況

9月 12月 3月 修了生の進路

平成26年度 2 ・熊本大学発生医学研究所

平成27年度 1 1 ・ワシントン大学

平成28年度 1 ・和歌山県立医科大学

平成29年度 1※

※HIGOプログラム修了者

出典：生命科学系事務課提供資料

資料番号D-1-2-1-10 海外研究者の来所セミナー（グローカルサイエンス推進施設設置後）

May. 17 David Bryder, Lund University, Sweden Liaison Lab Seminar

July. 4
Canada – IMEG joint mini symposium
（カナダ3名)

Mini symposium

July. 5 Katsura Asano, Kansas State University The 310th IMEG Seminar

July. 12 Kotaro Fujii, Stanford University IMEG Seminar

Jan. 11-12
The 3rd KEY Forum（ドイツ、アメリカ、中国、
シンガポールから5名）

International Symposium

Mar. 23 Keisuke Kaji, University of Edinburgh The 332th IMEG Seminar

FY2018 Apr. 20 University of Edinburgh（3名) Mini symposium

出典：発生医学研究所ホームページ

FY2017
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）従来より継続している研究所活動の英語化や HIGO プログラムを通した国際

的な研究教育に加えて、国際共同研究を促進するための新たな制度の制定や『グローカル

サイエンス推進施設』などサポートシステムの構築を積極的に進めており、計画に基づい

た活動の実施状況は期待される水準を十分に上回ると判断できる。 

 

資料番号D-1-2-1-13 発生医学研究所インターンシップ学生受入プログラム実施要項

熊本大学発生医学研究所インターンシップ学生受入プログラム実施要項 

 
平成２８年６月２３日発生医学研究所運営委員会承認

 

（趣旨） 

第１ この要項は、発生医学研究所において他の大学及び研究機関に在籍する学生等を短期間受け入れ、主として研究指

導を実施するプログラムに関し、必要な事項を定める。 

（目的） 

第２ このプログラムは、発生医学研究に強い関心及び意欲を持つ学生等にインターンシップの機会を与えることによ

り、本学が行う研究活動への関心を高め、発生医学研究を志向する人材を育成するとともに、本学における国際交流の

活性化を図ることを目的とする。 

（名称） 

第３ プログラムに参加する学生等は「IMEG Research Intern」（以下「インターンシップ学生」という。）と称する。 

（受入期間） 

第４ インターンシップ学生の受入期間は原則として２週間以上１６週間以内とする。 

（申請手続き） 

第５ インターンシップ学生として受入を希望する学生等（以下「受入希望学生」という。）は、希望する受入開始日の

1 ヶ月前までに別に定める様式により発生医学研究所長（以下「所長」という。）に対し申請を行わなければならない。

（選考） 

第６ インターンシップ学生の選考は、受入希望学生が指導を希望する主任研究者（以下「PI」という。）の意見を踏ま

え、所長が行う。 

（受入許可） 

第７ 所長は、第４により選考された者で所定の手続きを経たものについて受入を許可する。 

（活動内容） 

第８ インターンシップ学生の活動内容は、本人の申請内容を踏まえ、所長と指導を行う PIが定める。 

（修了証書の発行） 

第９ インターンシップ学生の活動の評価はレポート、平素の活動状況等に基づき指導する PI が行い、修了したと認め

られる場合、所長は修了証書を発行する。 

（参加費） 

第１０ 参加費は無料とする。 

（旅費等の支援） 

第１１ 所長は、インターンシップ学生に対して旅費及び滞在費の全部又は一部を支援することができるものとする。 

（弁償等の義務） 

第１２ インターンシップ学生は、受入期間中において故意又は重大な過失により本学の施設、機械、器具等を亡失また

は損傷したときは、速やかに復元し、又はその損傷を弁償しなければならない。 

（遵守事項） 

第１３ インターンシップ学生は、旅行保険等へ自己加入しなければならない。 

２ インターンシップ学生は、この要項に定めるもののほか、本学の規程を遵守するとともに、PI の指示に従わなけれ

ばならない。 

（雑則） 

第１４ この要項に定めるもののほか、本プログラムに関し必要な事項は、所長が別に定める。 

 

附 則 

 この要項は、平成２８年６月２３日から施行する。 



熊本大学発生医学研究所 分析項目Ⅰ 

59 
 

観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して活動の成果があがっているか。 
（観点に係る状況）  
 平成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』を新設し、国際的な人材交流が促進さ

れた。平成 29 年度の国際シンポジウム（ KEY Forum 2018 Stem Cell Traits and 

Developmental Systems、熊本国際交流会館）では、海外より５名、国内の研究機関より８

名、本研究所若手研究者を含めたトランスオミクス医学研究拠点ネットワークより 13 名

の口頭発表を招聘すると共に、ポスター発表 32 演題、総計 145 名（外国人 20 名）の参加

があった（資料 D-1-2-1-6）。他のシンポジウムの開催状況は以下の通りである。平成 29 年

度のカナダ・トロント大学研究者との合同ミニシンポジウム（参加者 44 名、外国人 10 名）

（資料 D-1-2-1-7）、平成 28 年度の理研 CDB との合同シンポジウム（参加者 84 名、外国人

11 名）（資料 D-1-2-1-8）、平成 29 年度の東京医科歯科大学との合同ミニシンポジウム（参

加者 38 名、外国人３名）（資料 D-1-2-1-9）。その他にも、学会等で来日した著名な外国人

研究者 7 名を熊本に招聘してセミナーを開催した（資料 D-1-2-1-10）。 

 本研究所では、外国人留学生を恒常的に受け入れている。博士課程の留学生受入実績は、

平成 28 年度７名、29 年度９名であった。研究所に所属する博士課程の大学院生に占める

留学生の割合は平成 27 年度 36％であったのに対して、平成 28 年度 41％、平成 29 年度

53％と増加している（資料 D-1-3-1-1）。このように、留学生の受け入れ状況は良好である。 

 平成 28-29 年度の日本人を含めた博士号取得者の内、３名が大学等学術研究機関におい

て博士研究員となっているが、そのうち１名は海外の研究機関で研究に従事しており、海

外で活躍する研究者を輩出している（資料 D-1-2-1-12）。国内学生・研究者の海外派遣に

ついても、各種旅費支援制度も活用して積極的な支援を行ってきた（資料 D-1-3-1-2、D-

1-3-1-3）。 

 外国人研究者の受け入れについては、平成 28 年度２名、29 年度１名であった（資料 D-

1-3-1-2）。さらに、新たに策定したインターンシップ制度を活用して、短期留学生を平成

28、29 年度に各１名受け入れた（中期計画番号 40）。 

 
 

資料番号D-1-3-1-1 大学院生・留学生数

出典：外部評価参考資料

区         分
平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

25

平均

うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人 うち外国人

平成29年度

(7.3)17 (9) 22.0博士後期課程 23 (4) 28 (8)

うち社会人ＤＣ 1 (0) 3 (0) 1 (0)

(9) 17 (7)

1 (0) 1.6 (0.0)

修士・博士前期課程 6 (0) 9 (0) 5 (0.0)4 (0) 5.6

2 (0)

(0) 4 (0)

うち社会人ＭＣ 1 (0) 0 (0) 1 (0) 0.6 (0.0)

学 部 生 9 (3) 6 (0) 5

0 (0) 1 (0)

35 (9) 25 (7)

(0) 4 (0)

合 計 38 (7) 43 (8) 27 (9) 26.0 (8.0)

(0.5)6 (0) 6.0
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資料番号D-1-3-1-2 留学生の受入、研究者の海外派遣・外国人研究者、外国人研究者の在籍状況

◆留学生の受入状況

◆研究者の海外派遣状況・外国人研究者の招へい状況

派遣状況 招へい状況 派遣状況 招へい状況 派遣状況 招へい状況 派遣状況 招へい状況

1 3 1 2 1 6 2 14

2

1 2 1 2 1 6 14

1 2 3

1 1 2 1 9

1 1 2 1 2

1

1 1

◆外国人研究者の在籍状況

平成27年度

8

0

0

0

平成29年度

9

0

0

0

平成28年度

7

0

0

0

0

0

区　分

①アジア

②北米

③中南米

④ヨーロッパ

⑤オセアニア

⑥中東

⑦アフリカ

合計

平成26年度

6

0

0

派遣先国

①アジア

②北米

その他の事業

当該法人による事業
事業区分

文部科学省事業

⑦アフリカ

⑥中東

⑤オセアニア

④ヨーロッパ

③中南米

平成28年度 平成29年度

0

0

平成26年度

0

1

0

9

0

0

0

7

0

9

0

2

8

日本学術振興会事業

平成27年度

合計

出典：共同利用・共同研究拠点中間評価用調書、国立大学法人研究所等の研究活動等状
況調査、給与人事システム

退職等年月日
平成26年10月1日～平成27年8月19日
平成28年10月1日～平成29年3月31日
平成28年4月1日～平成29年3月31日
平成29年10月1日～平成30年3月31日

国籍
エジプト
カナダ
エジプト
インド

職名
文部科研研究員
厚労科研研究員B
技術補佐員
文部科研研究員

資料番号D-1-3-1-3 大学院生の海外派遣状況

海外渡航者数 6 (2) 4 (2) 1 6 (5)
（ ）は外国人留学生で内数

出典：生命科学系事務課提供資料

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）海外の研究者を招聘したシンポジウムやセミナーを継続的に実施している。

また、HIGO プログラムの中核組織として、留学生の研究教育に積極的に取り組んでいる。

留学生が着実に博士号を取得して巣立っていること、博士号取得後海外の研究機関で活躍

する研究者を継続的に輩出していることからも、研究所全体の国際化の取り組みの成果が

上がっていることを反映している。本研究所に所属する学生に占める留学生の割合が増加

していることから、外国人留学生にとって満足する研究環境において、研究指導が適切に

行われていると考えられる。 

 
観点 改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  
 本研究所では、平成29年度に自己点検を行い、外部有識者による評価を受けた。国際化

に関連するコメントとしては、『海外共同研究者の来所数増加が望まれる。国際シンポジウ

ム・セミナーの開催回数は増加している(２年間で13回)が、一部の専任教授の貢献が大き

く、より全体的に参画を高めていく必要がある』との指摘を受けた（資料D-1-4-1-1）。本

研究所では、国際シンポジウムやセミナー開催に係る教員への負担軽減を図るため、平成

29年度に『グローカルサイエンス推進施設』を設置し、国際セミナー開催のための海外研

究者招聘手続きを一元化した（資料C-2-1-1-4）。さらに、海外大学に所属する学生を一時

受け入れできるように『インターンシップ学生受け入れプログラム実施要項』を制定した

（資料D-1-2-1-13）。  

 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）国際化を促進するための新たな制度の制定やサポートシステムの構築を積極

的に進めている。このような新たな制度を活用して、インターンシップにより本研究所に

短期間滞在して研究活動を行った海外大学所属学生や、熊本にセミナー招聘した著名研究

者が着実に増えている。一方、国際化への取り組みに対する学生・研究者の満足度につい

て、今後定量的に解析する必要がある。そのため、当該関係者を対象にしたアンケートの

実施を検討する。  

資料番号D-1-4-1-1 国際化に対する外部評価

出典：外部評価書

研究所が主催する発生医学に関する国際シンポジウム（KEY Forum）は、国内外の一流

研究者を招いた内容の濃いものであり、国際学術ネットワーク構築にも大きな貢献をして

いると高く評価している。

大学院教育と国際化

昨今の我が国全般に見られる大学院志願者数の低下を反映し、当研究所の博士号取得

者数も、少なくなっている。しかし、研究所インターシップ学生受入プログラムの実施に

よる外国研究機関からの学部学生や、タイ国大学のダブルディグリー制度を利用した大

学院生の受け入れにより、最近、受け入れ大学院生の外国人が増えていることは評価で

きる。現時点では、留学生の出身地はアジアに限られているようであるが、今後、国際交

流推進による、一層の外国人学生獲得の取り組みは必要であろう。この点、熊本大学

は、国際先端医学研究機構、国際交流会館など、他大学に先駆けて外国人研究者の受

け入れ体制が進んでいると考えられるので、これら組織との連携強化により、より国際的

な研究組織への発展が望まれる。国際研究先端拠点、産学連携から国際共同研究の

コーディネイトを行う「グローカルサイエンス推進施設」などの設置は、個人間の努力に

依存しがちな国際交流を組織的に推進するものとして期待される。
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４．質の向上度の分析及び判定  
 
（１）分析項目Ⅰ 目的に照らして、国際化に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること。  
 

『高い質を維持している。』 

 

（判断理由） 

 本研究所では、21 世紀 COE, グローバル COE に引き続き、博士課程教育プログラム『グ

ローカルな健康生命科学パイオニア養成プログラム（HIGO）』においても中核組織として運

営に関わっている。このような大学院教育プログラムの目的実現に向けて、留学生の積極

的なリクルート、研究所におけるセミナー・リトリート等の英語化を積極的に進めている。

また、国際シンポジウムの主催や海外著名研究者の招聘セミナー、国内研究機関との合同

シンポジウム等も充実させており、熊本・九州地域における生命科学研究のハブとして機

能している。さらに、ホームページにおける情報発信、研究サポート体制についても英語

化は完了しており、緊急時の災害対策マニュアルの英語化も行った。国際共同研究と人材

交流を促進するために『グローカルサイエンス推進施設』を新設するなど、改善のための

取り組みも積極的に進めている。研究環境の英語化、留学生の受入と生活サポート、海外

への積極的な情報発信、国際共同研究を促進するための取り組みなど､国際化に向けた活

動が適切に行われ成果を挙げており、高い水準を維持している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



熊本大学発生医学研究所 

63 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ 管理運営に関する自己評価書  
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１．管理運営の目的と特徴  
発生医学研究所の管理運営の目的は、物的・人的両面における研究環境の整備・維持、

本研究所の活動全般の効果的かつ効率的な推進である。所長・副所長のリーダーシップの

もと、教員と事務・技術職員、学生等が協働して、本研究所の活動全般について適切かつ

機動的な施策に取り組んでいる。本研究所の管理運営、研究及び教育に関する重要な事項

は、本研究所の専任教授及び学内関連部局の教授から構成される発生医学研究所運営委員

会において決定される。運営委員会の権能の一部を代議員会に委譲し、意思決定を迅速化

している。 

所長は、随時、教授懇談会・教員懇談会を開催し、所属教員の意見の集約と調整を図っ

ている。また、必要に応じて、ワーキンググループを設置し、本研究所の機動的な管理運

営に対応している。 

『共同利用・共同研究拠点（発生医学の共同研究拠点）』の管理運営については、所内専

任教員と外部委員から構成される運営協議会を置いている。『トランスオミクス医学研究

拠点ネットワーク形成事業』については、各拠点の所長に教授数名が加わった、トランス

オミクス医学研究拠点ネットワーク形成推進会議が管理運営を行っている。また、熊本大

学博士課程教育リーディングプログラム『グローカルな健康生命科学パイオニア養成プロ

グラム HIGO』推進の中核組織として、プログラムコーディネーター及び運営委員として教

授数名が参画し、管理運営にあたっている。本研究所教員は全学委員会に委員として参画

し、全学的な施策の情報を収集し、本研究所の管理運営に反映させている。 

平成 29 年度には、『リエゾンラボ研究推進施設（LILA）』及び国際先端医学研究機構が文

部科学省『先端研究基盤共用促進事業』に共同採択された。最新の技術革新や解析機器保

守を共通的に行い、学内外の研究者や大学院生の研究を支援する LILA は、生命科学系の先

端機器の共同利用体制の構築の基盤組織として、本学が特色とする発生医学分野の研究の

質の向上及び国際化強化に貢献している。 

さらに、研究所の国際化から産学連携までの一元窓口として『グローカルサイエンス推

進施設』を設置した。同施設は、海外の研究者を招聘して国際シンポジウム（KEY Forum 

2018）やワークショップ・セミナーを積極的に開催し、本学の国際的な共同研究の推進に

貢献している。 

 
［想定する関係者とその期待］  
 本研究所の教職員、大学院生及び学内外の共同研究者並びに一般市民を、管理運営の関

係者として想定している。 

研究面においては、発生医学研究の推進と優れた研究環境・研究設備、研究の利便性の

向上が期待されている。特に、『共同利用・共同研究拠点』は、全国レベルの研究者コミュ

ニティの研究拠点として、共同研究の推進による研究の相互発展が大いに期待されている。 

教育面においては、大学院医学教育部及び薬学教育部の大学院生から先端的研究指導等

が期待されている。また、アジア・九州の一般市民をも含めた関係者から、『グローカルな

健康生命科学パイオニア養成プログラム HIGO』により、グローカルに活躍する健康生命科

学のリーダーの輩出が期待されている。 
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２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  
○運営体制  

運営委員会及び代議員会の審議機関のほかに、教授懇談会、教員懇談会を随時開催する

とともに、各種ワーキンググループの設置や研究支援会議の定例開催により、所内の意

見の集約と刻々と変化する研究情勢に迅速に対応できる体制が整備されている。広報に

ついては、本研究所ホームページを主な情報発信手段として、頻繁な情報公開とアップ

デートに努めている。また、概要、ニュースレターの紙媒体も発刊し、本研究所の研究

活動等様々な情報を紹介している。また、大学院学生確保のため、年一回、大学院入試

説明会・見学会を行っている。  
○研究設備・機器の整備運営の共通化  

特筆すべき点として、共通実験室の効率的配置及び充実した共通利用実験機器の配備が

挙げられる。研究室単位では導入困難な大型かつ高額の研究設備を、共通機器として導

入・維持管理を行い、最先端、最高水準の研究を支えている。共通機器の多くは、共同

利用・共同研究に供され、広く学内外の研究者が利用している。これらの機器を機能さ

せるための制度整備として、高度に専門的な操作、保守管理、機器講習会の実施、受託

解析を行う技術職員を擁する LILA を設置している。LILA を中核とした研究設備・機器

の整備運営方式は、文部科学省からも注目され、『先端研究基盤共用促進事業』に先鞭を

つけたものとして評価できる。 

○安全対策 

安全対策については、研究支援会議を通じて危機管理に係る点検を定期的に指示してい

る。頻発する大規模災害に鑑み、事故・火災対策、避難の方法を日本語・英語でマニュ

アル化して制定し、所内の随所に掲示し、研究所構成員への周知を徹底している。特に、

平成 28 年熊本地震の教訓を踏まえて災害対策マニュアルを更新するとともに、新たに

実験機器などの耐震対策・固定法についてのマニュアルを制定し、ホームページに公表

している。耐震対策・固定法については学外からの問い合わせも多く、所外機関の管理

運営の一助ともなっている。 

○不正防止対策 

研究活動の不正防止対策等については、大学の規定を遵守して適切に実施している。特

に、研究活動の不正防止対策に関しては、『熊本大学発生医学研究所における倫理規範に

則った研究の実施に関する指針』の策定、『研究費の適切な使用についての講習会』の開

催等を行っている。また、研究室ごとに NAS サーバーを設置し、電子データの保持・保

護と共に、研究不正防止にも役立つデータ管理体制を構築している。 

 
【改善を要する点】  

『共同利用・共同研究拠点』について、採択課題数を絞ることで１件あたりの研究費を

確保し、充実した共同研究を進めることが本拠点の特色であるが、応募件数のさらなる増

加を目指すための広報活動を推進する必要がある。 

また、共同利用・共同研究拠点申請書において、『共同利用・共同研究拠点に認定の上は、

事務支援体制を強化するため、共同利用・共同研究担当を設置する予定である。』ことが謳

われており、第３期中期計画番号 29 に掲げる『発生医学の全国共同利用・共同研究拠点事

業を推進する』ためにも、事務体制の強化が不可欠である。 
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３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること  
観点 管理運営のための組織及び事務組織が、適切な規模と機能を持っているか。また、

危機管理等に係る体制が整備されているか。  
（観点に係る状況）  

本研究所の活動全般にわたる管理運営は、所長・副所長のリーダーシップのもと、教員

と事務・技術職員、学生等が協働して、適切かつ機動的に行われている（資料 E-1-1-1-1、

E-1-1-1-2）。本研究所の管理運営、研究及び教育に関する重要な事項は、運営委員会及び

代議員会において決定される（資料 E-1-1-1-3）。 

また、臓器再建研究や臨床への橋渡し研究を行うために、臓器再建研究センターが設置

されている（資料 E-1-1-1-4）。さらに、国際的な共同研究、産学官連携、人材育成などの

窓口を一元化する『グローカルサイエンス推進施設』、及び最新の技術革新や機器保守に対

応し、統合的な研究支援を行う LILA が設置されている（資料 E-1-1-1-5）。毎月、LILA 職

員と本研究所教員とが研究支援推進会議で議論することで情報・問題点を抽出・共有し、

支援体制について不断の改善を行っている。 

文部科学大臣認定の『共同利用・共同研究拠点』事業は運営協議会（資料 E-1-1-1-6）

が、国内４拠点の連携による『トランスオミクス医学研究拠点ネットワーク形成事業』は

ネットワーク形成推進会議が、それぞれの事業を円滑に運営している（資料 E-1-1-1-7）。 

なお、管理運営の事務は、生命科学先端研究事務課が担当している（資料 E-1-1-1-8、

E-1-1-1-9）。 

危機管理については、自衛消防組織の編成（資料 E-1-1-1-10）のほか、日本語・英語に

よる災害対策マニュアルをホームページに公表し、簡易版を所内の各階、エレベータ内等

に掲示している（資料 E-1-1-1-11）。また、平成 28 年熊本地震の教訓を活かし、災害対策

マニュアルの更新、機器の耐震対策・固定法マニュアルの策定を行い、研究所のホームペ

ージに公表した（資料 C-1-3-1-3）（中期計画番号 78）。研究不正対策に関しては、『熊本大

学発生医学研究所における倫理規範に則った研究の実施に関する指針』のホームページへ

の掲載、『研究費の適切な使用についての講習会』の開催等、所内構成員への周知徹底を行

っている（資料 E-1-1-1-12）（中期計画番号 78・81）。さらに、研究不正防止の e-ラーニ

ングプログラムである CITI Japan の新章作成に協力している。 
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資料番号E-1-1-1-4 発生医学研究所附属臓器再建研究センターの設置目的

出典：熊本大学発生医学研究所附属臓器再建研究センター規則

(目的)
第2条 センターは、発生医学の観点から臓器の再建に関する研究を推進し、再建

臓器を用いたヒト疾患の病態解明及び薬剤開発並びに再建臓器移植を用いた治療
法の確立をとおして、医学及び医療の発展に寄与することを目的とする。

資料番号E-1-1-1-5 リエゾンラボ研究推進施設及びグローカルサイエンス推進施設の設置規定

出典：熊本大学発生医学研究所規則

(研究部門及び施設)

第3条 研究所に、次に掲げる研究部門を置く。
(1) 発生制御部門
(2) 幹細胞部門
(3) 器官構築部門

2 研究所に、次に掲げる施設を置く。
(1) リエゾンラボ研究推進施設
(2) グローカルサイエンス推進施設
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資料番号E-1-1-1-6 熊本大学発生医学研究所共同利用・共同研究拠点に関する運営協議会内規

（設置）
第１条 熊本大学発生医学研究所（以下「研究所」という。）に、共同利用・共同研究拠点（以下「拠点」とい

う。）における共同利用・共同研究の実施に関する重要事項を審議するため、熊本大学発生医学研究所運営協議会
（以下「運営協議会」という。）を置く。
（組織）

第２条 運営協議会は、次に掲げる委員をもって組織する。
(1) 所長
(2) 副所長
(3) 研究所の教員 ２人
(4) 発生医学に関して優れた見識を有する学外者 ５人
(5) その他所長が必要と認める者 若干人

２ 前項第2号から第5号までの委員は、所長が委嘱する。
３ 第1項第3号及び第4号の委員は、研究所の専任教授の合議により選出するものとする。
４ 第1項の学外委員の数は、委員の総数の2分の1以上とする。
５ 第1項第3号から第5号までの委員の任期は2年とし、再任を妨げない。
６ 第1項第3号から第5号までの委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前項の規定にかかわらず、前任者

の残任期間とする。
（審議事項）

第３条 運営協議会は、次に掲げる事項を審議する。
(1) 拠点の管理運営に関すること。
(2) 共同研究の公募課題の選定、募集、選考及び採択決定に関すること。
(3) その他拠点及び共同利用・共同研究の実施に関する重要事項
（委員長）

第４条 運営協議会に委員長を置き、所長をもって充てる。
２ 委員長は、運営協議会を招集し、その議長となる。
３ 委員長に事故があるときは、副所長がその職務を代行する。

（議事）
第５条 運営協議会は、委員の3分の2以上が出席しなければ、議事を開き、議決することができない。
２ 運営協議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（意見の聴取）
第６条 委員長は、必要があるときは、委員以外の者を運営協議会に出席させ、意見を聴くことができる。

（事務）
第７条 運営協議会の事務は、教育研究支援部生命科学先端研究事務課において処理する。

（雑則）
第８条 この内規に定めるもののほか、共同利用・共同研究に関し必要な事項は、運営協議会の議を経て、所長が別

に定める。

附 則
１ この内規は、平成21年11月1日から施行する。
２ この内規施行後、最初に委嘱される第2条第1項第2号から第4号までの委員の任期は、同条第5項の規定にかかわ

らず、平成24年3月31日までとする。
附 則

１ この内規は、平成22年4月1日から施行する。
２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の第2条第1項第3号及び第4号の委員である者は、この規則の施行

の日において、当該各号に相当する改正後の第2条第1項第4号及び第5号までの委員となるものとする。
附 則

１ この内規は、平成28年4月1日から施行する。
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資料番号E-1-1-1-8 発生医学研究所の事務担当に関する規定

出典：熊本大学発生医学研究所規則

(事務)

第14条 研究所、委員会及び代議員会の事務は、教育研究支援部生命科学先端研究事務課に
おいて処理する。

資料番号E-1-1-1-9人員配置状況

教授 准教授 講師 助教 有期雇用職員 合計

1 1 1 5 8

1 1 1 4 7

1 1 2

1 1 2

1 1 3 5

1 1 1 3

1 1 2 4

1 1 2 4

1 1 3 5

1 1 2 4

8 4 1 7 24 44

技術専門員 技術専門職員 技術職員 有期雇用職員 再雇用職員 合計

1 1 1 2 2 7

1 1

1 1

1 1 1 3

1 4 2 2 3 12

課長 係長 主任 係員 有期雇用職員 再雇用職員 合計

1 2 1 1 5 1 11

出典：職員名簿から作成

生命科学先端研究事務課

リエゾンラボ研究推進施設

ＲＩ総合施設

本荘地区ＲＩ施設

総合研究室・病院

計

分化制御分野

細胞医学分野

分子細胞制御分野

組織構築分野

損傷修復分野

肝臓発生分野

脳発生分野

(平成３０年３月３１日現在)

技術班

腎臓発生分野

生殖発生分野

計

器官構築部門

幹細胞部門

発生制御部門

染色体制御分野

多能性幹細胞分野

組織幹細胞分野

幹細胞誘導分野
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）研究成果の臨床への橋渡し研究、高度な専門的研究の基盤となる附属施設

LILA に加え、平成 29 年度に新たに、グローカルサイエンス推進施設を設置し、本研究所

の国際化、産学官連携及び人材育成の基盤を整備した。また、平成 28 年熊本地震の教訓を

活かし、機器の耐震対策・固定法マニュアルを策定し、災害対策に取り組んでいるほか、

『研究費の適切な使用についての講習会』を開催する等、研究不正対策も行っている。以

上のことから、期待される水準を上回ると判断する。 

 
観点 構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者の管理運営に関する意見やニーズが

把握され、適切な形で管理運営に反映されているか。  
（観点に係る状況）  

本研究所の管理運営について所内各専任分野の意見を聴取する必要がある場合は、随時、

教授懇談会を（資料 E-1-2-1-1）、また広く教員から意見を聴くことが必要と判断した場合

は教員懇談会を開催している。平成 28・29 年度においては、教授懇談会をそれぞれ３回、

５回開催した。 

また、平成 29 年度に実施した外部評価においては、研究所全般及び『共同利用・共同研

究拠点』活動が高く評価されるとともに、さらなる研究の発展に向けての貴重な提言を受

けた（中期計画番号 70）。 

『共同利用・共同研究拠点』活動に関しては、発生医学関連分野の幅広い研究者の意見

を把握するため、平成 26 年度に続いて平成 29 年度にも WEB アンケートによる全国調査を

実施し、内外の多数の研究者から意見を収集した（資料 E-1-2-1-3）。加えて、対面形式の

運営協議会を開催し、本研究所及び『共同利用・共同研究拠点』の在り方について学外委
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員から直接意見を聴取した（資料 E-1-2-1-4、E-1-2-1-5）。これらを踏まえ、本研究所及

び『共同利用・共同研究拠点』活動の改善に取り組んでいる（資料 E-1-2-1-6）。 

また、再任審査対象教員の業績評価を所外の本学教員５名及び学外委員２名を加えた業

績評価委員会が行っており、客観的かつ専門的な業績評価を担保している（資料 E-1-2-1-

7）。 
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資料番号E-1-2-1-5 運営協議会

３．共同利用・共同研究のための運営体制 

①運営委員会等の開催実績

6 回 8 回 回

②運営委員会等の所属者名等

委員会名【熊本大学発生医学研究所共同利用・共同研究拠点に関する運営協議会】

出典：中間評価調書

平成２８年度 平成２９年度

7

平均

所長

役職名

松 居　靖 久 東北大学加齢医学研究所 生殖発生、幹細胞 学外教授

藤 森　俊 彦 基礎生物学研究所 初期胚発生 学外教授

佐々木　　洋 大阪大学大学院生命機能研究科 細胞接着制御 学外教授

副 島　英 伸 佐賀大学医学部 分子遺伝学、エピジェティクス 学外教授

田 賀　哲 也 東京医科歯科大学難治疾患研究所 幹細胞制御 学外教授

岡 野　正 樹 熊本大学発生医学研究所 エピジェネティクス 施設内准教授

中　村　　　輝 熊本大学発生医学研究所 生殖細胞、ＲＮＡ制御 施設内教授

エピジェネティクス 施設内

小川　峰太郎 熊本大学発生医学研究所 幹細胞、造血発生 施設内

副所長

教授

委員構成

西中村　隆一 熊本大学発生医学研究所 腎臓発生、マウス工学 施設内

委員会名等

運営協議会

氏名 所属機関名 専門分野

中 尾　 光 善 熊本大学発生医学研究所

資料番号E-1-2-1-6 外部評価を踏まえた改善策

出典：中間評価調書

区分
実施
年度

評価実施方法 主な指摘内容等 指摘を踏まえた改善のための取組

　非常勤研究員（特定事業研究員）の公募を行い、例年４名を採
用し、研究分野に応じて、教授・独立准教授が主宰する９の専任
分野（細胞医学分野、分子細胞制御分野、染色体制御分野、多
能性幹細胞分野、組織幹細胞分野、幹細胞誘導分野、脳発生分
野、腎臓発生分野、生殖発生分野）に配置している。また、部局
留保ポストを活用して、助教の採用も段階的に進め、専任分野の
強化を図る。

　共同研究による成果として、国際一流誌
へ多数発表が見られ、発生医学のみなら
ず、科学全般にわたるコミュニティに貢献し
ていると判断される。採択研究数を絞り、１
件あたりの研究費を確保して、実質的な共
同研究を進めて行くという拠点の方針は理
解できるが、（厳選された）採択課題が実際
に成果に結びついているのか、検証してい
ただきたい。

　共同研究拠点としての活動を開始した平成22年度以降の、共
同研究による論文・成果を再度整理し、検証を行う。また、共同研
究による論文・成果をホームページに掲載することで、研究の推
進や社会貢献に資するとともに、応募件数の増加も目指す。

外部
評価

H29

自己点検評価を
基にして、東京
医科歯科大学難
治疾患研究所長
と群馬大学生体
調節研究所長か
ら外部評価を受
けた。評価結果
に基づいて、共
同利用・共同研
究拠点活動の改
善点について検
討を行った。

【東京医科歯科大学難治疾患研究所長】

　共同研究支援については「リエゾンラボ研
究推進施設」の設置、運営が新しい試みと
して注目される。利用者の声を反映させる
仕組みとしてはよく考えられた組織であり、
今後、どのように共同研究支援に有効に活
かされるのか注目したい。

　 「リエゾンラボ研究推進施設」は、学内外の研究者や大学院生
の研究を支える最先端の研究技術や解析機器に対応した統括的
支援事業を行っている。
　 また、発生医学研究所は、平成29年度に国立開発法人科学技
術支援機構（ＪＳＴ）の先端研究基盤共用促進事業（新たな共用
システム導入支援プログラム）に採択された国際先端生命科学研
究推進センター（ICALS）に参画している。同プログラムを推進する
会議体に「リエゾンラボ研究推進施設」のメンバーを参加させ、生
命科学系の部局が保有する独自の共用設備・機器の共有化に取
り組み、共同研究支援のさらなる拡充を目指す。

【群馬大学生体調節研究所長】

　各分野に所属するPI以外の教員は1～２
名と少ないにも拘わらず、発表論文は、全
体的に質・量とも充実している。科学全般に
関わる一流国際誌、幹細胞や発生分化分
野におけるトップジャーナルに、コンスタント
に発表されている。赴任期間が浅い教員も
いるので一概には言えないが、分野により
研究発表業績の量・質に多少差があり、研
究人員など研究環境の差に一因がある場
合は、ポスドクなどの配置により強化する必
要がある。
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）教授懇談会の開催等により、各分野の意見等を管理運営に反映させている。

また、外部評価の結果等を踏まえ、本研究所及び『共同利用・共同研究拠点』活動の改善

に取り組んでいる。以上のことから、期待される水準にあると判断する。  
 
観点 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研

修等、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取り組みが組織的に行われているか。 
（観点に係る状況）  

国立大学法人熊本大学職員研修規則に基づき、職務の責任と遂行に必要な職員の能力、

資質等を向上させることを目的とした学内外の各種研修に参加している（資料 E-1-3-1-1）。 

教職員の資質向上に資する学内外での研修会については、電子メール等により教職員へ

の周知を行い、研修会への参加を推奨している。 

 
 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）各研修の開催は教職員に周知され、必要に応じ各種研修に参加していること

から、期待される水準にあると判断する。  



熊本大学発生医学研究所 分析項目Ⅰ・Ⅱ 

95 
 

分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとともに継続

的に改善するための体制が整備され、機能していること。  
観点 活動の総合的な状況について、根拠となる資料・データ等に基づいて、自己点検・

評価が行われているか。  
（観点に係る状況）  
 本学の組織評価指針に基づき、本研究所の活動の活性化を目的として、自己点検・評価

を行っている。自己評価書は、本学のホームページにおいて公表されている。平成 29 年度

には、外部評価に先立ち自己点検・評価を行い、改善策の立案及びその実施に当たってい

る（資料 E-2-1-1-1）。 

 教員個人活動評価も毎年度実施しており、各教員が教育・研究・社会貢献・管理運営の

各領域における目標を立て、毎年度終了時に達成状況の自己評価を行っている。3 年度毎

に所長評価を行い、その結果を各教員にフィードバックすることで、教員個々の資質向上

と本研究所の活性化を図っている（資料 C-2-4-1-1）（中期計画番号 70）。 

 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）組織評価及び本研究所独自の外部評価に際しての自己点検・評価を行い、か

つ、個々の教員レベルでの自己評価を行っていることから、期待される水準にあると判断

する。  

資料番号E-2-1-1-1 自己評価を踏まえた改善策

出典：中間評価調書

自己点検評価 H29

　平成28・29年
度について専任
分野の活動評価
をそれぞれ自己
点検評価し、全
体の取りまとめ
と評価を所長が
行った。

1. 平成28年４月の熊本地震によって建物、
機器、研究資源等に大きな被害を受けたも
のの、そこからの急速な復興には目覚まし
いものがある。復旧作業をしながらも、質の
高い論文を継続して発表していることは高く
評価できる。また共通機器の迅速な復旧に
よって共同研究拠点活動への影響も最小
限に留め、発生医学の研究者コミュニティ
に貢献している。一方で国際的研究拠点と
しては、論文数・レベル共に、より向上させ
る必要がある。

1. 本研究所は１研究室あたりの教員数が２
～３名と少ないため、共同研究を活発化し
て共著論文を増やしていく必要がある。そ
のために平成29年度より研究所内で情報
交換会を毎月開催し、各研究室の得意とす
る研究手法や未発表の研究成果を研究所
全体で共有することとした。

2. 博士課程教育リーディングプログラムの
実施によって、大学院生（留学生含む）をあ
る程度確保できているが、在籍する大学院
生、研究員は多くはない。大学院生につい
ては、「1-6.研究施設の教育活動・人材育
成」参照、平成29年度の研究員７名 (内
訳：文部科研研究員１名、産学官連携研究
員１名、特定事業研究員５名)

2. 大学院生の確保については卓越大学院
の採択を目指す。研究員については、研究
所として４名を大学と研究所の予算によっ
て雇用している。並行して、ホームページで
論文・成果を定期的に更新し、所属員が発
生研を出た後の進路を公表するなど、出口
の情報公開によって若い人材のリクルート
を推進する。さらに地元の高校での出前授
業を積極的に行う。

3. 海外共同研究者の来所数増加が望まれ
る。国際シンポジウム・セミナーの開催回数
は増加している　(２年間で13回)が、一部
の専任教授の貢献が大きく、より全体的に
参画を高めていく必要がある。

3. 国際化推進のために、海外からの共同
研究者に対しても旅費を一部支給できるよ
うに規則を改訂した。また「グローカルサイ
エンス推進施設」を設置し、国際セミナー開
催のための海外研究者招聘手続きを一元
化し、国際シンポジウムやセミナー開催に
係る教員への負担軽減を図った。

4.  共同研究採択課題数が他の拠点に比
較して少ない傾向にある。

4. 採択件数を絞ることによって１件あたりの
研究費を確保し、充実した共同研究を進め
ることが本拠点の特色であり、それを堅持
したい。一方で、公募に際して周知を徹底
するとともに、共同研究による論文・成果や
「利用者の声」をホームページに掲載して、
応募件数の増加を目指す。

区分
実施
年度

評価実施方法 主な指摘内容等 指摘を踏まえた改善のための取組
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観点 活動の状況について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による評価が行われ

ているか。  
（観点に係る状況）  

本研究所の管理運営、研究活動等の評価を行うため、熊本大学発生医学研究所規則にお

いて外部評価の実施を規定している（資料 E-2-2-1-1）。平成 29 年度には、外部評価委員

による本研究所の活動全般及び『共同利用・共同研究拠点』について外部評価を実施した

（資料 E-1-2-1-2）。 

また、本研究所の教員の再任審査に当たって業績評価を行う業績評価委員会には、本研

究所外の本学教員５名、学外委員２名が加えられている。これにより、客観的かつ専門的

な業績評価を担保している（資料 E-1-2-1-7）。 

 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）継続的に外部評価が実施され、教員の再任審査においても外部評価が行われ

ていることから、期待される水準にあると判断する。  
 
観点 評価結果がフィードバックされ、改善のための取り組みが行われているか。  

（観点に係る状況）  
 自己点検・評価から把握した問題点、外部評価委員の指摘を踏まえ、『共同利用・共同研

究拠点』の課題公募の周知徹底、共同研究による論文・成果や利用者の声のホームページ

への掲載等、応募件数の増加に取り組んでいる（資料 E-1-2-1-6）。  
 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）自己点検・評価から把握した問題点及び外部評価における指摘事項の改善に

取り組んでいることから、期待される水準にあると判断する。  
 
分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説明責任

が果たされていること。（教育情報の公表）  
観点 目的（学士課程であれば学部、学科または課程ごと、大学院であれば研究科また

は専攻等ごとを含む。）が適切に公表されるとともに、構成員（教職員及び学生）に周知

されているか。  
（観点に係る状況）  

本研究所が推進する研究活動の目的は、熊本大学発生医学研究所規則において定められ

ている（資料 E-3-1-1-1）。また、研究と人材育成に関する基本目標と基本方針は、本研究

所のホームページにおいて公表している（資料 E-3-1-1-2）。また、毎年度大学院入試説明

会を開催し、進学希望者に対して研究目的・内容等の説明を行っている（資料 C-1-2-1-2、

C-1-2-1-3）。 
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）本研究所の研究活動目的は規則に定められ、研究と人材育成に関する基本目

標と基本方針はホームページにおいて公表していることから、期待される水準にあると判

断する。  
 
観点 入学者受入方針、教育課程の編成・実施方針及び学位授与方針が適切に公表・周

知されているか。  
 該当なし。  
 
観点 教育研究活動等についての情報（学校教育法施行規則第 172 条に規定される事項

を含む。）が公表されているか。  
（観点に係る状況）  

学術研究の成果は、専門分野の学術雑誌に発表されるとともに、プレスリリース、研究

所ホームページのトピックス欄等でタイムリーに公表している（資料 C-1-2-1-1、E-3-1-

1-3）。また、各分野のページにおいても、発表論文が掲載され、重層的な情報発信を行っ

ている（資料 E-3-1-1-4）。社会一般に対しても概要やニュースレターにより、本研究所の

教育研究活動に関する詳細な情報提供を行っている（資料 E-3-1-1-5、E-3-1-1-6）（中期

計画番号 72・73）。 

本研究所のホームページは、英語化も進められており、海外からの共同利用・共同研究

支援への応募やインターンシップの申込みに貢献している（資料 E-3-1-1-7）。 
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）学術研究、教育研究活動に関し、ホームページ及び紙媒体の双方による情報

発信を行っていることから、期待される水準にあると判断する。  
 
分析項目Ⅵ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用

されていること。（施設・設備）  
 
観点 教育研究活動を展開する上で必要な施設・設備が整備され、有効に活用されてい

るか。また、施設・設備における耐震化、バリアフリー化、安全・防犯面について、そ

れぞれ配慮がなされているか。  
（観点に係る状況）  

研究所棟の研究に使用可能な全床面積 3,684 平米のうち約３分の２を専任 10 分野で使

用し、各分野の研究に十分なスペースが確保されている。全床面積の約３分の１を、共通

区画として大会議室１、小会議室２、共通機器室に充てるほか、プロジェクトに応じて各

分野に貸与するスペースとして柔軟に使用している（資料 E-4-1-1-1）。なお、会議室は本

研究所ホームページ上から予約できる（資料 E-4-1-1-2）。共通機器室は、研究所棟の５、

８階に集約（次世代シークエンサー、FACS、製氷機等）し（質量分析装置２台は７階）、集

中配置による主要な共通設備の効率的な利用に供している。一方、熊本地震により高層階

の共通機器ほどより甚大な被害を受けたことから、高額機器については可能な範囲で低層

階に移設するよう検討を進めている。 

 主要な研究設備は共通機器として導入し、最先端の設備を常に整備するように努めてい
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る（資料 E-4-1-1-3）。共通機器の使用には、WEB からの予約システムが導入されている。

さらに、高い操作技術が必要とされる設備については、LILA 所属の技術職員による管理運

営と操作サポートが行われている。 

 研究設備の耐震化については、平成 28 年熊本地震の教訓から、実験機器の専門業者によ

る固定、低層階への移動、耐震マット・ベルトによる滑り止め等の対策を行った。この取

組を耐震対策としてまとめ、ホームページ上に公開している（資料 E-1-1-1-11）。 

 バリアフリー化は、研究所棟建設時の仕様書に盛り込まれており、エントランス、エレ

ベーター、多目的トイレの設置等に反映されている。 

 研究活動に関わる安全対策は、研究支援会議において常に見直されており、非常時の防

災マニュアルの作成、水（食料）の備蓄、毛布・ヘルメットの設置（資料 E-4-1-1-4）、粉

末消火器に加え、二酸化炭素消火器の増設、AED の設置、非常用照明の準備等の措置を講

じている。防犯面については、夜間休日の入退出を静脈認証による時間外入退出管理シス

テムで管理している。静脈認証方式は、老朽化した指紋認証による管理システムから平成

29 年度に刷新したものである。防犯カメラも設置（資料 E-4-1-1-5）されており、盗難等

の犯罪行為の抑止及び事故発生の防止等に寄与している。 
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）柔軟な運用により研究所棟が高い効率で利用されており、最新・高度な研究

設備が共有化されている。また、技術職員による支援体制が確立され、予約システムの導

入等により利便性の向上も図られている。バリアフリー化は建屋建設当初から取り入れら

れている。安全対策についても見直し、改善が重ねられている。以上のことから、期待さ

れる水準を上回ると判断する。  
 
観点 教育研究活動を展開する上で必要な ICT 環境が整備され、有効に活用されている

か。  
（観点に係る状況）  

研究所棟はギガビット対応情報ネットワーク L3 スイッチ１基を設置し 460 個の IP アド

レスに対応できる仕様となっている。無線 LAN は各階に基地局を持ち、全館で接続可能な

環境となっている。これらの環境は、所内の全員が LAN に接続できる上、滞在中の共同研

究者や実験機器の接続にも十分対応できる。 

 本研究所を含む本学の LAN に対する脅威には、本学の情報セキュリティポリシーに基づ

き、総合情報統括センターからの随時連絡により対処している（資料 E-4-1-1-6）。コンピ

ューターウイルス対策として、所内で LAN 接続する PC については、本研究所の中央予算

で購入した対策ソフトのインストールを義務化している。また、USB フラッシュメモリー

の発生研機器への接続は、各分野に配布したウィルス隔離機能付きのものに制限している。 

 研究所構成員の個人情報は、本学の個人情報保護方針と個人情報保護規則に則り取り扱

われている（資料 E-4-1-1-7）。パンフレットやニュースレター等への個人情報や顔写真等

の掲載に際しては、本人の承諾を得ている。 

 また、各分野で得られた実験データ等の学術情報の保護と保持のために、分野ごとに NAS

サーバーを設置して電子データを管理する体制を構築している。このような情報管理は、

研究不正の防止にも役立つものである。 
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（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）学外者の利用も含めた研究活動の遂行に必要な LAN 環境が整備され、かつセ

キュリティ管理体制も想定される脅威に対応していることから、期待される水準にあると

判断する。 

 
観点 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料、その他の教育研究上必要な資

料が系統的に収集、整理されており、有効に活用されているか。  
 該当しない。  
 
観点 自主学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。  

（観点に係る状況）  
各分野では、各個人の机、LAN 接続環境等が整備され、また研究所棟各階に設けられて

いるラウンジに備え付けの机を利用することができる。加えて、各個人が必要に応じて大

小カンファレンス室を予約し、使用することができる環境にある。 

 
（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）本研究所構成員は、必要に応じた自主的学習環境を選択して利用することが

可能であるため、期待される水準にあると判断する。  
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４．質の向上度の分析及び判定  
 
（１） 分析項目Ⅰ 管理運営体制及び事務組織が適切に整備され機能していること。  
 

『重要な質の変化あり』  
 
   『大きく改善向上している』  
 
 平成 29 年度に『グローカルサイエンス推進施設』を設置し、国際的な共同研究と熊本・

九州を中心とする産学官連携、人材育成などの業務を一元化した。同施設は、国際シンポ

ジウム（KEY Forum 2018）やワークショップ・セミナーへの海外の研究者の招聘を行い、

本研究所の国際的な共同研究の推進に貢献していることから、大きく改善向上していると

判断する。 

 
（２） 分析項目Ⅱ 活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が実施されているとと

もに、継続的に改善するための体制が整備され、機能していること。  
 

『高い質を維持している』  
  
 平成 29 年度に、評価対象期間に係る外部評価に際して自己点検・評価を行った。また、

『共同利用・共同研究拠点』活動の年度実施状況報告書、中間評価書の作成等、継続的に

改善するための体制が十分に機能していることから、高い質を維持していると判断する。 

 
（３） 分析項目Ⅲ 教育研究活動等についての情報が、適切に公表されることにより、説

明責任が果たされていること。（教育情報の公表）  
 

『高い質を維持している』  
  
 本研究所の基本目標と基本方針は、常にアクセス可能な形で公表されており、新たな情

報についてはホームページ、ニュースレター等により随時公表されていることから、高い

質を維持していると判断する。  
 
 
（４） 分析項目Ⅳ 教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備等が整備され、有効

に活用されていること。（施設・設備）  
 

『高い質を維持している』  
  

LILA を中核にした共通施設の整備・運用により、世界最高水準の研究開発基盤の維持・

高度化が保証され、『共同利用・共同研究拠点』活動の推進についても多大な貢献を果たし

ていることから、高い質を維持していると判断する。 
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Ⅵ 男女共同参画の領域に関する自己評価書  
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１．男女共同参画の領域の目的と特徴  
 
発生医学研究所は、発生学の視点から生命科学領域の国際水準の研究教育を推進する目

標の下、先端的研究の推進と若手研究者の育成を一体として推し進めている。大学院生、

ポスドク等の若手研究者の両性がともに、研究と育児・介護を両立させながらその能力を

十分発揮できる研究環境を整備することが、本研究所の男女共同参画の目的である。   
この目的を達成するため、以下に掲げる取組を推進している。  

 ・男女共同参画を念頭においた予算措置を伴う組織的な支援事業  
 ・ジェンダーの視点による調査と分析  
 ・意識啓発の促進と情報の公開  
 本研究所の男女共同参画の特徴は、全学の男女共同参画への取組に加え、『発生医学研究

所における男女共同参画推進事業』等により、全学の男女共同参画事業に関する支援制度

ではカバーされないケースに対して、本研究所独自の支援を実施していることである。同

事業の実施により、育児または介護を行っている大学院生に対する研究支援が可能となり、

両性がともに、研究と育児・介護を両立させながら、その能力を十分発揮できる研究環境

が整備されていると評価できる。本研究所における男女共同参画推進の取組は、『熊本大学

男女共同参画推進基本計画』に掲げる基本目標、特に『就労・就学と家庭生活との両立支

援』、『男女共同参画を推進する教育・研究の充実』、『ジェンダーの視点による調査・分析、

統計及び情報の提供』を具現化し、補完する取組である。  
 
［想定する関係者とその期待］  

本研究所における男女共同参画の推進による成果を享受する関係者として、本研究所所

属の常勤・非常勤研究者、技術支援者、大学院生及びその家族を想定している。関係者か

ら本研究所に対して、男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わ

りなくその個性と能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現をめざし、

教育・研究及びそれを取り巻く就労・就学環境を整備することが期待されている。  
 

２．優れた点及び改善を要する点の抽出  
【優れた点】  
○独自の男女共同参画推進事業  

本研究所では、予算措置を伴う組織的な男女共同参画推進の取組を実施している。全学

の育児・介護支援制度を利用できる職員の育児・介護休業の取得を促進するために、休

業中の研究推進や復帰後の研究再開を支援するための経費を配分するほか、本学の制度

上、育児・介護休業を取得できない研究者（大学院生を含む両性）に対しても、育児・

介護期間中の研究支援のための経費を配分する『発生医学研究所における男女共同参画

推進事業』を実施している。特に、全学の支援制度ではカバーできない者を支援する後

者の事業においては、独立行政法人日本学術振興会特別研究員等、本学と雇用関係がな

い者が所属する分野からの申請も認めている。このことは、国際的な研究推進と若手研

究者の育成を一体として推し進めている本研究所における、大学院生等の若手研究者が

活躍する環境の整備に当たり、より踏み込んだ積極的な取組と評価できる。  
○ニーズに即した支援 

女性研究者キャリアパス座談会など男女共同参画に関するワークショップ等を開催し、

本荘地区の研究者、研究者を目指す学生に対して悩みごとの相談や情報交換を行う機会

を提供し、育児や介護、男女共同参画に纏わる問題解決の一助としている。さらに、平

成 29 年度には、所内に授乳室を設置したほか、南阿蘇で開催されたサマーリトリートセ

ミナー2017 において保育支援を実施するなど、若手研究者の切実なニーズに即した実践

的な支援に取り組んでいる点も評価できる。 
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【改善を要する点】  
 男女共同参画推進に対するさらなるニーズを把握し、男女共同参画の推進に資するため、

アンケート調査を実施する必要がある。  
 
３．観点ごとの分析及び判定  
分析項目Ⅰ 目的に照らして、男女共同参画に向けた活動が適切に行われ、成果を上げて

いること  
観点 目的に照らして、目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方針が定められ

ているか。また、これらの目的と計画が広く公表されているか。  
（観点に係る状況）  

本研究所は、『基本目標と基本方針』の一つの柱として男女共同参画の理念を掲げ、研究

所ホームページの『基本目標と基本方針』において公表している（資料 F-1-1-1-1）。この

理念の実現に向け、男女共同参画推進事業の趣旨と具体的な事業計画を定める『発生医学

研究所における男女共同参画推進事業実施に関する申し合わせ』（以下『申し合わせ』）及

び『発生医学研究所における男女共同参画推進計画』（以下『推進計画』）を策定し、本学

ホームページ『男女共同参画への取り組み』の中で公開している（資料 F-1-1-1-2、F-1-

1-1-3）。 

また、研究所ホームページに、男女共同参画事業に関する専用のページを設け、本研究

所独自の研究支援である『発生医学研究所における男女共同参画推進事業』（以下『推進事

業』）の公募情報、その他具体的な取組に関する情報を公開している（資料 F-1-1-1-4）。

さらに、教員公募要領においても、『熊本大学は男女共同参画を推進しています。本選考に

あたっては、男女共同参画社会基本法に則り、適正に行います。女性研究者の積極的な応

募を歓迎します。』と記載し、女性研究者の登用に積極的に取り組んでいる（資料 F-1-1-

1-5）。加えて、任期制を採用している本研究所は、各教員について５年毎に再任審査を行

っているが、『熊本大学発生医学研究所教員の再任審査等に関する内規』第 16 条第２項に

おいて、出産・育児等により勤務できなかった期間は再任審査の対象期間としない旨を規

定し、再任審査においてライフイベントによる不利益が生じないよう配慮している（資料

F-1-1-1-6）。（中期計画番号 54・55） 
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資料番号F-1-1-1-2男女共同参画推進事業申し合わせ

発生医学研究所における男女共同参画推進事業実施に関する申し合わせ

（平成20年7月29日発生医学研究センター運営委員会承認）

（平成23年12月27日一部改正 発生医学研究所運営委員会承認）

１．発生医学研究所における男女共同参画推進を目的として、男女共同参画推進ワーキング（以下、ワーキンググループという）を設

置する。

２．ワーキンググループは、熊本大学本荘地区学内共同教育研究施設男女共同参画推進委員会（以下、委員会という）の発生医学研究

所選出委員（＊）により構成する。

（＊）の内訳：

（１）委員会規則第２条の２号委員２名

（２）委員会規則第２条の５号委員２名

（３）委員会規則第２条の１号委員が発生医学研究所長である場合はこれも含める。

３．男女共同参画推進に係る事業の実施について以下に定める。

（１）趣旨

発生医学研究所において研究に従事する女性比率は、キャリアアップに従って減少する。その原因のひとつとして、育児・介護などの

要因により女性研究者が育成される十分な環境にないことが考察される。女性に限らず、両性がともに、研究と育児・介護を両立させ

ながらその能力を十分発揮できる研究環境の整備は、当研究所における研究推進にとって重要と考える。理系の研究者人口が減少傾向

にある中で人材の育成と活用を行うには、男女共同参画を念頭においた予算措置を伴う組織的な取り組みが不可欠である。次の事業を

実施することにより、男女共同参画が推進されるだけでなく、構成員全体に意識改革が及ぶ効果が期待される。ワーキンググループは

、委員会が策定した事業の当研究所内における円滑な実施の他、当研究所の状況に即した男女共同参画事業の策定と実施を図る。後者

については適宜委員会に報告する。

（２）事業内容

（２）−１ 助言者（メンター）制度と相談窓口の新設

アカデミックキャリア途上にある女性研究者に対して、現職の女性研究者が助言を行う。男女を問わず共同参画に関する相談を受け付

ける窓口を設ける。運用は、ワーキンググループと委員会が連携して行い、詳細は別に定める。

（２）−２ 育児・介護休業取得の促進に資する経費支援

制度上、申し出により育児・介護休業ができる職員において、諸事情により、必ずしも休業の申し出ができない可能性が考えられる。

積極的是正策として、育児・介護休業を申し出て認められた職員（常勤または非常勤の研究者ならびに技術的・事務的研究支援者で、

男女を問わない）が従事する分野あてに、申請により支援経費として事例1件あたり100万円を上限として配分する。運用は、ワーキン

ググループと委員会が連携して行い、詳細は別に定める。財源は当研究所共通経費とする。総額は年度ごとに所長が決定する。

（２）−３ 育児・介護休業取得者の復帰後研究支援

育児・介護休業をした職員（男女を問わないが、研究者に限る）の復帰後の速やかな研究再開の支援のため、当該研究者の研究支援の

ため、事例1件あたり100万円を上限として配分する。資金管理上、配分は該当者が従事する分野あてに行う。配分の可否は、当該研究

者が研究の目的・背景・計画などを記載した申請書を提出し、審査の上で決定する。運用は、ワーキンググループと委員会が連携して

行い、詳細は別に定める。財源は当研究所共通経費とする。総額は年度ごとに所長が決定する。

（２）−４ 育児・介護期間中の研究支援

制度上育児・介護休業ができない研究者（大学院生を含む両性）については、育児または介護において50％以上の役割を担っている場

合、当該研究者の研究支援のため、研究者1名あたり100万円を上限として配分する。資金管理上、配分は該当者が従事する分野あてに

行う。配分の可否は、当該研究者が、育児・介護の状況、研究の目的・背景・計画などを記載した申請書を提出し、審査の上で決定す

る。運用は、ワーキンググループと委員会が連携して行い、詳細は別に定める。財源は当研究所共通経費とする。総額は年度ごとに所

長が決定する。

４．平成18年3月22日発生医学研究センター運営委員会において承認された「発生医学研究センターにおける男女共同参画推進事業」

については、この申し合わせをもって廃止する。
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資料番号F-1-1-1-3発生医学研究所における男女共同参画推進計画

出典：熊本大学ホームページ「男女共同参画への取り組み」

２ 部局における男女共同参画推進の具体的計画（数値目標を設定）を策定することに対する基本計画記載事項に

ついての対応

(1) 次の２項目についてアンケート調査を、特定の時期をあけて実施し、推移を検討し、よりよい男女共同参画

を策定していく。

① 数値的統計資料

・教職員、ポスドク、大学院生の人数、男女比

・大学院学生の出身学部、就職先（アンケートによる将来像と現実との比較）

② 意識調査 =>問題点の把握

・女性の学部学生・大学院学生・有期雇用職員（ポスドク）の将来像

・産前・産後休暇、育児休業、介護休暇、介護休業の取得状況等の現状把握

・大学及び部局での施策、ポジティブアクションに対する構成員の周知度、意識調査

・実施して欲しい支援策等自由意見

・部局において男女共同参画を妨げているものは何か（潜在的意識の指摘）

・慣行や運用上で男女の偏りが生じていないか、事例を収集し、把握する。それに対する対策を講じる。

(2) 男女共同参画についての取り組みとその広報

・意識啓発の促進

学内、学外のセミナー・ワークショップ、学会のワークショップ・シンポジウムへの積極的な参加。

・本荘地区での取り組み、理念と方針のホームページでの広報。

・本学のホームページへのリンク、各種情報、公募書類等へのアクセスを容易にするための工夫

・育児・介護休業取得のための予算的支援などのポジティブアクションとその広報

・育児・介護休業の取得、介護参加の実例のホームページでの紹介

・アンケート調査の結果・意見への公表、問題点への対処

・苦情申立、意見、希望を出す窓口の設置（メールアドレスの明確化）

・業績評価などの際に、女性研究者の採用を推進する体制である旨を応募者と評価者の両者に分かるよう、文

言を評価項目一覧に入れる。

・新規採用教員における女性の割合を現在の博士課程に在籍している女性の割合に近づける。また、女性の適

性を生かすための職のあり方については、今後の検討課題とする。

・定期的に地域社会に対して、大学の取り組みを紹介する場を提供する。

４ 具体的な数値目標

・男女共同参画に関するセミナー・シンポジウムに１０％以上の出席を目指す。



熊本大学発生医学研究所 

112 
 

 

（水準）期待される水準にある。  
 
（判断理由）全学の支援制度ではカバーできない若手研究者（大学院生を含む両性）への

サポートを含めた、育児・介護休業取得を促進するための経費措置を伴う研究支援事業に

ついて具体的な取組が計画されている。また、これらの研究支援の内容や応募手続、研究

支援の状況等男女共同参画に関する情報をホームページ等において公表し、教員、ポスド

ク、大学院生及びその家族の男女共同参画に関する情報へのアクセスを容易にしている。

以上のことから、期待される水準にあると判断する。  
 
観点 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。  

（観点に係る状況）  
本研究所における男女共同参画は、『推進計画』及び『申し合わせ』に基づき、推し進め

られている。特に、『推進事業』は、予算措置を伴った本研究所独自の研究支援であり、本

研究所の男女共同参画をより実効性のあるものにしている。平成 29 年度には、『育児・介

護休業取得の促進に資する経費支援』、『産後休暇・育児・介護休業取得者の復帰後研究支

援』及び『育児・介護期間中の研究支援』の３事業に加え、新たに、技術的・事務的研究

支援者を対象とする『休業復帰後および育児・介護期間中の経費支援』事業を創設し『推

進事業』を拡充した（資料 F-1-2-1-1）。 

男女共同参画に関して相談できる窓口も設置しており、男女を問わず苦情申立て、男女

共同参画に関する意見、希望を受け付けている。また、女性研究者キャリアパス座談会等

のワークショップ等を開催し、意見交換や育児・介護に関する悩みごとを相談する機会を

提供している。ワークショップ等への男性教職員の参加も呼びかけており、男女共同参画

に対する意識啓発の一助としている（資料 F-1-2-1-2）。 

平成 29 年４月には所内に授乳室を設置し、同年８月に南阿蘇で開催された発生医学研

究所リトリートにおいて認可保育園常勤の保育士資格者２名による２日間託児の保育支援

資料番号F-1-1-1-5教員公募要領における男女共同参画推進に係る記載

8. 提出書類
 (1)推薦書                     1部
 (2)履歴書【別記様式1】             1部
メールアドレス及び連絡先を御記入ください

10．その他
 〇選考に当たり、候補者各位にはセミナー並びに面談をお願いすることがあります。

出典：平成29年度准教授(独立准教授)候補者公募要領

 〇熊本大学は男女共同参画を推進しています。本選考にあたっては、男女共同参画社会基本法に則り、

男女を問わず、出産、育児、介護に専念（あるいは従事）した期間について考慮することを希望される場
合は、付記してください。

  適正に行います。女性研究者の積極的な応募を歓迎します（http://gender.kumamoto-u.ac.jp/）。
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を行う等、身近なニーズに対してきめ細かな対応を行っている（資料 F-1-2-1-3）。 

これらの取組は、『申し合わせ』に基づき設置されている『男女共同参画推進ワーキング

グループ』（以下『ワーキンググループ』）が牽引しており、『推進計画』の着実な遂行を担

保している。（中期計画番号 54・55） 
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）『推進計画』及び『申し合わせ』に基づき、本研究所独自の研究支援である『推

進事業』の実施、男女共同参画に関する相談窓口の設置、男女共同参画に関するワークシ

ョップの実施等を行っている。さらに、第３期中期目標期間における新たな取組として、

『推進事業』について『休業復帰後および育児・介護期間中の経費支援』事業を創設する

とともに、授乳室の設置及びリトリートにおける保育支援の実施を行っており、『推進計画』

に基づく男女共同参画に関する事業を拡大している。以上のことから、期待される水準を

上回ると判断する。  
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観点 活動の実績及び学生・研究者の満足度から判断して、活動の成果があがっている

か。  
（観点に係る状況）  

平成 29 年度において、本研究所独自の取組である『推進事業』の応募件数、採択件数と

もに増加しており、『推進事業』の認知度や関心が高まっていることが見受けられる（資料

F-1-3-1-1）。 

また、利用者から本研究所の男女共同参画の取組を評価する意見が寄せられており、本

研究所の男女共同参画の取組に対する満足度の高さと男女共同参画の取組の方向性が的確

であることが窺える（資料 F-1-3-1-2）。 

一方、中期計画 54 に掲げる女性教員の割合を概ね 18%に増加させる全学的な目標に関し

ては、平成 29 年度に女性教員を選考したことにより、平成 30 年４月１日現在における女

性教員の割合は 19%に達し、中期計画の目標値を上回った。また、本研究所の研究推進に

不可欠な非常勤研究員、技術職員、非常勤技術支援者、事務補佐員等も包含した本研究所

全体における女性教職員は、全構成員の約 50%という高い割合を占めている（資料 F-1-3-

1-3）。（中期計画番号 54・55） 

 

資料番号F-1-3-1-1男女共同参画推進に係る研究支援事業の実施状況

【H20(2008)年度～H29(2017)年度】

事業名/年度 H26(2014) H27(2015) H28(2016)
H29(2017)

前期
H29(2017)

後期
事業1【育児・介護休業取得
の促進に資する経費支援】

応募件数 0 0 0 1 1
採択件数 0 0 0 1 1

採択金額(千円) 0 0 0 250 250
事業2【育児・介護休業取得
者の復帰後研究支援】

応募件数 1 1 0 2 2
採択件数 1 1 0 2 2

採択金額(千円) 300 500 0 500 500
事業3【育児・介護期間中の
研究支援】

応募件数 0 0 1 1 1
採択件数 0 0 1 1 1

採択金額(千円) 0 0 1,000 250 250
事業４【休業復帰後および育
児・介護期間中の経費支援】

応募件数 0 0
採択件数 0 0

採択金額(千円) 0 0
採択件数総計(年度毎) 1 1 1 4 4

採択金額総計(千円)(年度) 300 500 1,000 1,000 1,000
出典：発生医学研究所ホームページ
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）『推進事業』に対する認知度の高まり、応募件数及び採択件数の増加、並びに

本研究所の男女共同参画に対する意見から、本研究所の男女共同参画の成果があがってい

ると判断する。また、本研究所の女性教員の割合は中期計画に定める全学的な目標値であ

る 18％を上回るとともに、研究所全体に占める女性教職員の割合も約 50％と高い水準に

ある。以上のことから、期待される水準を上回ると判断する。 

 

資料番号F-1-3-1-3発生医学研究所教職員数・女性教職員数比率

職名(人)/年度 H26(2014) H27(2015) H28(2016) H29(2017) H30(2018)
教授 9 8 8 8 8
うち女性数 1 0 0 0 0
准教授 2 2 3 4 4
うち女性数 1 1 1 0 0
講師 1 1 1 1 1
うち女性数 0 0 0 0 0
助教 10 8 7 9 8
うち女性数 2 2 1 3 4
技術職員 10 10 9 10 9
うち女性数 2 2 1 2 1
非常勤研究員 14 10 10 5 7
うち女性数 4 1 5 3 4
非常勤技術支援者 19 18 23 16 13
うち女性数 19 18 21 16 12
事務補佐員 2 3 3 3 3
うち女性数 2 3 3 3 3
女性教職員比率 46% 45% 50% 48% 45%

女性の本務教員数 4 3 2 3 4
本務教員に占める女性の割合 18.2% 15.8% 10.5% 13.6% 19.0%
出典：発生医学研究所ホームページ

※各年度4月1日現在



熊本大学発生医学研究所 

118 
 

観点 改善のための取組が行われているか。  
（観点に係る状況）  

本研究所の男女共同参画は、ワーキンググループにおける検証・検討に基づき推進され

ている（資料 F-1-4-1-2）。本研究所独自の取組である『推進事業』に関しては、同事業の

さらなる活性化を企図して、これまでの『育児・介護休業取得の促進に資する経費支援』、

『産後休暇・育児・介護休業取得者の復帰後研究支援』及び『育児・介護期間中の研究支

援』の３事業に加え、新たに『休業復帰後および育児・介護期間中の経費支援』事業を創

設した（資料 F-1-2-1-1）。また、同事業への公募の時期を年１回から前期及び後期の２回

とし、より多くの構成員（教職員及び大学院生等）が制度の活用を受ける機会を得られる

よう改善を図った（資料 F-1-4-1-3）。また、平成 29 年度に所内に授乳室を設置したほか、

サマーリトリートにおいて保育支援を実施する（資料 F-1-1-1-4）等、男女共同参画の改

善に向けた取組を行っている（中期計画番号 54・55）。 

 

 
 

 

資料番号F-1-4-1-2 ワーキンググループ開催状況

年度 回 審議事項等
平成28年度 第1回 男女共同参画推進に係る事業の審査について

平成２９年度男女共同参画推進事業の公募（案）について
(報告)発生医学研究所の男女共同参画推進に関する相談窓口について
(報告)授乳室の利用について
(報告)全学の男女共同参画推進に関する状況について

第2回 平成29年度発生医学研究所男女共同参画推進事業の公募について
第3回 男女共同参画推進に係る事業（前期）の審査について
第4回 H29男女共同参画推進事業の公募について
第5回 後期の追加配分について

出典：生命科学先端研究事務課作成

平成29年度

第1回
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（水準）期待される水準を上回る。  
 
（判断理由）本研究所独自の取組である『推進事業』に新たな事業を加え、かつ公募機会

を増やす等、利用しやすい環境の整備に向けて制度改正を行っている。また、授乳室の設

置やサマーリトリート時の保育支援の実施等を行っている。以上のことから、期待される

水準を上回ると判断する。  
 
４．質の向上度の分析及び判定  
 
（１）分析項目Ⅰ 目的に照らして、男女共同参画に向けた活動が適切に行われ、成果を

上げていること  
 
 

『重要な質の変化あり』  
 
『大きく改善、向上している。』  

 
 本研究所独自の研究支援である『推進事業』について、第２期中期目標期間中の育児・

介護休業取得を促進するための経費措置を伴う支援に関する３事業に加えて、平成 29 年

度に新たに『休業復帰後および育児・介護期間中の経費支援』事業が創設され、公募によ

り適切に実施されている。特に、全学の支援制度ではカバーできない大学院生等へのサポ

ートは効果を上げている。また、所内への授乳室の設置、本研究所主催の研究会等におけ

る保育支援の実施等、身近なニーズに応える取組も行っている。そして、これらの取組を

ホームページ等で積極的に発信することで、男女共同参画制度のさらなる活用の誘引と意

識向上につながり、男女共同参画にさらなる推進力を与えている。これらの取組は、第１

期中期目標期間中から継続的に実施され、着実に成果を上げており、大きく改善、向上し

ていると判定する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


